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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あたし、産休明けたらパラリーガルになるわ」

　朝食を終えてぼけーっと携帯ホロケーをいじっていたはずの妹がそんなことを言い出して、僕は食洗機に入れようとしたお皿を危うく取り落としそうになった。

「あ、朱あか音ねちゃん、今なんて？」

　今年28になり、遠方に単身赴任中の旦那さんとの間に出来た新しい命を身ごもって６か月になる妹は、良くも悪くも頭の回転が速く、普段から突飛な言動で僕を驚かせることがあった。

「法律事務員パラリーガルってどうやってなんの？　やっぱ資格とかいるわけ？」

「いや、そういうのはないけど、ある程度は法律を勉強しないと……でも、なんでまた？」

「ニート生活にも飽きてきまして。お兄ちゃんの助手アシスタントにでもなろうかなーと」

　起床１秒後から何も手を施していないぼさぼさの髪も、昨日から丸１日中着ているボアパジャマ姿のままでいるのも身重の身体からだのせいではない。妹は普段からこう。

「……。熱でもある？」

「ねぇわ。あったら死活問題だわマイベイビーの」

「だよね。よかった」

　ほっとしてみせると、妹は上目遣いで僕を睨にらみつけた。

「な、なに？」

　僕とぜんぜん似ていない少しボーイッシュな童顔が、嘆息とともに少し曇る。

「……わかんない？　お兄ちゃん、最近ずっと疲れた顔してるよ」

「え」

「働きすぎ。皺しわも白髪もため息も増えた」

「……。そう、かな」

「そうだよ。ぶっちゃけそういう空気、胎教にもよくないんでやめてもらえません？」

「あー、だよね。ごめんごめん。気をつけることにするよ」

　微笑ほほえんで、洗い物を食洗機に詰め込む作業を再開した。

　今日もこれから法廷だ。予定どおり、８時25分発のバスに乗らないと。

「あたしはお兄ちゃんの味方だからね」

　はっと顔をあげたとき、妹の目線は再び画面に落とされていた。

　表示されているのはいわゆるまとめサイトというヤツだろう。こちらからは左右反転して見える記事の中に見覚えのある現場写真を見つけて、僕は妹の浮かない表情のわけを理解した。




　それは、最近起きたとある凶悪事件の被告人を糾弾する記事。

　被告人はまだ中学生の少年──僕の依頼人。

　顔の見えない誰かの気楽な呪いが、大きな文字で書き込まれている。






酌量の余地なし　こういうガキはとっとと死ぬべき








　血の繫つながらない妹の頭をぽん、と撫なでた。

　妹はしばしきょとんとしていたけれど、すぐにいつもの調子のよさを思い出したのか「もっと撫でるがよい！」なんて言いだした。

　もうすぐ母親になるっていうのに、この甘えっぷりが心配で目が離せない。




　あたしはお兄ちゃんの味方、だって。

　ほら。君の妹はこう言ってるよ。





■






「朱音の話か」

　白い部屋から白い通路へと出るなり、ヴォルフが僕を出迎える。

　今しがた終えた僕と堤つつみの話を立ち聞きでもしていたのだろうか。

「昨日が出産予定日だったことを思い出してね。……というか君、朱音ちゃんには会ったことあるの？　随分なれなれしく呼んでるけど」

「あるさ」

「いつ」

「お前んち。夜中。向こうはお前が寝ぼけてるだけだと思ってたらしいがな」

「……あー。そういえば『夜中○なに○なにしてたよー』って言われても記憶がなくて、妙～に会話がかみ合わないこともあったっけ。あれ君のせいか」

　なるほどなるほど、と肩を落としながら言って会話を締めくくり、彼を通り越して《外》へ向かおうとした。

「別にあいつに朱音の話をする必要はなくねぇか？」

　立ち止まる。いつもの定位置で壁に寄りかかる彼を、我知らず軽く睨んでしまった。

「なんで？　朱音ちゃんは堤の義妹いもうとだよ」

　ヴォルフは答えない。

「あの子だけじゃない。八やつ目めの人たちは堤のことをよく理解してくれている。いつまでも堤の味方になってくれる大切な家族なんだ。だからそのことを伝えるのは当然──」

「もういい」

　向こうから尋ねておいて話を遮り、ヴォルフはシッシと手首を振った。

　とっとと行っちまえ、と言いたいみたい。

　消化不良な心地を抱えたまま、《外》へ出ようとする。

　扉に手が触れたところで。

「俺はお前が嫌いだ」

　唐突に、そんなことを言う彼を振り返る。

　そのときになって初めて気付いた。

　彼の横顔にいつものような三日月の笑みがないことに。

「──これも、あいつにプログラムされた感情なんだろうな」

「っ……？」

　訝いぶかしんで見つめ返すと、彼は色の無い瞳を抱く瞼まぶたを硬く閉じてしまった。




「なんでもねぇよ。とっとと行っちまえ、クソ犬が」



















　くぐもったノックの音が響いている。

　内外ゆめうつつの境で聞いていたその音が次第にクリアになってきて、目覚めたことを自覚した。

「ぐっもーにん。ここ開けてヨ、ハチコー」

　ガラス窓を一枚隔てた向こうから聞こえてきたのは、妹よりもずっと年下であるはずの大人びた少女の声。

　──ああ、クックロビンか。

　手元のボタンを操作して運転席の窓を降ろすと、クックロビンがずずいっと上体を乗り込ませてきた。

「仮眠？」

「うん。ちょっとだけのつもりだったんだけど……今、何時だい？」

「１か月後」

　冗談めかしてにかーっと笑う。

「それやめて……本気でちょっとびっくりするから」

　フロントパネルの時刻を確認すると、仮眠を始めてから40分後の12時３分だった。
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「ねね、ちょっと乗せてってヨ。通路パス１２８まで」

　返答を聞くまでもなく、クックロビンは助手席に乗り込んでくる。僕は「はいはい」と言いつつ、片耳からずり落ちたヘッドセットを直しエンジンをかけた。

「タクシー代は請求しないから、借金返済に充てといてね」

「オフコース。ま、こんな恩はスズメの涙程度ですケドネー」

「はははー降ろすよ？」

「シュッパツシンコー！」

　極めて和やかな雰囲気の中ギアを入れアクセルを踏んだ。




　９月20日木曜日。

　ロルゲは５か月目に突入した。

　生き残りは最初の１０００人のたった５％──50人。




「そういえバついさっき葬式板更新されてたヨ。残り48人だっテ」

「……そっか」

　仄ほの暗ぐらい地下道路の緩やかなカーブに沿って走るのは自動運転アシストに任せて、僕は手元のノートをぱらぱらと見返しながらクックロビンに尋ねた。

「誰がやったのかはわからない？」

「ンー。まあおわかりかと思うケド、いまだに全貌が見えてない例の集団じゃないノ。あいつら痕跡残さないからネー」

「集団か。たしか《ＪＴＲ》とか名乗ってる人たちだっけ」

「ハチコーも気をつけなよー。アタシなんかそいつらにもう２５６回は狙われてんダカラ」

「２５６回って。よく無事だったね」

「可愛かわいい魔法使いサンのおかげでネ。ハチコーも意外と知らない間に助けられてンじゃないノ？　その頭ン中のナイスガイに！」

　クックロビンは僕のこめかみを横からちょんちょん小突く。それから、なんだかわくわく期待するみたいな顔で僕を見た。

　……恋する乙女の顔って、こういう感じかな。

「君、ほんとヴォルフのこと好きだねぇ」

「おふこーす！　ねぇねぇ、今日はヴォルフ出てこないノ？　そのキュートなお耳に入れたいコトがたーっくさんあるんだケド！」

「出ませんし出しませんよ。……それに今日の彼、なんだか様子が変だったし」

「え、え、ナニナニ？　ヴォルフになにかあったの？　ナニナニナニ??」

「教えませんし出しません」

「ケチー」頰ほおを膨らませながら、クックロビンは真正面に向き直った。




　クックロビンにヴォルフのことを知られてしまったのは先月のことだ。

　どうにも僕が《内》に入れられている間に、彼女とヴォルフが遭遇してしまったらしい。

　以来クックロビンは、唯一の《デミゴッド級》ハッカーであるらしいヴォルフの《追っかけ》と化していた。

　僕の知らないところで彼と何を話しているのか非常に気になるところだが、『顧客の秘密は守らなきゃなのデ』と胡う乱ろんなことを言って教えてはくれない。




「はふん。ハチコーもヒトがワルいよネー。デミゴッド級ハッカーとの《ジキル＆ハイド》なんて、そんな面白そうな設定アタシにだけずーっと隠してたなんてサ。どーせアタシが商品にして誰かに話すと思ってたから話さなかったんダうわーんうわーん！」

　正直それはちょっとある。

　まぁ、それがクックロビンの《仕事》なんだから仕方ないよね。

　僕はわんわん泣いているクックロビンに向かって微笑ほほえんだ。

「ありがとうね、クックロビン」

　クックロビンがぴたりと泣きやんだ。

「ほわ？」涙の雫しずくで濡ぬれて──いない、いつもどおりの金色のまつ毛が瞬まばたく。

「いや。君が人に僕の情報を売ることは別にいいんだ。僕だって君から他の参加者の情報を買いまくってるし、その人からしたら他人に知られたくないようなことも、きっと知ってしまったと思うんだ。だから僕もそれとおあいこにすべきだと思ってる」

「……むう。なにそれ、ヒニク？」

「違う違う。むしろ、君には感謝してるって言いたいんだ」

　手元のノートをもう一度ぱらぱらとめくる。

　その中には、クックロビンから教えてもらった情報がいくつも書き込まれていた。

「君がその足で見つけてきてくれた情報がなければ、僕は今日までやってこれなかったと思うし。君がここにいてくれてよかったっていつも思うんだ。本当にありがとね、クックロビン」

「うぇうぇうぇうぇうぇうぇうぇうぇい」なぜか両手をぶんぶんっと振った。「お……お金は請求するモン。別にお礼言われる筋合いナイッ」

「それでも。感謝してるんだから言わせてよ」

「ああん、ヤメテヤメテ。……そういうコト言われると胸が痛むッ……」

「え？」

「っ、なんでもナッシン！」

　そのままぷいっとそっぽを向いて、助手席の窓辺に頰ほお杖づえをついて押し黙ってしまう。

　照れているんだろうか。いつも自信満々のクックロビンにしては珍しくてつい微笑んでしまった。

「ところで、ネコはどうしてる？　さっきは守ってもらえてるみたいなこと言ってたけど」

「遠隔操作でネー」クックロビンは振り返らないまま答えた。「ヨージンボーの仕事も調査の依頼もぜーんぶネットで投げてくるもんだカラ、リアルではだいぶゴブサタなノヨ。今どこにいるのかも教えてくんないしネ」

「？　あのモールエリアにいるんじゃないの？」

「先月モールを放棄したノヨ。教えてなかったっケ？」

　初耳。

「そんな、なんでまたあんないい場所を」

「知りたかったら、コレ」

　振り返ったクックロビンがお金を表すハンドサインを作る。にぃっといい笑顔。

「あ[image: ][image: ][image: ]……」３秒考えて。「じゃあいいや」

　クックロビンがガクッとずっこけた。

「なによう！　ネコのコト気になるんじゃないノッ？」

「うーん。まあ気になりはするけど」

「居場所まではわかんないケド、それ以外のコトだったらいろいろ教えてアゲルワヨ。前みたいに」

「うーんー」




　──３か月前。

　あの後ろ姿が暗闇に溶けて消えていってから、僕はこの蟻ありの巣を、世界を変えるために動きだした。

　それから何度かネコを見かけたりすることもあったし、その気になれば探して会いに行くことだってできたけれど。




　煮え切らない僕を見て、クックロビンが「ふむん」と退屈そうな声をあげた。

「まあ、いいケド。知りたくなったらいつでもドーゾ。うんと高値で売りつけてあげ──」

　自動運転アシストが急ブレーキをかけた。

　二人して「わっ」「うひぇあ!?」と悲鳴をあげてしまう。

「っ[image: ][image: ][image: ]。なにー!?　もー!?」

　クックロビンが怒り混じりに叫ぶ間に、僕はフロントガラスの向こうを全速力で横切っていく黒い影を見た。

　尾を引くような長い黒髪。

　ラップトップを抱えた華きや奢しやな手。

　ジャージにフリルワンピース。

　少女の特徴を持った影は、車では入れない細い脇道へ飛び込んで姿を消した。

　その後を、見知らぬ男が追いかけて消えて行く。

「……ネコ……？」

　嫌な予感がする。

　僕はクックロビンをその場に残し車を降りた。




　地下道路に併設された狭い避難経路。

　照度の低い蛍光灯と避難誘導灯の明かりは灰色のコンクリートの空間をくすんだ緑色に染め上げていた。

　その中を走り抜ける。いくつかの角を曲がり行き止まりに差し掛かって、僕はそこにグリーンライトすら吸収する黒い一塊を発見した。

　ネコと、見知らぬ男。

　二人の姿を認めた瞬間、男の手がネコの細首を鷲わし摑づかみにした。

　ラップトップが音を立てて地に落ちる。

　男は苦しむネコの背を壁に押しつけ宙づりにし続けた。

　欧米人風の男の身長は優に１９０センチを超えている。凶暴な膂りよ力りよくを前に少女の身体からだは目に見えて無力。巌いわおのような手に小さくて可か憐れんな爪を立て続けるしかない。

「ネコ!!」

　苦しむ少女の口から呪文が溢あふれる。




「──《kill》」




　バツン、と弾はじけるような音がした。

　電気質な何かが、稲光と共に破裂するイメージ。




　ネコの細首から巌の手があっけなく解ほどけた。

　男は天を仰ぎ、後頭部からコンクリートに倒れる。

　僕のほうを見上げ、見開かれた眼がん窩か、鼻び腔こう、耳孔から、細い筋状の血液を垂れ流した。

《頭蓋の中で脳が破裂した》。

　まだ耳に残る破裂音に、そんな想像が重なった。




　控えめな咳せきが聞こえてくる。

　床に腰をついて崩れ落ちた少女は、締め付けられた首をさすりながらひとしきり咽むせ、やがて、深く息をついて立ちあがった。

　グリーンライトに染まらない黒の少女が、死体ごしに僕を見つめる。

「……ネコ……」

「来るな」歩み寄ろうとする僕を声で制止した。「さわんな。ソレにも、私、にも」

「え」

「感染。さわると。ウイルス」

　ネコはポケットから黒い筒状のガジェットを取り出した。

　画面ホロに入れ替わり立ち替わり表示されるボタンを何個か押し、「解除」と告げる。

　何らかの設定を終えるとネコはガジェットをしまい、こちらへ歩み寄ってきた。

　地に伸びた死体を踏みつけながら。




　前にも似たような光景に出くわしたことがあった。

『殺される前に殺す』という、ネコの決意は変わらない。

　弱肉強食の世界で殺し続けている。




「──、……」

　何か言葉をかけようと口を開きかけて、やっぱり吞のみこんだ。

　ネコはきっと今日も僕の横を素通りしていくのだろう。

　それでよかった。

　彼女自身を変えることはできない。

　僕はもう彼女の殺人を止めたりはしないと決めた。

　ただ、彼女の世界を。この狂った世界を変えようという決意だけを強くして。




　死体の手がピクリと震えた。

　異変を感じたときにはもう遅かった。

　死んだはずの男の手が生きた人よりも素早く動き、歩くネコの足首を力強く摑んだ。

「「──!!」」

　引き倒されるネコ。隆起するように立ちあがる男。

　脳を破壊されたはずの人間が、まだ生きている。

「ネコ!!」

　今度こそ走り出した。右拳を強く握りこみ、深く深く引いた右半身ごとぶつけるつもりで突っ込んでいく。

「ネコを、放せ────!!」

　拳が相手の下あごを的確にとらえのけぞらせた。巌のような手が少女から離れる。再び男の巨きよ軀くが地に落ちきる前に、僕はネコの身体を引き寄せた。

「ネコ、大丈夫!?」

　腕の中で抱き起こしたネコが、摑まれていた足を手で押さえ激痛を嚙かみ殺ころすよう震える。唐突に摑み引っ張られたせいで筋を痛めてしまったのかもしれない。

「動いちゃだめだ、じっとしてて──」

　視界の端で男が動く。

　両手をだらりと落とし俯うつむく巨軀の男は、急所を打たれたはずなのにまだ起き上がる。

「なっ……」

　──噓うそでしょ。

　男は無防備な僕らに向かって拳を振り下ろしてきた。その素早さたるややはり生きている人間なんかよりもよっぽど速く、考えるよりも早く動き出すことを余儀なくされる。

　上着の懐に手を差し入れ男の拳を薙なぎ払った。風切り音を立て返す手で首筋の頸けい動どう脈みやくを打つ。素手ではなく、取り出した折り畳み式警棒で。

　男はよろめいて壁に手をついただけでまだ意識を保っていた。再び僕に向かってくる気でいるらしい。

　本能的な恐怖が突き上げる。

　続けざまに急所を打たれてまだ立ち向かおうとするなんて、並大抵の胆力では不可能だ。

　そもそもネコの手によってすでに脳が破壊されていたとしたら、それはもはや人にん間げん業わざとは。

「──ゾンビ」

「え……？」

　足元で、ネコが小さくつぶやいた。

　男は執念深く立ち向かってくる。その動きを見切り、回避する。

　──このままでは埒らちがあかない。

　僕は警棒を捨て、通り過ぎた男の腕を摑み捻ひねり上げた。そのまま押し倒し、捻り上げた片手に携帯していた手錠をかける。もう片方の手にも。

「ネコ、今のうちに!!」

　ネコを背に担ぎ上げる間にも、動きを封じられた男は恨めしそうに僕らを見上げた。

　血涙を流す落おち窪くぼんだ眼窩に睨まれると呪われているような心地になる。

　その呪いを背に受け続けながら、死を忘れた男があげる不穏な咆ほう哮こうに押しだされながら、僕はただ逃げるしかなかった。




　車まで戻ってくる。

　男は追ってはこなかった。

「なんだったんだ、いったい」

　気持ちを落ち着け、車の後部座席ドアを開いた。

　車内からクックロビンの姿はなくなっていた。僕に置いて行かれて自力で目的の通路まで歩いて行ったのかもしれない。

「ネコ、大丈夫？　とりあえず足の応急処置をするから、ここ座って──……って、ネコ？」

　話しかけているうちに違和感を覚える。

　やけに大人しいなと思っていたら、ネコはいつの間にか僕の背で眠ってしまっていた。

「あらら」





■






　死体が起き上がる。

　暗闇の中、私の指先がその脳天を撃ち抜いたはずなのに、連中は事もなげに立ちあがって私に歩み寄ってくる。

　何人殺しても。

　何度殺しても。

　誰も彼も、何度でも、起き上がる。

『っ──』

　声にならない悲鳴をあげた。

　じりじりと迫りくる死体の群れの奥に、あいつがいた。

『ジュン』

　微笑ほほえむ口から上は、破裂して無い。

『ったく、ひどいなぁ。なにも殺すことはないだろ？　ジュン──』




「きゃ」

　白いシーツが舞い上がる。そのか細い悲鳴も、ゆっくりと舞い落ちるシーツも、私が飛び起きたせいだと気付くのに５秒を要した。

「だいじょうぶ、ですか？」

　鼓動に身体を揺らされながら、声の主を視認した。

　知らない少女だった。歳としは私と同じか少し下くらい。目ま深ぶかにかぶったフードのせいで顔はよく見えないが、その下からは控えめな声を体現したような小ぶりな唇と、色素の薄い金色の髪が覗のぞいている。

　フードの上で揺れるウサギ耳らしき装飾を、ぼやけた意識の中で『ふざけてる』なんて感じながら対象の視認を完了した。問いかける。

「誰」

「あっ、ええと。わたしは──」

「お。ネコ起きた？」

　寝室と思おぼしき室内の自動ドアが開き、その向こうからあの冴さえない笑顔が出てきた。
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「おはよ。君、丸１日も寝てたんだよ？　覚えてる？」

　覚えていない。

　あたりを見回してみた。手狭だけどやっぱり《寝室》のようだ。

　アイビー柄の壁紙、艶めく木材の腰壁。薄暗い蟻ありの巣暮らしが長かったせいか、優しい色のベッドライトの明かりさえひどく眩まぶしい。

　ベッドの上に投げ出した私の素足にウサミミ少女が冷たいタオルをあてて言った。

「えと。痛んだら言ってくださいね。ネコさん」

　聞きたいことが多すぎる。

「ここは僕らの拠点。の、中に停とめてあるキャンピングカーの中だよ」

　ベッド横に腰掛けるハチコーが言った。

「……ら？」

「そ、僕らの。ちなみにこのウサミミの子はラパンね。ハンドルネーム・ラパン」

　ウサギ耳が頭を下げて会釈した。

「他にも何人かいるんだけど、それはまた改めて紹介するね。とりあえず、今はその足を治そう」

「いい」

　ハチコーの声を遮りベッドから降りようとした。

　右足を少し動かす。それだけで不意の激痛が突き上げ脳天まで裂いた。

「ッ──！」

「ああ、ダメだよネコ、寝てなきゃ」

　伸ばされた両手を腕を振って追い払う。

「返せ……ラップトップ」

　この程度のケガなら、私の自己修復能力を少しいじるだけですぐ治せる。

「治して、帰る──、……ッ!!」

　また少し動かしただけで、足先からひび割れていくような激痛が襲う。そうして、ついには動けなくなってしまった。

「ほら、ネコ」

　……情けない。

　結局、ウサミミと二人がかりでベッドに戻されてしまった。

「ひどい捻挫なんです。首、絞められたときの痣あざも痛むはずですし……最低でも１週間は安静にしててくださいね」

　ウサミミがぺこんとお辞儀をして寝室から出ていった。

「──だってさ。ラパンは看護師になる勉強してるらしくてね。昨日今日と、君の面倒を見てくれたんだよ。早く治したかったら看護師さんの助言を聞くこと」

「返せ。ラップトップ」

「あと、君ね。ここのところロクに寝てなかったでしょ？　丸１日寝ちゃうなんて睡眠が足りてない証拠。ここにいる間ラップトップは預かっておくから、この機会に十分寝ときなさい。いいね？」

「返せと」

「い・い・ね？」こちらに顔を近づけてくる。

「──……」

　私はシーツで顔を覆い、奴との間に壁を作った。

　布地の向こうから聞こえてきたのは、安心するように微笑む声。

　癇かんに障った。相変わらず。

「うざい」その一言につきるのに。

　こいつの微笑みを見たら、ずっと張りつめていた何かがゆるゆると緩みだして。




　あれから更にもう一眠りしていた。

　ベッドサイドに置かれたデジタル時計が示す時刻は同日の深夜23時すぎ。

　──寝すぎた。

　このところ仮眠も取ったか取らないかという日が続いていたせいかもしれない。

　足の湿布は私が寝ている間に何度か取り換えられた形跡があった。まだひんやりと冷たい。心なしか、痛みも朝より和らいでいた。

　空腹感を覚える。

　デジタル時計の前には黒の片耳ヘッドセット型マイクが置かれていて、その下には汚い字の書き置きが敷かれていた。

《御用の際はフロント（85番）まで──ハチコーより》

「…………」

　ヘッドセットを耳にかけ起動ボタンを押す。眼前に視線操作式ホロキーパッドが現れ、私は《８》《５》に注視してダイヤルした。

　ワンコール。フロントは待ってましたとばかりに応対する。

『お腹なか空すいた!?』

　不服。




　10分後。喜々としてやってきたハチコーが食事を持ってやってきた。

　レトルトのお粥かゆだと言う。けれどその割には味が利いていて、一口目から目を白黒させてしまった。なんでも缶詰のスープを隠し味程度に使っているらしい。

　ほどよい塩気とあたたかさが、知らず疲労していた身体からだをじんわり巡っていく。二口目、三口目と無言で口に運んでいると、傍らに腰掛けて見つめるハチコーの顔がどんどん綻んでいった。

　不服だった。でも食べた。空腹にはかなわない。

「ゾンビ、って言ってたね」

　口元でスプーンを止める。

　いつの間にか、ハチコーが眉根を寄せた深刻な顔つきになっていた。

「死なない人間。そういう理解でいいのかな？」

「──……」

　スプーンをトレーの上に置いて頷うなずき、答えた。

「死なない。何度、殺しても」

「一応聞くけど、幻とかじゃないんだよね？　スーリンのときみたいな」

「殴れた」

　骨ばった拳を見て答えると、ハチコーもまた、自分に残る感触を確かめたようだった。

「うん。確かにあれは本物の人間だった」

「人間の、死体」訂正し、定義する。「あれは、死体。……動く、死体」

　ゾンビ。

　そうとしか呼称のしようがない。




　私がその存在を初めて確認したのは、今から１か月ほど前のこと。

　拠点モールに土足で入ってきた愚かな男３人組を早々と削除した私は、死体をそのままナワバリに残しておくのが厭いやで、連中の死体をエリア外にほうりだしてやろうと近づいた。

　その瞬間、奴らは起き上がったのだ。

　脳は頭蓋の中で完全に弾け、機能していないはずだった。血だらけの顔面からもデータ上からも、連中はすでに死んでいることは明白だったのに。

　私は何度も何度もそいつらを殺し。連中は、何度も何度も起き上がった。




「それで逃げるしかなかった、と……なるほど、モールを放棄したっていう理由はそれか」

　ハチコーはおおよそトリから得たのであろうその情報を口にしながら頷いた。

「でもって、その《ゾンビ化現象》は、今も君の周りで続いているわけだね？　昨日の一件みたいに」

　知らず身体が震える。

　シーツの上で両手を握り、悟られないよう気を強く持つことで精一杯になった。

「……ない、関係」

「実はね。ネコが眠っている間にこちらでも少し調べてみたんだ」

　苛いら立だつ私に構わず、ハチコーは手元に広げた粗末なノートに目を落とし、その内容を滔とう々とうと語りだす。

「目立った掲示板フオーラムにはその手の情報はなかったけど、一個だけ。ある閉鎖的クローズドなチャット内にそれらしき現象の報告が上がっていたよ。そのハッカーは、『頭とｎＰがない人間がうろついてた』って発言してたね。……脳が無いのにどうやって動いてるんだって僕の仲間内でも議論になったけど、まずロルが原因と考えて間違いないらしい。

　もしそうだとすれば、《死んだ人間をゾンビ化させるロル》が流行しているってことになる。その人の存命中に感染して、死を迎えると同時にその人をゾンビに変えてしまうっていうロルが、ね」

　ノートを閉じ、視線を上げて真まっ直すぐに私を見た。

　……正直、少しだけ驚いていた。

　いくら破滅的な情弱でも、３か月もすればそれなりの知識がつくものらしい。

「今、僕の仲間たちがその《ゾンビロル》の実態調査と対応策の検討をしてくれている。駆除プログラムと予防ワクチンが出来たら、生き残っている参加者たちに無償で配布するつもりだ。けど、いかんせん情報も少ないし手の打ちようがなくてね。……そこで、だ」

　険しかった表情が、いつもの気の抜けた笑みに戻った。

「ネコ。君にお願いがあるんだけどさ──」

「断る」

「まだ何も言ってないよ！」

　言われなくても話の流れからわかる。

　どうせ協力しろとか言いだすんでしょ？

「駆除、予防、不要。無駄」

「無駄って。そんなことは」

「殺すのが早い」

　ハチコーが息を詰める音が聞こえてきた。

「ゾンビロル、作者、殺す。それが最善」

　ハチコーの顔が確かに曇っても、私の考えは揺らぎはしなかった。




　私の意思は変わらない。

　私の世界は変わらなかった。

　殺される前に殺すだけ。

　シンプルで美しい最善策を、私は変えるつもりはない。




「ラップトップ」俯うつむき続けるハチコーに片手を差し出した。「返せ」

　ハチコーは私の手を曇った顔で見つめるだけだった。

　苛いらついた。あの日、こいつが自分で言った言葉を思い出させてやりたくなった。




『これからはもう君を無理に止めたりしない』

『君を取り巻く世界のほうを変える』




　こいつは私を止めない。

　私も当面こいつのことを放置するつもりでいた。

　こいつがその裏に隠匿した殺人衝動ヴオルフをぶつけてこない限り。その達成不可能な目標や行動についても、横からとやかく言うつもりはなかった。

　互いに不干渉を決めたのだ。

　ここでこいつがラップトップを返却しなければ、それは事実上《私の行動を阻害している》ということになる。

　自らの誓いを反ほ故ごにするも同然。

「ダメ」

　──……。

　二文字。

　たったの二文字で反故にしてきた。

　何の気なしのお気楽な笑顔で。

「……」開いた口がふさがらない。「おい」

「確かに僕は『もう君を止めない』と言った。けど、『いかなる非常時であっても』とは言ってないよ？」

　軽く言って「えっこらせ」と立ちあがる。微笑ほほえみが私を更に苛つかせた。

「今は３つの非常時が重なってる。その１、君がケガをしているっていう非常時。その２、ケガをした君が僕らの拠点に身を寄せているっていう非常時。その３、君と僕らが同じ事件を追っているという非常時。こんだけ非常時が重なってたら、状況に合わせた臨機応変さも必要かな～って」

「屁へ理り屈くつ」

「そうかも。……ちなみに君の魔法ロルでその足を治すには、普通どのくらい時間がかかるものなの？」

　その笑みが存外鋭い質問を投げてきて、私は思わず喉を鳴らした。

　できれば聞かれたくなかったのに。

「……。３日」本当は４日か５日はかかる。

「ふむふむ、なるほど。それじゃあ君の手にかかっても、少なくとも３日は万全じゃないってことだね？　それまでの間は一人っきりでの行動には不便がつきまとう、と」

　……余計なお世話だ。湿布を巻かれた片足が疼うずいた。

　ハチコーがパンと両手を合わせる。

「よし。じゃあこうしよう。今日からその足が治るまで、ネコはここに身を寄せる。その間にゾンビロルの調査をしたいなら、せっかくだし僕らと一緒にやろう」

「でも、殺させない」

　ゾンビロルの作者を見つけても殺すのは待ってほしい。

　どうせそう言うつもりでしょう？

　誓いを反故にして。スーリンのときみたいに私の邪魔をする。

「いや。そこは君の判断に任せるよ」

　目を見開き、顔を上げた。

「──は」

「ただ、『ハチコーがゾンビロルの作者と話したがってる』ってことだけは、頭の片隅に入れておいてくれないかな？　その上でなら、状況に応じて対処してくれて構わないから」

　──何、それ。

　そんなことで私の意思が揺らぐとでも？

「何、たくらんで」

「たくらんでないよ。本当にそうしてほしいと思ってるだけ」

「…………」

　膝の上に乗せたトレーに視線を落とした。

　思考する。スプーンで残りわずかなお粥を片づけながら、皿の底にある結論を求めた。

　３日、あるいは４、５日。──そのくらいなら。

「りょ」

　了解する。

　ハチコーの表情が殴り飛ばしたくなるくらい輝いた。

「ありがとう、ネコ！」

　そちらにとってはデメリットばかりの提案なのになぜ礼を言われなければならないのか。スプーンを齧かじりながらそんなことを考えた。

　スプーンをトレーに戻す。皿が空になったことを確かめると、ハチコーはせっせとトレーを片づけ始めながら、「あ」と声をあげた。

「そうそう。念のためお願いなんだけど、僕の仲間たちにはあくまで『ゾンビロルの作者と交渉するために協力する』っていう体ていで通しておいてね。じゃないとほら、君もいろいろと面倒でしょ？」

「────」

　思わず手で顔を覆った。

　──うかつ。そういうことか。

「……言えし、先に」

　そういうことは先に言え。

　わかっているのかいないのか、馬鹿犬は馬鹿みたいに頰ほおを綻ばせるだけだった。





■






　気を失ったネコをここへ運び込んで、《ゾンビ化現象》について調べ始めてから、僕なりにいろいろと考えていた。

　互いに不干渉を決めはしたけど、僕はやっぱり彼女のことをほうってはおけなかった。

　最終的には彼女を無理矢理こちら側に引きこんで、僕の仲間たちの手前身動きが取りづらいようにしてしまったけれど、こういうやり口はこれっきりにしようと思う。下手を打てば、ただでさえ疑念でいっぱいのネコの心を更に歪ゆがめてしまいかねないから。

　とにもかくにも、僕は再びネコといることになった。

　また睡眠時間をギリギリまで削らなくては。間違っても、ネコの前に殺人衝動ヴオルフが現れないようにしなくちゃならない。

　彼女の世界を変えるため。

　３か月前の僕にはできなくて、今の僕にはできることがある。
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　僕の現在の拠点はここ、地下駐車場エリアである。

　車が数台停とめられているが、そのほとんどはキーがないばかりかエンジンも積まれていないただのハリボテだ。動く車と言えば、僕がヴォルフの稼ぎで購入した探索用のＥＶ車と生活拠点用のキャンピングカーだけ。

　他のハリボテカーはもっぱら《彼ら》の部屋として使われていた。

「紹介するね、ネコ」

　キャンピングカーの外。折り畳み式の椅子に仏頂面を浮かべるネコを座らせて、僕はネコのために集まってくれた僕の仲間たちを順に紹介した。

「左から、ｒａｍラム、ａｎｄｏアンドウ、さがりん、しんたま、ｔａｉｌテイル。それと、ｌａｐａｎラパンね」

　10～20代、性別も国籍もさまざまな彼らは、

「ハロー」「……ッス」「よろおね」「お初～」「ヨロシク」「よろしくお願いします」

　……と、それぞれがそれぞれの個性豊かな口調でネコに挨拶する。

　言うまでもないが、彼らの名前はすべてハンドルネームだ。どれも僕にとっては耳みみ馴な染じみのない名前で、出会ったばかりの頃なんかしょっちゅう呼び間違えていたっけ（ごめんねラム君たち）。

　椅子にごく浅く腰掛けるネコは、視線だけを動かして彼ら一人一人の顔を見た。

　警戒モードも無理はない。少しでも空気をほぐそうと、僕は続けた。

「みんなネコと同じハッカーだよ。元自宅……なんだっけ？」

「自宅警備団」

「そうそう、それそれ。でもって、今は僕の仲間、ハチコーファミリーのメンバー」

「ファミリーって、なんスかそれ」

　さっきからアンドゥ──眠たげな目つきが常のチャイニーズ少年──が合いの手を入れてくれるのはいいんだけど。

「い、いいじゃない。最近僕ら本当に家族っぽいし。ね？」

　皆の胡う乱ろんだったり当惑する視線がまったく同意してません。無念。

「そ、そういうわけで……」気を取り直してネコに向き直った。「昨日話したとおり、今日からみんなと協力して、ゾンビロルに関する情報収集にあたってほしいんだ」

「交渉のために」

　うわあー怒ってるー。

　僕をじりじりと睨み上げてくるネコに対し、笑顔を引きつらせつつラップトップを返してあげると、ネコはそれをすかさずひったくっていった。

「ゲスい」

　ほんとすいません、もうしないから。手を垂直に立てこっそり謝った。

「──んで、一緒にやるのはいいんだけどさぁ」

　このメンバーの中ではひときわワイルドな風貌──もじゃもじゃ頭の少女・テイルが、バネみたいにくりんくりんした毛束をいじくりながら問いかけた。

「この子、腕はどのくらい立つの？　それがわからないと、こっちから指示とかしにくい系なんだケド」

　ネコがわかりやすくムッとした顔になる。

「……指示？」

「逆でもいいよ。アンタがアタシたちより腕が立つってんなら、アタシたちのほうが指示される側でも」

「テ、テイル……上下関係なく、一緒になってやってもらえると嬉うれしいんだけどな？」

「ハチコーうっさい黙ってて」

「はい」言下に黙らされた。

　気の強いテイルはよく言えば統率者タイプ、悪く言えば誰にでも高圧的な態度を取りたがる女の子だった。見た目通り実働部隊のリーダー格を務めていて、かく言う僕も彼女の剣幕にはかなわないときがある。

　ネコにはちょっと苦手なタイプかもしれない。

「で、どうなのよ？　Ｄａｅｍｏｎからもらった称号は？」

「ハイウィ」

「ハイ・ウィザード？」

　テイルが片眉を上げた。他のメンバーたちもざわつき始める。

「……冗談。ウワサじゃハイウィなんてそうゴロゴロいるもんじゃないって言うのに」

　テイルは小脇に挟んでいたタブレットを取り出し、ネコに示して見せた。

「口じゃわかんないから、これ、この場でハックしてみてよ。それでアンタの実力見せてもらうから」

　見下すテイル。睨み上げるネコ。

　険悪な雰囲気が流れるけれど、ネコは逆立った感情を鎮めるよう目を閉じると、次の瞬間にはもうラップトップをいじりはじめていた。




　数分後。テイルが悲鳴をあげた。

「ぎゃ[image: ][image: ][image: ]!!　ちょ、待て、なに!?　なにウチのハチコーフォルダここのネットワークに拡散してくれてんの!?　ありえないんですけど!!　ありえないんですけどー!!」

　普段ツンとしているテイルがここまで動揺するのを初めて見たなぁ──、って。

「……僕？」

　テイルが泣きそうな顔でこっちを見た。お顔が真っ赤である。

「テイル。僕フォルダって何？　どゆこと？」

「聞くな！　馬鹿！」

「え」

「ハチ氏ニブすぎ」「リア充爆発しろ」

「えっ」

　双子みたいな日本人コンビさがりん＆しんたまはやけに冷たい。なんで？

　錯乱するテイルと宥なだめるラパンの騒ぎ声をバックに、一仕事終えたネコがふうと息をつく。そこへ好青年を絵に描いたような金髪碧へき眼がんの青年ラムが歩み寄った。

「ワァオ。すごいね、君。ものの数分でうちの精鋭のテイルのマシンぶっこ抜くなんて。そう簡単にできることじゃないよ。尊敬する！」

　すぐそばでアンドゥまでもが興奮気味に頷うなずいて、ネコはそんな二人からぱっと目を逸そらしてしまったけれど、その顔は意外と不機嫌でも厭いやという感じでもなくて…………あれ？

　ひょっとして褒められて照れてる？

「ちょっと、アンタねぇ！」テイルがネコに詰め寄った。「確かにハックしろって言ったけど、人が一番厳重に保護してたファイル漁あさってくるとかありえないっしょ！　ただのテストなんだからちょっとは気ィ遣いなさいよデリカシーないの!?」

「いや、まあ、テストだからこそセキュリティレベル高いところから攻めたほうが実力示せるって思ったんじゃないのかな……？」

　ラムが代弁して、ネコが控えめに頷いた。

　顔を真っ赤にしてネコに喰くってかかるテイル。止めるラパン。「メシウマ」「メシウマ」謎の言葉を発するさがりんとしんたま。ネコに尊敬の目を向けるラムとアンドゥ──

　同じ《ハッカー》という才を持つ若者たちの様子を──その中心にいるネコの様子を見て、僕はほっと胸を撫なでおろしていた。

[image: ]

　そのときのネコの顔は、やっぱりなんだかまんざらでもなさそうだったから。




　よかった。これなら何とかなりそうだ。
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　何とかならなかった。

「えっ。ネコがいない!?」

　夕方、僕がキャンピングカーで夕食作りに勤いそしんでいた頃になって事件は起きた。

　午後からは大半のメンバーが調査のために拠点の外に出払ってしまったらしく、唯一ネコを見ていたというしんたまが申し訳なさそうに報告してくる。

「まじごみん……自分の部屋にパーツ取りに行ってる間にログアウトしてたっつーか……今さがりんも戻ってきたんで一緒にサーチしてもらってんだけど、ネコ氏自分の居場所周到に隠してて、なんつか『探すな』オーラがモロ出てるっつーか？」

「あらー」

　あの足で遠くに行けるとは思い難いが、激痛をおして無理をしていないかどうか、それだけが気にかかる。

「ハチ氏、ネコ氏がいそうなところとか心当たりアリ？」

「ふむ」

　ネコがいそうなところね。




「ほんと狭いところ好きだね、君」

　ネコはハリボテワンボックスカーの後部と駐車場の壁のわずかな隙間に収まってラップトップをいじっていた。

「帰れ」

「帰るよ、一緒にね。ほら、おぶってくから背中乗って」

「断る」

　絶賛お断りモード。

「どうしてこんなところに？　しんたまもさがりんも君のこと探してるよ」

　ネコは答えない。無言でラップトップとだけ会話している。

「──……」

　やっぱり、無理矢理彼らと組ませたのがいけなかったかな。

「……みんなとは上手うまくやれそうもない？」

　答えない。

「僕が言うのもなんだけど、みんなのことは誤解しないでやってほしいんだ。みんな君のこと歓迎してくれてる。自分たちに協力してくれる心強い味方だって。しんたまもさっき言ってたよ？　なんだっけ──『ネコ氏パネェ』『すごすぎワロタ！』とか！」

「るさい」

「ゴメンナサイ」

　つい騒ぎ過ぎたことを自覚し即謝罪すると。

「ちゃう」違うと否定してきた。「それが、るさい。騒がしい、あいつ、しんたま」

「──あ……」

「できない。集中。それだけ」

　訥とつ々とつと紡がれたその言葉は、少なくとも僕が想像していたほど悪いものではなくて、少しだけほっとした。

「集中、したい。あと、15分、だけ」

　再び黙り込んで作業を進めるネコを見て、僕はその隣にそっと腰かけた。

「これ、足の下に敷いておきなよ。負担軽減」

　脱いで丸めた上着をネコに差し出す。

　ネコはそれをしばらく面倒くさそうに見ていたが、やがて片手で受け取り、僕の意図通りそれを自分の足の下に敷いてクッション代わりにしてくれた。

　位置が微妙にずれていたので勝手に修正させてもらう。その間もネコは作業に没頭し続けていた。




「調査はどんな具合？　順調？」

「ぼちぼち」

「そうでっか。ぼちぼちでっか」

　広大な地下駐車場の狭いところにすっぽり収まっていると確かに落ち着く気がする。

　ネコがあと15分と言ってから５分が経過していた。

　まだまだ忙しそう。邪魔しないよう静かにしていようと思ったときだった。

「あんたの、仲間。……」

「ん？」

　何か話したいようだが、途中で口をつぐんでしまう。

「ゆっくりでいいよ。何か話したいんでしょ」

「…………」

　続く言葉を微笑ほほえんで待つ僕を一いち瞥べつして、ネコは手を休めずに問いかけた。

「あんたの、仲間。わかって、ないの。私が、黒派、て。人殺し、て」

　ネコは唇を引き結んで、あとは僕の答えを待つだけになった。

「……。それは、どうなんだろうね。君が本当は黒派寄りだってことは伏せることにしたけど」

「寄り違う」

　ネコがＥｎｔｅｒを叩たたいた。

「真っ黒」

　画面をこちらに向け、そこに表示された何かを僕に見せてくる。






ハンドルネーム：ｎｅｋｏ

現在の称号：ハイ・ウィザード級

本日までの（協力を含む）累計殺人数：１０３人








　それはいつか見せられたものと同じ体裁の、ロルゲの戦績表。

　僕はこのとき初めてネコが犯した罪の数を知った。

「まだ殺す」

　まだ増えるその数字を。

　ネコはラップトップを自分のほうに向け直した。再び作業をしながら言葉を続ける。

「ハイウィ、って。聞いた、だけで、わかる。＝イコール、人殺し、て」

「…………」

　僕は彼らにネコの称号についてどう思うか、直接聞いたわけではないけれど。

「……うん、確かに。それを聞いてちょっと身構えたときもあったかもしれない」

「ヴォルフは」

　意外な名前の登場に、僕は「え」とネコを見た。

「仲間。あいつら。ヴォルフ、のこと、知って？」

　今度は彼らが僕とヴォルフの関係について知っているのかどうか聞きたいらしい。

「知ってるよ。僕と組む以上は知っておいてほしいことだからね。万が一ヴォルフが彼らに危害を加えそうになったら、そのときは遠慮なく対処していいって伝えてある」

「なら、同じ」

　ネコの手が止まる。その横顔の表情が一段と険しいものになった。

「私も。ほんとは、同じに、思われてる。……いざとなったら、て」

「…………」




　ラムたちにはネコのことについて、『僕の知り合いで腕の立つハッカー』としか教えていない。それは事実だった。

　けれど今日の一幕に、彼らがネコに警戒せざるを得ない一瞬が含まれていたことは確かだろう。

　彼らはこれまで自己防衛に努めることを常としてきた一派──自宅警備団と呼ばれたハッカーたちだ。彼らにとって《黒派》と呼ばれる殺人に積極的なハッカーたちは、言わずもがな、自分たちの生命を脅かす最大の敵だった。

　ネコが真っ黒だと確信したとき、彼らがどう感じるかなんて想像に難くない。

　もしもネコが不審な振る舞いをすれば、そのとき彼らはきっと対処するだろう。

　そして僕はその可能性を利用してネコをこの場に引きとめていると──そう言えなくもないのかもしれない。




「ごめん」

　今度はラフな謝罪ではなく心を籠こめて謝った。

「でもねネコ。今日僕が見た限りでは、みんなネコの素性をわかった上で、それでもなお君を《仲間》だと思ってくれているよ。このまま君さえ上手くやってくれれば、いつか友達にだってなれるかもしれない」

「不可能」

　黒目がちの瞳が僕を真っ直ぐに見つめ上げた。

「殺した。あいつら、みたいの。自宅警備員。たくさん。……きっと、いる。あいつらの、元仲間も」

「……ネコ……」

「フリなら、する。足、治るまで。仲間の、フリ」

　ネコの視線がディスプレイに戻っていく。

　長いまつ毛が伏せられる。矩く形けいの光を映しこむ瞳がわずかに翳かげった。

「……どうせ、いない。私の、周り。《敵》しか」






私のまわりには敵しかいない








　その指がいつか僕に言っていた言葉を思い出させた。

　キーボードの上で、小さな拳がわずかに、確かに握られる。

「────」

　ひとつの疑問が、罪悪感を横へと押しやった。

　あの日はただノートにぶつけるしかなかった大きな疑問。

『知りたい』という想おもい。

「ネコは何をそんなに怯おびえているの？」

　小さな肩が大きく震えるのを見た。

　事が荒立つのは覚悟の上。思い切って切り出した。

「こんな言い方は、君に嫌な思いをさせるかもしれないけど……君がそんな風に思い続けている限り、君の周りから《敵》はいなくならないよ。いつまでたっても」

「るさい！」

　ネコが叫んだ。黒いキーボードの上で拳を真っ白になるくらい握った。

「ない、くせに。知らない、くせに！」

「そうだよ。僕は君のことを何も知らない」

　ネコの目が見開いて、ゆっくりとこちらを向いた。

　真っ黒の瞳。その暗闇の中に隠されたネコの本当の心を、僕はまだ見通せない。

「君に会わない間、考えたことがあるんだ。自分のまわりには敵しかいない、殺される前に殺す。君がそんな風になってしまった理由は何なんだろうって」

　ネコの呼吸は荒く震えている。

　真剣になるあまり強こわ張ばってしまった自分の顔を、微笑んでほぐした。

「疑心暗鬼っていう心地なら僕にもわかるよ。この蟻ありの巣に集められた人なら誰にだってある気持ちだ。……僕にだってある」

　この３か月間を思って、声のトーンがわずかに落ちた。




　今日までにたくさんのハッカーに会った。

　仲間になってくれた人たちもいる一方で、スーリンのときのように騙だまされて裏切られて終わってしまった人たちもたくさんいた。

　その人たちは、多くの場合、僕の生と引き換えに死なせる羽目になってしまって。




　仄ほの暗ぐらく沈みかけた思考から浮上し、目を瞑つぶった。

　もう一度、ネコに微笑みなおした。

「騙されるのも裏切られるのも辛つらいって痛いほど学んだよ。疑心暗鬼にもなる」

「……。じゃあ、なんで」

　少し落ち着きを取り戻し始めたネコが問いかけてくる。

「なんで、また。交渉。ゾンビ」

「そりゃ、立ち止まるわけにはいかないからさ。最初から他人を疑ったり、裏切られることを怖がっていたら、僕の場合はもう何もできなくなってしまうからね」

　この狂ったゲームを終わらせるために。

　蟻の巣の中を。ネコの世界を変えるためにも。

「僕はこのやりかたを続けるしかない。何度騙されても、裏切られてもね」

「…………」

　僕の答えを聞き届けたネコの瞳が、呆あきれたように伏せられた。

「……。愚か」

「うん。愚か者だよ～。心にいっつも大けがさー」

　心の奥が痛んだ。本当はそんな笑い飛ばせるような傷じゃないって自覚させられるけど、それでも笑い飛ばした。

「だから、最近じゃ自分への薬代わりにこんなことを言い聞かせてる。『何がその人の《本当》かなんて誰にもわからない。それはきっと本人にもわからないものなんだ』って」

　顔を上げたネコの瞼まぶたが、不思議そうに二、三度瞬まばたく。

「本人、にも？」

「そ。人の心はうつろうものだし、機械みたいにわかりやすく『こう』と定まっているわけでもないでしょ？　その人自身が気付いていない《本心》ってのもあると思うんだ。ほら、よく言うじゃない。自分で自分がわからないって」

「────」

「そう思ったらさ。所詮他人でしかない僕が、他人の心を類推したり疑ってかかるの、無意味に思えてきちゃって。『本当のことは本人にだってわからないんだー』って思うと、悪意がその人のすべてだったんじゃないって希望も見えてくるし……まぁ、ただの気休めでしかないんだけどね？　自分にとって都合のいい想像に逃げ込んでるだけかも」

　たはは、と力なく笑った。

　ネコはがっかりしたみたいに肩を落としてしまう。

「現実、逃避」

「そう言われても仕方ないや。でも、本当のことは誰にもわからないっていうのだけは事実だと思う。だから、最初から相手を《敵》だって決めつけたくないんだ。それはきっと現実逃避なんかよりももっと危険な──思考停止ってやつかもしれないから」

「っ……」ネコが僕を睨み上げた。「……私は、停止してる、と？」

　ただ苦く笑う。

　何も答えず、それだけに留とどめた。

「僕の仲間たちのこと、心から信頼してほしいとは言わない。本当のことはわからないけど、彼らも少しくらい君のことを警戒しているだろうし……。

　でもね、ネコ。君が彼らを過剰に敵視しない限り、向こうも君を敵視したりしないってことだけは覚えておいてくれないかな？　君がその気になれば、本当に友達にだってなれるかもしれない、ってことだけは」

「…………」

「それと、これは気が向いたらでいいんだけど──」




　何がその人の《本当》かなんて、誰にもわからない。

　他人でしかない僕には、せいぜいその人と顔を合わせて、声で話して、その人の《本当の欠片かけら》をわずかに感じ取ってあげることくらいしかできない。




『知らない、くせに！』




　そう叫ばれたとき感じ取った。

　ネコの、ネコ自身知らない《本当》を。

　それはかすかな救難信号。




「僕で相談に乗れることがあったらなんでも言って。きっと役に立てると思うから」

「……」ネコは眉根を寄せた。「なんで」

「似てるんだ、君は。僕の《よく知っている人》に」

　ネコの表情が解けて疑問顔に変わる。

　僕は《彼》の話を続けた。

「その人はね。《外》には自分の死を願う人しかいないって思ってるんだ。だから自分はずっとここにいるって言い続けてる。僕はね、その人を助けるために生まれてきたんだ」

「……。ため、に？」

「そう。だからきっとネコの力にもなれると思う。何か悩んでいることがあるなら、僕に話してほしいんだ。なにせ僕という存在は……上手く言い譬たとえるなら……そう。まさに《悩める青少年の味方》ってとこかな？　そのための人格ＯＳっていうか」

「…………」

　真っ黒な瞳の奥は見通せない。

　けれど、その表面には今、確かに僕の姿が映しだされている。

「あんた、は」ネコは何か紡ぎかけて。「……」飲みこんでしまった。

「何でも言っていいんだよ」

　ネコの言葉が出てくるのを待つ。

　どんなにつっかえても、言い直しても、僕はただ微笑ほほえんで、ネコの中から自然と出てくる言葉をいくらでも待つつもりでいた。




　長い長い沈黙があった。

　やがてネコは、僕を映す瞳を瞼の奥に隠して。

「……ない」

　ただ、『ない』とだけ告げた。

　──断られてしまった。言うことなどないと。

「そっ、か」

　知らず声に乗る落胆を笑顔で懸命に隠した。

「わかったよ。無理にとは言わない。今の話は忘れて──」

「カク」

　短すぎる言葉が何なのか即座に理解することはできなかった。時間をかけて、意味の通る言葉に変換していく。

　カク。かく……書く？

　ネコはラップトップを閉じ小脇にかかえた。

　視線は前を向いたまま。まつ毛を伏せた横顔だけを見せて。

「話さない。書く。言いたい、こと、できたら、書く、送る。……言うの、めんどい」

「……！」

「向いたら、気がっ」

　慌てるみたいにそう言った。

「うん、うん、いいよ。おーるおっけー。いつでも待ってる！」

　ネコが不服そうに顔をしかめる。それでも、僕の頰ほおはひたすら緩んでしまった。

　嬉うれしかった。こんなにも嬉しいなんてと自分自身が一番驚いていた。

　この身の内で死に続ける少年と同じ瞳をした少女の手をやっと摑つかみ取とれた。そのことがこんなにも嬉しいなんて、と。
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　それからのネコは、なんだかんだと４日間も僕らとの日々を送ってくれた。

　ゾンビロルへの調査は続き、仲間たちとも連携が取れるようになってきたようだ。

『進んで指示はしたがらないけど、伝え方が短くて的確なので助かる』とはラム氏談。

『ソースコードが異常に美しくて痺しびれる』とはアンドゥ氏談。

『態度が気に食わない』とはテイル氏談……ま、まあ、それでも上手くやってくれているようで何よりだ。

　ネコはネコで彼らについての不満や苦情みたいなものを垂れたり実際に口論になるようなこともあったけど（相手はだいたいテイル氏である）、前みたいに姿をくらませたり、必要以上に事を荒立てたりはしなかった。

　相変わらずハッキングどころかコンピュータ全般に疎い僕は、指ではなく足か車を動かしたり食事を作ってあげることしかできていないけれど、その間に盗み見たネコのラップトップにはいつもの黒い画面ではなく何かのレポートみたいな言葉の羅列が見て取れて。

　僕はその完成を密ひそかに楽しみにしていた。




　ネコが滞在しはじめて５日目の夕方。

　それまでの静けさを打ち破るようにして、事件は起きた。
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「ハチさんっ」

　ＥＶ車を適当な場所で乗り捨ててキャンピングカーへ飛び込むと、さがりんとしんたま、そして泣きそうな顔をしたラパンが僕らを振り返った。

「ラムくんたちがっ」

「大丈夫だよ。落ち着いて、ラパン」

　ラパンのウサミミの間を一撫なでして、各々のホログラム端末を操作するしんたま＆さがりんのそばへ寄った。

　さがりんが指を滑らせ、フェイスチャット画面を映し出すホロを最大化する。その中にラムの緊迫した表情があった。

『ハチさん、すいません。ご迷惑おかけして』

「こんなのは迷惑って言わないよ。僕にとっても大事だ。で、状況は？」

『こっちにいるのは俺とアンドゥとテイルです。場所は通路パス０２８。今、ダクトの中に３人で隠れてます。完全に追い詰められました。下はゾンビだらけです』

　ラパンから電話で聞いていた通りだった。




　ラムたち３人はｎＰを持たない死体であるゾンビたちの調査をするため、危険を承知で《ゾンビ狩り》なるものに出かけていた。

　しかし、遭遇してしまったゾンビの数は一体どころか複数体にのぼり、持ち出した護身用の装備もろくに使わせてもらえず追い回されることになってしまったらしい。

　しかも通路０２８は何者かの手によって隔壁が閉じられ、他のエリアと完全に分断された状態だという。




『うかつでした。まさかこんなにたくさんいるとは思わなくて。奴らにはｎＰがないから遠隔操作もできなくてなすすべなし。通路の隔壁操作も手を尽くしましたが、軒並みアクセス弾かれててもうどうしようもないです。……本格的にやばいですよね、俺ら』

「諦めたらダメだよ、３人とも」

　力なく笑うラムの向こうではテイルとアンドゥが端末の操作に尽力していた。

　あのテイルでさえ思いつめた表情。状況は目に見えて芳しくないが、それでも、僕だけは前向きな姿勢を崩してはならない。

「さがりん、こっちで隔壁を操作することは？」

「できねぇッス。しんたまとも協力してやることはやったんスけど、アクセスしたそばから弾かれまくり」

「それって、誰かが僕らの邪魔をして彼らを閉じ込めてるってこと？」

「ですわな。ゾンビたちは元ハッカー。てことは、今もまだハッキングできたりすんですかね。もしくは──」

「ゾンビ使い」

　新たな人物の声に振り返る。

　いつからそこにいたのか。ネコはソファコーナーに座ってラップトップを叩たたいていた。

「ゾンビロル、作者。閉じ込めた。可能性」

「──なるほど」

　だとすれば、これは僕らが自分のことを嗅ぎまわっていると察知した《ゾンビ使い》による威嚇行動だろうか。

「行ってくる」

　再び出立しようとする僕を、ラパン、しんたま、さがりんが一様に振り返った。

「みんなはここで待機。通信は機密回線のみでよろしく。手間だけど、ラムたちに何か動きがあったらここを中継して僕に連絡するようにして」

「で、でも。隔壁は下ろされてるんですよ。行ってもどうしようも……！」

「大丈夫。僕の馬鹿力は、みんな知ってるでしょ。いざとなったら隔壁も力で開けてみせる！　……それに、現場を直接見ないとわからないこともあるしね」

　前者はただの威勢。後者のほうが本音に近い。

「じゃ」と片手を上げ、キャビンから駆け足で出ようとしたとき。

「待てし」

　ラップトップを閉じ、覚悟と不服の入り混じった複雑そうな顔つきでネコが言った。

「つれてけ」
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「別にネコまでついてくることなかったんだよ。足、辛いだろうし」

　テーピングでぐるぐる巻きにされた細い足を気遣いながらＥＶ車を飛ばして通路０２８まで向かう道中、ネコは助手席でラップトップをいじり続けていた。

　ラップトップから好よくないエラー音が聞こえてくる。ネコがチ、と舌打ちした。

「……もしかしてネコ、さっきからずっと僕の仲間を助けようとしてくれてる？」

「違う」ネコは僕を一いち瞥べつした。「ゾンビ使い、見つかる、チャンス、だから」

　そうは言うけれど、迷いなく動くネコの十指からは、とても心強いものを感じた。

　いつか僕とクックロビンを迫りくる電車から守ってくれたときにも似た。




　目的の通路０２８前に到達する。

　通路入り口には分厚い隔壁が下ろされていた。壁に設置された操作盤コンソールは僕の操作を受け付けず、頑丈なコンクリートで僕の行く手を阻む。

「さて、どうしたものかな」

　さすがに力ずくでというわけにはいかず、ひとまずラパンにラムたちの状況を聞こうとヘッドセットに手を伸ばしたときだった。僕の横を、黒い髪がぎこちない動きですり抜けていく。

「ネコ？」

　車中で待っていたはずのネコが足を引きずって歩き、コンソールの前に立った。

　懐から小型のプラスドライバーを取り出し、表面の鉄板を手際よく取り外し始める。

　中からは色とりどりのケーブルが現れ、ネコはその中央に繫つながれた基盤を手に取ると、そこに接続されたケーブルをブチブチと引っこ抜き始めた。そして一言。

「いる」と言う。「ゾンビ使い。中にいる」

「えっ……」

「スキャンした。近距離のｎＰ。私たち以外、４つ」




　一度死んだ人間であるゾンビはｎＰを持たないと聞いていた。

　この通路内で僕たち以外にｎＰを持つ者は、閉じ込められたラム、テイル、アンドゥの３人分のはずだ。

　一つ多い。




「罠わな」

　床に置いたラップトップと基板をケーブルで接続し、ネコは表示された画面に対し手早くキーを打ち込みながら続けた。

「対象ｎＰ、現在地、開示。多分、罠」

「僕ら、そのゾンビ使いさんに呼び出されてるってこと？」

「掌握」

　ラップトップと繫がったままの基板をコンソール内へ接続し直すと、ネコはすかさず僕に向きなおった。気が急せいているのかいつもより早口で言葉を紡ぐ。

「掌握した。通路内、全隔壁。動かせる。自由に。通路内、カメラも、掌握。だから」

　ポケットから何かを取り出し耳に装着した。

　それは以前僕がネコのためにベッド脇に用意しておいたヘッドセット型マイクで。

「私の指示、従え。したら、連れてく。ゾンビ使い、のとこ」

「────」

　僕が目を丸くしていると、ネコはそんな僕に向かって何かを投げつけてきた。

　僕がそれを受け取ったことを確かめると、ネコはふいと顔を背けて。

「……せいぜい、遭えば。危険な、目」

　その言葉で、僕をゾンビ使いの罠へと送り出してくれた。




　最初の隔壁が開く。

　ゾンビがネコのところに行かないようすぐに閉めてもらった。

　ネコの姿が分厚い壁の向こうに消える。僕はネコから受け取ったそれを懐の取り出しやすい場所にしまうと通話テストも兼ねて彼女にこう告げた。

「ありがとね、ネコ。ゾンビ使いのｎＰがわかってるなら、今すぐにでもどうにかしてやりたいだろうに。僕に先に交渉の機会を与えてくれて、感謝してる」

　ヘッドセットの向こう、背にした隔壁の向こうでネコが長く黙した。

『……約束。そういう』

「でも、ここに僕の仲間たちの目はないよ？」

『────』

　再び黙り込んで。やがて、スピーカーから小さな声が漏れ聞こえてきた。

『抜け駆け、しにくい、って。……ただ、それだけ』

「抜け駆……あははっ」

『ッ、笑うな』

「ごめんごめん。なるほど、そっかそっか。抜け駆け、ね」

　理由はどうあれ、今日までネコと彼らは『ゾンビ使いを見つけて交渉する』という共通の目的のために動いてきた。

　抜け駆けしにくい。そう感じてくれるくらいには、彼らとの連帯感みたいなものを育ててくれたんだろう。

　そう思うと僕は嬉うれしくて。

「──あのさ、ネコ。これからも僕らと一緒にいようよ」

　細い喉が小さく息をのむ音がした。

「返事はまた今度でいいから。《レポート》と一緒に、ずっと楽しみにしてる。……忘れないで。君にも味方になれる人がいるってことを」

　僕のこの声を、隔壁の向こうのネコはどんな顔して聞いているんだろう。

　思考停止した脳に、少しでもいいから響くものがあればいい。

　屈伸運動をして最終準備完了。

「よし。ハチコー、行きます！」

　全速前進。駆けだした。








>>6 hachiko- 2040/9/25 20:03　@　Area: Pass-028 ■






　壁と床だけのプレーンな空間は、耐え難い腐臭の坩る堝つぼと化していた。

　曲がり角の直前で身を隠す。向かう先には薄闇をうろつく３体の亡者の姿。

　その姿を遠目に見たとたん、衝撃と嘔おう吐と感が込み上げた。

　鼻から上の頭部を失った３人の男がこちらを振り返る。歩く屍しかばねたちは侵入者の存在に気付くなり、外れた顎から掠かすれた咆ほう哮こうを発してこちらへ走ってきた。

　眼前の隔壁が轟ごうと落ちる。ゾンビの姿が隔壁の向こうへ消えた。

　耳元からはネコの呆あきれ声。

『下手』

「ごめんごめん。ネコみたいに気配を消すの苦手でね。で、どうすればいい？」

『別ルート、出す。２ブロック戻れ。から左』

「おーけー」

　頼もしさで胸をいっぱいにしながら走った。

　電話口からは、ネコがキーボードを忙しく叩く音が常に聞こえていた。僕の進路を確保するためにその指先を狂奔させてくれているのが伝わってくる。タンと音がしたとき、向かう先の隔壁３枚が立て続けに開いた。

『直進』

「りょうか──うわっ!?」

　直上、天井のダクトからゾンビの奇襲。

　摑みかかられる寸前、僕は身体からだを落としスライディングで襲撃を回避した。耳元でもう一度、タンと音。ほぼ同時に目前に迫る隔壁が下り始める。

「いっ!?」

『抜けろ！』

　勢いを殺さず滑り込んでギリギリセーフ。

　身を起こして走りだしゾンビが追ってこないのを確認してからやっと抗議。

「今のギリギリ！　ギリギリだった!!」

『間に合う計算』

「ギリギリだった!!」

『るさい！　その先隔壁ない、襲撃注意！』

　言われたそばからゾンビたちの湧出と猛攻が始まる。

　脇道から飛び出してきた集団の先頭一体を蹴倒し走り抜ける。次の脇道からも同様の奇襲。しつこく追ってくる一人の喉元へ警棒と回し蹴りのコンビネーションをお見舞いし、気絶させたのもつかの間。

『後ろ！』

　声に従い振り向くとすぐそばで隔壁が落ちる。いつの間にか僕の背後を狙っていたらしい首なしのゾンビが、降ってきた隔壁に身体を挟まれてじたばたとのたうっていた。

『隙間、くぐれ！』

「え、で、でも」

『相手は死体！』

　隔壁に挟まれた一人を気の毒に思いながらも、彼がわずかに開けてくれた隙間に潜りこんで走り続けた。

　襲い来るゾンビたちの姿をいちいち視認している暇はない。

　けれど、とても厭いやな印象だけが情報として脳にこびりつきはじめているのを自覚した。

　──皆、《殺されたときのままの姿》だ。

「夢に出そうだな、これ……」

『出た』

　ネコの声が僕の独り言に応じた。

　心なしか、その声は震えていたような。

『夢、見る。殺した奴、蘇よみがえる。きっと、それ、手口。ゾンビ使いの。私たちの戦意、削そぐ、いやがらせ。……今に見る。あんたも』

　言葉の通りの現実が、次の角を曲がったところで僕を待っていた。




　──チン。

　真正面、通路の最奥、エレベーターの扉が開く。

　薄暗い通路の床に、箱から漏れだした照明の光が伸びた。

　エレベーターの操作盤前に立ち、乗ってくる人がいないか確かめるように、こちらへ顔を覗のぞかせてきたのは、黒焦げの女の子だった。




『人殺し』

『本当に死んだほうがいいのは誰だろうね？』




「……君は」

　あの日、炎の夢から目覚めた僕を覗き込んでいたシルエット。

　獰どう猛もうな炎に焼かれ死んだはずの幼いハッカーの亡骸が、エレベーターの中でじっと僕を待っていた。

　炭化した黒色は、影そのものが立っているかのよう。悪い冗談かそれこそ悪夢みたいで、気付けば僕もネコと同じように声を震わせていた。

　──これはスーリンのゾンビか？

『そこ、目的地』

　ネコもまた、いつかの敵との再会に息を詰めていた。

『ゾンビ使い。反応。そこで途絶えた』

　エレベーターの中にスーリン以外の人物の姿はない。

　黒焦げの首が僕を見て小さく傾かしいだ。「乗らないの？」とでも言っているかのよう。

　声を潜め、ネコに問いかける。

「この先は手ずから案内しますよ、ってことなのかな、これ」

『可能性』

「乗っていいと思う？」

『覚悟、あるなら』

「ある。……でもラム君たちはどうしよう？」

『問題ない。逃走ルート、指示済み。自力で行ける、はず』

「そっか。じゃあ、悪いけどそちらの面倒頼むよ」

『ハチ』

　一歩進もうとする僕をネコが呼び止めた。

『警戒』

　短い一言。それを伝えるために、わざわざ。

「それは『気をつけてね』っていう意味でいいのかな？」

『きもい』

　図星ってことにしとこ。

　勝利の女神の祝福なくしてこの現実との対たい峙じはなかなか堪こたえそうだ。

　黒焦げの小さな屍を見て、僕は震えきった心を静かに引き締めた。




　どうやら下っているらしい。

　エレベーター内には階数を示す表示が一切なかった。

　操作盤には開閉ボタンと文字が擦かすれて読めなくなった二つのボタンしかない。

　黒焦げスーリンは操作盤の前から動かず何も言わなかった。

　最奥の角に寄ってヘッドセットに触れ、声を潜めてネコに話す。

「ネコ。僕、前にこのゾンビと会ったことがある気がするんだ。スーリンが死んだ直後に。……ゾンビ使いって、そんなに前から活動していたのかな？」

　…………。

「……？　ネコ？」

　ネコは応答しなかった。

　ヘッドセットからはいつまで経たっても無音しか流れてこない。

　通信を遮断された？
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　通信を遮断された。

　ロルゲというゲームの性質上、電波が届かない場所へ行ったという可能性は無い。

　だとすれば意図的に回線を切られたとしか思えなかった。先ほどから復旧を試みているが、ヘッドセットの操作画面は《通信状態：良好》などと抜かしている。

　エレベーター内の監視カメラへのアクセスも無効。

　私は完全にハチコーを見失っていた。

「……クソ」

　──どうする？

　──今からでもゾンビ使いのｎＰを撃つ？




『ありがとね、ネコ。僕に先に交渉の機会を与えてくれて』




　躊躇ためらった。

　決してあの言葉に止められたわけではない。

　大丈夫。もう少しだけ落ち着いて状況を見てからでも、きっと遅くはない。

「せめて」

　せめて相手の脳に照準を合わせるだけのことはしておこうと考えた。

　何かあった時に一押しで対処できるように。ラップトップの上で指先を滑らせ、対象のｎＰへアクセスする。

　偽装はされていないようだ。相手は暗闇の中に堂々と姿を晒さらしている。これならいつでも簡単に──

「────!!」

　それを視認した途端心臓が跳ねた。

　子供の頃、初めてブルースクリーンに出くわしたときと似たような恐怖を得る。

「なに……これ」

[image: ]

　対象のｎＰにアクセスしたとき、黒い画面ターミナルに返ってきたのは《ｌ》と《ｏ》だけが延々と続く文字列だった。

　鎖のように、線虫のようにターミナルを埋め尽くす文字列の最後は《？》で終わる。

　震える手で、いつものように命令コマンドを打ちこんでみるけれど、返ってくるのは電子的恐怖を催す《ｌ》と《ｏ》のおびただしい群れだけだった。

　ロルを脳に受けたときに見える現象──あの、嗤わらう線虫の姿にも似た。

「これ、じゃ……なにも」

　ヘッドセットが着信音を鳴らした。

　私の肩が大げさなくらいビクリと震える。

　片目眼前に表示されたホログラムには《非通知着信》の文字。

　ハチコーではない。念のため逆探知ギヤクタンを備えてから、慎重に応対した。

「誰」

　たっぷり間を置いてから、人間味のない音声合成ソフトの声が聞こえてきた。




『殺サレルヨ』




　たった一言で通話が切れた。

　ツーツーツーと、不吉な声の残ざん滓しのようなトーン音が耳に貼りついた。




　──殺される？

　──誰が？
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　エレベーターのドアが開く。

　案内役のスーリンがぱたぱたと走っていき、その空間の最奥にある錆さびたブランコに飛び乗って遊び始めた。

　ドーム状の天井が夜空の代わりを果たしている。

　こじゃれた街灯が闇に白い明かりを灯ともす様はさしずめ深夜の公園と言ったところ。ドラマのワンシーンみたいに哀愁的でもあるし、少々不気味にも映る。

　僕は慎重に歩を進めた。ブランコ遊びに夢中になっている子供のほうへ歩み寄って行く。

　普通なら『もう暗いから家に帰りなよ』なんておせっかいでも言いたくなる光景だけど、その必要はなかった。僕は足を止めた。

　彼女の背後に保護者が立っている。

　年の頃からして上のきょうだいと言ったほうがよいだろうか。スーリンの背中を押しブランコを揺らしてやっているその若者は、よれたパーカーの上の首無しの首に何かをひっかけていた。

　溶接マスクだった。




　３か月前。他の参加者よりも１か月遅れて訪れた僕のロルゲ初日。

　最初に出会ったハッカー。

　人間爆弾という狂想に美を見み出いだしてしまった、顔も知らないどこかの若者。




　昨日のことのように思いだせる。頭部をまるごと失ったその遺体からだに向かって手を合わせたこと。その罪が僕の祈りひとつ分でも軽くなればいいと願ったこと。

「は、なび……？」

　ロルゲによって蟻ありの巣に放置された死体は、死後数時間以内にＤａｅｍｏｎが人知れず処理しているなどと言われていた。

　真実はどうなのだろう？

　死体は残らず蘇よみがえり、生き残った参加者たちのもとに恨みを携え訪れるのではないか。

　そんなことを考えてしまう。




　首のない首を動かして、顔のない顔で僕を見つめ返すＨＡＮＡＢＩ。

　ブランコ遊びをやめたスーリンもまた、真っ黒な顔をして僕を見た。

　息が詰まった。言葉を失った。責苦はそれでは終わらなかった。

　ひとけの無い公園に確かな気配が走る。あたりを見回すと、ドーム状の公園の外周に沿うようにして何人もの死者ゾンビが佇たたずんでいた。

　壁際に寄りかかっていたり、鉄棒の上に座っていたり、滑り台の上から街灯の下から砂場の縁から──思い思いの場所から僕の姿を眺めている。

　通路で僕を襲ってきたゾンビたちとは明らかに違っていた。その姿、その片へん鱗りんでも、僕には見覚えのある者たちばかりだとわかった。

　交渉に失敗し、ヴォルフによって殺されてしまった人。仲間と自身の命を守るために《諦めてしまった》人。ＨＡＮＡＢＩやスーリンと同じように、救えなかった人々──

「メリッサ……ジヌ……ロジ……ウェルテル……？」

　一人一人の名を思いだせる。思いだせるのだと知った。

　後悔の根深さを思い知らされる。強く握りこんだ拳が震えて止まらない。

　死者たちは僕を遠巻きに見つめる。何を言うでもなく、訴えるでもなく。それぞれの場所から僕を包囲して、暗闇を介して僕を攻撃していた。

　……息を大きく吸い込み心に防護壁を作った。

　立ち止まってしまいそうな胸の痛みにできるだけ抗あらがって、暗闇に震えた声を投げた。

「ゾンビ使いさん。見てるんだろ？　彼らを解放してやってくれないかな。このままじゃ彼ら浮かばれないよ。かわいそうだよ。いつまでもこんな暗闇の中に閉じこめないでやってほしい。……せめて、魂だけでも外の世界に返してやってくれないか」

　深夜の公園に響くのは蟻の巣特有の低周波音。

　蛍光灯が立てるヂリヂリという耳障りなノイズ音。

　そしてキーボードを叩たたく音。




『魂など、存在しない』




　放たれたのは銃弾ロルではなくおかしな声だった。

　コールセンターの自動応対音のような丁寧かつおかしなイントネーションの女声。その声が飛んできた方に目を向ける。

　数メートル先のジャングルジム。鉄の箱を積みあげた頂点から、白衣の裾が垂れていた。

　裾はボロボロに切り裂かれ、長年その姿のまま蟻の巣を放浪してきたかのような時の経過を感じさせる古びた白衣を纏まとうのは、長身瘦そう軀くの青年。
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『魂など存在しない。人間にあるのは数多あまたの細胞から構成される肉体と高度な情報処理能力を持つ脳に起因する自意識のみだ。現在の人類ではまだその存在を証明することができない。ゆえに私は、それを存在しないものと見み做なす』

　青年の顔の大半を覆う装置──確か視覚補助用のバイザーというやつ──の黒い表面に映る赤い波形が、尻下がりで頼りないイントネーションの音声に合わせて振幅していた。

「……」長い読み上げが終わるのを待ち、問いかけた。「君が、《ゾンビ使い》？」

『お前は、《名無し》だな』

　青年がキーボードで打ち込んだ文字を自動音声が読み上げている、らしい。女声の自動音声はおかしくも愛想がいいのに、打ち込まれる言葉はどこか威圧的でちぐはぐな不気味さがあった。

　警戒。けれど微笑ほほえむ。いつもどおり。

「名無し？　違うよ。僕はここでハチコーと名乗って──」

『知っている』指先が素早く動いて打ち込んだ。『お前がハチコーなどと名乗っていることも。お前が八目光こう賢けんと名乗っていることも』

「────」笑みが崩れかけた。

　彼は今、僕を《八目光賢》と呼んだ。

　蟻の巣では秘匿することにしたその名。

　それを知っているのは、最初にうっかり名刺を渡してしまったあの金髪少女しかいない。

「……別に驚かないよ。最近じゃ、自分のことは初めから全部知られてると思ってかかってるからね」

　青年の指先は動かない。

「なぁんだ。僕のことを知ってるなら最初からそう言ってくれればいいのに。名無し、なんて呼ばなくてもさ」

　人工の瞳はじっと僕を見ているだけだった。

　まだ彼の肉声を聞いていないこともあってか、ＨＡＮＡＢＩと対たい峙じしたあの時以上に人間相手に話している気がしない。

　微笑みより警戒のほうを強め、端的に問いかけた。

「僕に用があるんだよね。何？」

　キーボードが気き忙ぜわしく叩かれ始め、Ｅｎｔｅｒが鳴いた。

『目障りな犬を駆除したい』

　方々のゾンビたちが一斉に動き出す。

「ッ!!」──最初っからヤル気マンマンってわけ！

　内心叫び殺意を思い出したゾンビたちに意識を配った。最も数の薄い方角を見定め走る。

　この空間では四方八方総じて囲まれるのが一番厄介だ。向かいからやってくる一体の突撃を馬跳びでかわし走り抜け、そうしてすべてのゾンビを視界に収められる位置に陣取ってから折り畳み警棒を振り引き延ばす。

　敵の斥候はメリッサ──いつか僕に『仲間になる』と言ってくれたこともあったハッカーの女性、その亡なき骸がら。

　──ああ、本当にうなされそうだ。

　思いながら我が武む者しや羅らに振り回された腕をかいくぐり背を叩いて制圧する。斥候に続いてやってきたゾンビたちの絶え間ない襲撃も悲ひ愴そうと共にいなしていく。

　熱く冷えた脳がネコの言葉を思い出していた。




『それ、手口。ゾンビ使いの。私たちの戦意、削ぐ、いやがらせ』




　溶接マスクが肉迫する。

「────!!」

　コンマ１秒取るべき動作が遅れた。

　ＨＡＮＡＢＩの亡骸は手にした溶接マスクを僕の顔に押し当てて視界を奪い、僕は暗転した世界で腹部に強烈な衝撃を得た。１発、２発、３発。おそらくブローをまともに浴びせられて吹っ飛ばされ、背中を地に強く打ちつけたところでようやく視界が回復する。

　肘下を突き立てて起きようとするが、その腕を誰かが蹴る。再び天を仰ぎよう臥がする格好になった僕の視界の中に、無数の後悔の具現たちが湧出してくる。

　誰かが僕の腹を踏む。脇腹を蹴る。足を蹴る。手を踏みにじる。顔を蹴る。亡骸たちの一斉暴力に立ちあがるタイミングを完全に失った。せめて身体からだを捩よじって急所への被害を最小限に抑えようとするが、身を翻そうとするそばから腹を蹴って転がされる。

　叫ぼうにも苦痛で声が出ない。代わりに吐かれるのは擦かすれた声と数滴の赤い雫しずくだけ。

「っ──、う──、ぁ……!!」

　大人の亡骸たちの足の向こう側には黒焦げの子供が立ち、僕へ振るわれる暴力を目のない目でじっと見ていた。

　──これは責苦か。僕への罰か？

『停止しろ、害悪』

　遠くで自動音声が告げ、再びＥｎｔｅｒトリガーの音。

　ＨＡＮＡＢＩの手が僕の首へ伸ばされる。その手に捕まる前に、僕はなけなしの力を振り絞って懐に手を差し入れた。

　──ごめん、ＨＡＮＡＢＩ。

「うあああああぁぁぁぁぁぁぁ────!!!!!!」

　罪悪感を振り払い気合一いつ閃せん、血を吐きながら叫んだ。ＨＡＮＡＢＩの左胸に《その装置》の先端が当たりピピと好いい音を立てる。次の瞬間、ＨＡＮＡＢＩの亡骸がバツンと音を立てて震え地に崩れ落ちた。

　黒いバイザー上で赤い波形が跳ねる。

　僕を取り巻いていたゾンビたちが離れ、倒れたＨＡＮＡＢＩを遠巻きにするよう見つめる間に、僕はなんとか起き上がった。

『何をした？』

「駆除」

　口元の血を拭いながら答え、手にした寸鉄状のガジェットを見せた。

「急造品だって、聞いてたけど……効果はあるみたい。本当は、君自身に彼らを《解放》してもらえるのが、一番よかったんだけど、ね……」

　ＨＡＮＡＢＩはあの日と同じ死体に戻っていた。

　ネコに送りだされる直前に手渡されたガジェットは、その先端をゾンビの左半身──なるべくＥＢＳに近い場所──に触れさせるだけでゾンビロルの駆除・予防を可能にするというシロモノだった。

　ゾンビの解明が完全でない中仮説だけで作り上げたものだから動作は保証しないと言っていたが、動作したということは彼女の仮説は正しかったということなのだろう。

　青年はしばらくの間キーボードを叩き検証をしているようだったが、やがて諦めたようにその手を止めてしまった。

「さて、どうしよっかね……？」

　呼吸が苦しい。胸も詰まる。でも泣き崩れるのは早いと、ひきつる顔で無理矢理笑ってみせた。

　彼は僕に停止しろと言った。

　僕は、立ち止まるわけにはいかない。

「僕がもうひと暴れすれば、彼らを残らず解放できるだろう。そうなったら君の仲間はもう誰もいないよ。……どうするの？」




　切れかけの街灯が瞬いて数瞬世界を暗くする。

　僕も、ゾンビたちも、その使い手も誰も動かなかった。

　片足を深く引いて不意の襲撃に構える。寸鉄を握り構える。

　目のない目でそんな僕を見つめる死者の軍団。赤い光こう芒ぼう。

　ずっと水平を保っていた波形が不意に揺れて。

　黒焦げスーリンがつぶやいた。

『人殺し』

　スーリンは、今度こそ事切れたＨＡＮＡＢＩのそばに寄り添っていた。

　目のない目が僕を見上げてくる。

　人殺し──その言葉を、僕の脳に反響させながら。

「っ……」

　ガジェットを握り込み、襲いくる感情を制御しようとした。

　──駄目だ。聞くな。

　──聞き流せ。立ち止まるな。

『解放なんて、噓うそだよね』焦げついた声が止やまない。『キミは今、もう一度ボクらを殺そうとしてるだけ。《解放》っていう綺き麗れいな言葉を使って、自分の行動を正当化してるだけ』

　聞き流せ。

　ネコの言うとおり、これはゾンビ使いの手口だ。僕らの戦意を削ぐための罠わなだ。

　ここで立ち止まっては向こうの思うつぼだ。

　聞き流せ。聞き流せ。




『キミの言葉は全部、噓。ボクらは知ってるよ。

　ボクらはキミにとって、死んだほうがマシな人間だったんだって』




　死者たちの視線が刃物に変わった。

　心を深く切り裂かれ、身体が痛みに跳ねた。

　数十名の死者たち。かつて僕が死なせてしまった人たちが僕を包囲し、言葉無くして僕を切り裂いてくる。

　傷口から溢あふれだしたのは。

「ち、が……」震えた否定の言葉。「ちが……僕は」

『違わない』

　死者の群れの向こうにいる青年が、狂奔する指先で援護射撃する。

『お前は彼らの、殺人者たちの《敵》だ。いくら美び辞じ麗れい句くで飾ろうと。現実から目を背けようと。彼らにとってお前という存在は、救いという名目を掲げて自分たちを欺き殺す陰湿な敵でしかない』

「……そんな、こと」

　自分の声すら虚むなしく感じた。

　発する言葉は、すべてその黒いバイザーに吸い込まれて消えてしまいそうで。

『自らの行いを顧みるといい。「交渉したい」「話せばわかる」「仲間にしたい」──そう口にして相手の警戒心を緩め近づき、しかし相手が死んだほうがマシな人間とわかれば己の命を守るために殺してきた。そうだろう？』

「ッ、違う……！」

『では彼らは何故なぜ死んだ？』

　暗闇から心臓を射抜かれた。

　戦いに構えていた身体はもうとっくにからっぽになっていて。

　自動音声の一言で、あっけなく壊れた。

『お前が《殺される前に殺した》からだろう？』




　違う。

　死んだほうがマシな人間なんていない。

　僕はそう信じてきた。だから、救いたかった。どんな人でも、どんな殺人者でも、最後まで、ギリギリまで諦めずに話をして、それでも、伝わらなくて。

　でも僕は立ち止まるわけにはいかなかったから。

　死んでしまうわけにはいかなかったから。




　だから彼らを諦めた。

　僕が生き続けるために、彼らを、死んだほうがマシな人間にして。




　地に立つ足がふらついた。

　ずっと静かだった景色がぐにゃぐにゃ歪ゆがんでうるさかった。

　聞き流せなかった。

　死んだほうがマシな人間なんていないって言い続けていた僕自身が、彼らを死んだほうがマシな人間にし続けていたって知ってしまったから。

　死者の眼まなこは僕を呪い続ける。

　もう一歩だって動けない僕を。停止してしまった僕を、呪い続ける。

『お前は殺人者を救えはしない』自動音声が耳じ朶だを擦過していく。『お前という存在は殺人者の味方のフリをした《敵》。お前が正しいと信じる行為はすべての殺人者を否定する行為。殺人者を暗闇から欺き殺すタチの悪い殺人行為だ。

　そんな活動を続けるお前を、《害悪》と呼ばずなんと呼ぶ？』

「がい……あく」

　──僕は、害悪。

　──殺人者を欺き殺す、害悪ウイルス？

　脳に澱おりが溜たまって、自動音声を聞く聴覚に耳鳴りのようなノイズが混ざっている。

　けれどその名だけは聞き逃さなかった。

　決して《外》に出してはならない、その名だけは。

『堤洸介も、そうやってお前に欺き殺され続けているのだろうな』
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　この暗闇の中では、自分のことは最初から何もかも知られている。

　そういう心積もりでいるようになった。

　彼のことだってもしかしたら。

　そういう覚悟でいたのに。




　──堤洸こう介すけ。

　２０１７年に社会科見学で訪れた展望タワーにて、殺人、立てこもり事件を引き起こした少年犯罪者の名。この身体からだの《内》に籠り、《外》での一切を自ら生み出した他人格である僕に委ねてしまった少年の名。

　この身体の中で死に続けている少年の名。




「……な、んで……その名……？」

《内》で少年が絶叫している。

　少年は殺人者である自らの呪わしい名前すら《外》に出すことを許してはくれなかった。

『考えてもみるがいい、名無し。

　すべての殺人者の《敵》であるお前が、堤洸介にとっての《何》なのか』

　死体使いの咎とがめは続く。

　僕は少年の絶叫を胸を抑えて宥なだめようとしながら、その音声こえを聞き続けた。




　それが僕という現象を暗闇で分解する言葉ウイルスであるとも知らずに。








>>hachiko- 22years before. ■






「ここから出たら殺されるんだ」

　少年は言った。

「この部屋の外では、みんなが僕の死を願ってる」

　だから自分は一生ここに居続けるのだと。

　白い部屋。白い接見室。

　窓ガラスの向こう。この日初めて会った《僕という現象》を生み出した張本人は、そう言って僕に微笑ほほえんだ。

「だから、君が僕の代わりに生き続けてよ」




　朝はいつも５時に起きた。

　マンションのベランダに出ると、今日も太陽より先まわりできた自分がちょっと誇らしくなった。

　身支度をして、朝食とお弁当の支度をして、夜遅くまで戦争ゲームで遊んでいたぐうたらな妹を無理矢理起こして、一緒にご飯を食べて、それから８時半ごろには家を出る。

　家からバス停までの下り道には桜並木があって、春は満開の花がピンク色のトンネルを作っていた。

　近所の人たちと挨拶をして、ちょっと立ち止まって世間話をしたり。

　桜の木の上に野良猫を見つけたらすかさず友達になろうと寄って行っていつも玉砕。

　そんなことをしている間にバスが行ってしまいそうになる。焦る。飛び乗る。

　バスの中では基本的に何もしない。椅子が空いていても座らず、吊つり革かわにつかまって外の景色を眺めている。

　所属している弁護士事務所まで20分ちょっと。

　今日も朝から堤に報告したいことがいっぱいできた。

　仕事が終わったら話しにいくよって、バスのガラス窓に映りこんでいる青年の姿にいつもそう約束していた。




　少年はあの部屋で、いつもたった一人きり。

　僕は彼の目でありたかった。

　孤独な彼が外の世界を見るための目。

　いつからか彼が僕と口を利いてくれなくなってからも、僕はそうあり続けた。




『別にあいつに朱音の話をする必要はなくねぇか？』

　あのときなぜ彼がそう言ったのか、少しも考えなかった。








>>9 hachiko- 2040/9/25 21:01　@　Area: Park ■






『お前は堤洸介の《敵》だ』

　言葉は撃たれ続ける。

『堤洸介もまた、お前という存在を《敵》と見み做なしている。お前を恨み呪う死者たちと同じように。堤洸介もお前という存在を許しはしない』

　意味もまともに理解できていないのに、言葉が僕を穿うがっていくのがわかる。

　虚無に堕おとされる寸前で耐える思考のひとかけらが、かろうじて疑問を紡ぐ。

「なにを、言って」

　視界はどんどん悪くなる。歪んでいく。

　白い青年の姿ももうまともに捉えていない。

「君は……堤の、何を、知って……？」

　今日出会ったばかりの君が。《外》に出ることのない彼を知る由もない君が、彼の何を知ってそんなことを。

『我々はロルゲに集ったすべての者たちを掌握している』

　──我々。

　──すべての者たち。

　──掌握？

『よって、我々はお前の脳を。否、お前という現象が宿る脳をすべて語ることができる。お前という現象の仕組みも。殺人衝動を名乗るもう一つの現象の正体も。そして《堤洸介の本心》も』

「────」

　堤の、本心？




　──俺は堤洸介の本心──




『知っているか。堤洸介がなぜ、お前以外の別人格を作りだすにいたったのか。

　すでにお前という交代人格を有していながら、なぜ、お前とは性質の異なる人格を作りださなければならなかったのか──その理由を』




　いつかの白い通路。

　初めてヴォルフと対たい峙じしたとき、借り物の喉から叫んだ言葉を思い出した。




　それじゃあまるで──堤がまだ殺したがっているみたいじゃないか!!




『そう。堤洸介は殺したがっている。

　お前という失敗作を。

　その願いをかなえるために、殺人衝動ヴオルフは生まれたのだ』





■






　白い通路に呼び戻された。

　目の前には、相変わらず三日月の笑みのない彼。

「俺は堤洸介の恨みで、殺意で、本心だ」

　以前聞いたのと同じ言葉は、今はもう別の意味を持って僕の意識に届く。

「お前への恨み。お前への殺意。お前を消して無かったことにしたいという本心。それが俺を生んだ」

「────」

　つま先が白い部屋のほうを向いた。

「どこ行く」

「……堤のとこに……」

「やめとけ。今会ったらあいつ精神崩壊する。ただでさえ《外》で自分の話されて苛いらついてんだ。お前が行っても逆効果だぞ」

「ッ!!」知らず彼を睨にらんでいた。

　彼は針のような前髪から仄ほの暗ぐらい瞳を覗のぞかせて僕を見るだけ。

「裏切られた心地か？　お前とは思えねぇ顔してんぞ。まるで俺だ」

　自分の顔なんて確かめようがない。

　どんな顔してるかなんてわからないけれど。

　悲しみなのか嘆きなのか怒りなのか、名前を付けられない感情を持て余して落ち着かないでいることは確かだった。

　借り物の拳を握る。

　僕を殺すために生まれた現象は、依然、三日月の笑みのないまま語り続けた。

「お前はずっと履き違えてたんだよ。自分の存在理由を。だからお前は、いつの間にかあいつの《敵》になっちまった。

　思い出せよ。お前が生まれた日、堤がお前に何を願ったかを」




　──君が僕の代わりに生き続けてよ。




「それだけでよかったんだ。お前は堤の《代わり》になればそれでよかった。『自分の代わりに世界を見るための《目》になってくれ』なんて、誰が、いつそんなことを望んだ？」

　──望んでない。望んでなかった。

「でも……僕は」たとえ彼が望んでいなくとも。「僕は、堤が寂しくないようにって。こんな何もない部屋で生き続けるなんて、死んでるのと同じだって。だから……助けようって」

「誰も望んでねーんだよそんなこと」

　その苛立ちのような感情がまるで自分のものであるかのように、ヴォルフは言った。

「お前が外から持って帰ってきたものを尻尾振って見せびらかすたびにあいつがどんな気持ちでいたのかわかるか？　……クソみてぇな心地だよ。周りには敵しかいない自分には二度と届かねぇ綺き麗れいなもんばっか見せられて、あいつはいっつもこう思ってた。

　──『ああ、こいつ死ねばいいのに』って」




　借り物の口に笑みを刻んで語り聞かせたことを、よく覚えている。

　出所して、あたたかい八目家の人々に迎えられた日の話。

　新しい《光賢》という名を貰もらえた日の報告。

　司法試験に受かって、弁護士になることが決まった日の喜び。

　堤のようになってしまう人たちを救いたいんだという決意。

　妹が君の味方でいてくれると言ってくれた日の心強さ。

　もうすぐ伯父おじさんになるんだよという幸福。




　それを、堤は僕への呪いでいっぱいにしながら聞いていたというの？




　その場で膝を折るしかない僕に、三日月のない夜空が告げた。

「あいつは最初から自分の代わりに生きる人格なんて作らなきゃよかった。最初っから自分の代わりに《殺す》人格だけ作ればよかったんだ。そうすりゃそいつは間違いなく、殺人者である自分の味方になれただろうからな。




　──お前もお前で、正義の味方ヒーローになる必要なんてなかったんだよ」





■






　赤い雨が降っていた。

　ゾンビたちが倒れていく。子供の形を取っていた炭は公園の砂に混じり崩れて、降り注ぐ赤い雨によって腐臭の泥と化していった。

　雨の発生源はジャングルジムの上にあった。ゾンビ使いの青年の首がスプリンクラーのように血を散布して、やがてくたびれたゴム人形みたいに鉄棒にひっかかりながら落ちていく。

　雨が止んで、静寂があたりを包んで。

　地に崩れて呆ぼう然ぜんとその様子を見るしかなかった僕の耳に、声が届く。

『──ハチ！』

　もう何度も呼びかけられていたらしい。

　気付いたときには、すべてが終わったあとだった。

　ゾンビたちは死体に戻り、キーボードの掃射音は消えて。

　僕を暗闇から攻撃し続けた死者使いの青年は、殺されていた。




『ハチ』

　ネコの声がする。

　このヘッドセットの向こう側で、そのＥｎｔｅｒトリガーを弾いた少女の声。

　殺人者の少女の声。

　少女は言い逃れるように、いつもぎこちないその言葉を更にぎこちなくした。

『ハチ、殺され、る、かと。死ぬ、かと。……だから、私──』




　──殺される前に殺した？




「────」

　立ち上がり、公園の惨状を見渡した。

　ヘッドセットの向こうの殺人者に、問いかけた。

「ねぇ、ネコ。殺すしか、なかったのかな？」




　少女は沈黙し。

　長く時を置いてから、答えた。

『なかった』

　はっきりと。明瞭に。迷いなく。

「そっか」
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　これが。この景色こそが。僕が今日までしてきたことの結果だというのだろうか。

　それを臨むこの場所こそが、僕の、間違った立ち位置だというのだろうか。




　正義の味方は正義の味方。

　殺人者かれらの味方には。

　なれない。





■






　モニターの中でゾンビ使いの頭が消し飛んだのを確認するまで、私の心臓は私のものとは思えないくらいに暴走していた。

　あの不吉な電話が切れた直後。衝動に任せるまま蟻ありの巣中の監視カメラを掌握して、見失ったハチコーを探し続けて、そうやってようやくあいつを見つけたとき、あいつはゾンビの巣窟の中で吞のん気きに気を失って倒れていた。

　周囲にはハチコーを恨みがましく見下ろす死者たちと、いつでもそのＥｎｔｅｒトリガーを引く用意をしている男──ゾンビ使い。




　怖かった。

　ハチコーが殺されるかと思った。

　あの声の通りに、ここで死んでしまうかと思った。

　だから、殺される前に殺した。

　たった一本の指で。《ｌ》と《ｏ》だけを叩たたいて。

　夢中だった。自分でも何をしているのかわからなかった。気がついたら画面中を埋め尽くす機械語のような《ｌ》と《ｏ》の意味を理解するようになっていた。

　その笑い声を見るだけで、その中に潜むすべてを解読できた。

　こちらも同じように笑い声を立てるだけで、相手に呪いをかけることができた。

　……自分の脳が気色悪く思えた。

　ただでさえ壊れているのに、更に得体の知れない何かに作り変えられているみたいで。




　暴走した心臓が静かになり始めた頃。

　恐怖と驚きよう愕がくから解放されて、私は誇らしさを思い出していた。

　殺される前に殺せた、と。

『ハチ』

　高揚を悟られないようにして声をかけた。いつもの私を装いながら、慎重に。

　きっと好よくは思ってくれないだろう。

　わかっていた。わかっていたけど。




『ねぇ、ネコ。殺すしか、なかったのかな？』




　なかった。

　はっきりと。明瞭に。迷いなくそう答えてやった。

　正体不明の歯がゆさと、秘めた誇らしさを込めて。




　殺すしかなかった。

　だって。




　いつか私の味方になってくれるかもしれない人に、生き続けていてほしかったから。
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　私は祖母に育てられた。

　祖母は優しかった。子供の頃の私はいわゆる《おばあちゃん子》ってやつだった。

　時代に取り残された公団住宅での二人暮らし。祖母はいつも微笑ほほえみを絶やさない人で、娘の忘れ形見である私を──ハンディを持つ私のことを、可愛かわいい可愛いと大切に育ててくれた。そんな祖母がいてくれたから、あの頃の私は、子供たちの子供じみた嫌がらせにもまだ耐えることができたんだと思う。

　ただ。祖母は死んだ母のことを、何一つ教えてはくれなかった。




　小学５年生の頃だったと思う。

　祖母が宅配で届いた《ある荷物》にじっと見入っているところに出くわした。

　少し型の古いラップトップ。祖母は家に届いたばかりのそれを、『捨てる』と言い出した。

　ナノテクノロジーの隆盛により手続きがより煩雑化された精密機械の廃棄は、年寄りには骨の折れる作業。だから私は自然と手伝いを買って出た、けれど。

　それを受け取ったとき私は直感した。

　これはもしかして、母に縁のある品物なんじゃないかって。

　だって、ラップトップを私に託したときの祖母の表情は、私に母のことについて問われたときの顔と同じだったから。




　私はそのラップトップを捨てずに取っておいた。

　祖母の目を盗んで起動させてみると、ラップトップの中身はまっさらだった。新品同様に初期化フオーマツトされていた。

　──本当に新品なのかも。

　──ううん、でも。

　壁紙が設定されていない黒いデスクトップ画面。

　その＃００００００くらやみの中に母のカケラが隠されているような気がしてならなかった。

　だから、探究した。

　探究ハツクする方法を探究しつくした。

　学校のプログラミングの授業なんかじゃ教えてくれないことを。

　母のカケラを抱く箱と会話するための知識を。




　１週間でハードディスクは復旧した。

　たいていのフォルダにはパスワードがかけてあった。

　３日かけてパスワードを破る方法を探究した。５日でパスワード解除ツールを自作した。

　母は神経質な人だったのだろうか。

　開かれたフォルダからは、商品やお金、経費らしきものが綴つづられた表計算ファイルがいくつも出てきた。その頃になってハードディスク内にはまだいくつかの隠しファイルがあることに勘付いて、データの可視化のために更に３日費やした。

　母はネットショップでもやっていたのか。

　顧客の情報は念入りに管理する真面目な人だったのかもしれない。

　そうして１か月も経たずして、私は機械の箱と会話できるようになっていた。

　掘れば母の痕跡はいくらでも出てきた。その痕跡フアイルがどんな意味を持つものなのかわからなくても、それが母の作ったものだと思うだけで私は、手の震えを抑えられなかった。

　母は確かに存在していた。

　私が震える手で触れるこのキーボードを、確かに叩いていたんだって。




　祖母が絶叫した。

　祖母はラップトップと会話する私を見て──私が『捨てた』と嘯うそぶいたラップトップの画面を見て、わなわなと震えていた。

　ちょうどそのとき私が開いていたのは、ハードディスクの奥底から見つけ出したウェブブラウザの閲覧履歴、そのアクセス先。




　薬物売買をあっせんする闇サイト、だった。




『血は争えない』

　半狂乱になった祖母が、優しかった祖母が、悪鬼のように変じて何度も何度も叫んだ。

『お前もあの女と同じか』って。




　祖母が電話をかけて、家にやってきたのは警察だった。

　祖母はずっと、自分の孫を×××××呼ばわりし続けていた。




　母は×××××だった。

　母はそれを売買する売人で、自分自身も重度の×××××だった。

　家に送られてきたラップトップは、母が逮捕されたときに押収されたままになっていた証拠品が、だいぶ遅れて持ち主の家に戻ってきたということだったんだと思う。




　私の身体からだからは薬物反応が出ず、祖母の通報は『年寄りの蒙もう昧まい』として片づけられた。

　けれど祖母の蒙昧は続いた。

　終わらなかった。

　祖母は人前では私を以前のように可愛いがった。けれど家で二人きりになった途端、私を×××××と罵り始め、しつけと称して殴り、縛り、物置に閉じこめるようになった。

『大事に大事に育ててやったのに』

　縛られて、物置に入れられている間によく思った。




　──ああ。それじゃあ、今までの優しさのほうが噓うそだったんだ、って。




　中学に入って、同級生たちは以前にも増して私を遠巻きにするようになった。

　祖母の罵声がどこからか漏れ聞こえてしまったのだろうか。

　知られているはずないのに。不審に思って、私は同級生たちがよく使っているらしいメッセージアプリ・ＲＥ：ＮＫリンクをハックした。

　連中は見えない暗闇ネツトの中で私にあだ名をつけていた。

　それは祖母が私を罵倒する名と同じ、×××××。

『あいつがロクに口もきけないのはあいつが×××××だからだ』なんて知ったかぶったことを言っていたのは、私の前ではずっと味方面していた、あの偽物ヒーローだった。




　祖母も。

　学校の連中も。

　あいつも。

　ずっと私を欺いていた。

　犯罪者の娘を。×××××の娘を。

　表ではにこにこ笑って、暗闇の中で『死ね』と呪い続けていた。

　きもい。すごくきもい。

　しまいにはこの世すべてが噓に見えてくる。

　このままじゃ欺き殺される。

　にこにこ笑って欺き殺される前に。私も奴らを欺き殺そう。




　にこにこｌｏｌｌｏｌ笑って欺き殺そう。
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　朝６時だというのに、ＥＶ車はそこに駐車されていなかった。

　昨日の朝早くに出かけたから、さすがに朝になれば帰ってくるだろうと思っていたのに。

　指先を動かして暴き出したあいつの現在地はＥＶ車でないと辿たどりつけない遠い場所。今の私の足では到底辿りつけるような場所ではなかった。電話コールしてみても、ヘッドセットは身につけていないのか応答がない。

　手に提げ持ったＡ４用紙のプリントが虚しい。あいつが読みやすいようにと思って、わざわざ印刷までして持ってきてやったのに。

　踵きびすを返し、まだ痛む足を引きずってキャンピングカーに戻ろうとした。

　捻挫した足はまだ痛む。ロルを使って自己修復能力を高めているというのにやたらと治りが悪い。極力痛みを催さない歩き方が上達する一方。

　情けない。そう感じていたとき、前方に私同様ハチコーを探しに来た人物の姿を認めた。

　浮かない顔は、お祭りみたいなアフロ頭には似合わない。

「ハチコー、昨日は帰ってこなかったんだ」

　テイルの問いかけに頷くだけで答えて、真横を通り過ぎようとした。

「待ちな」と肩を摑まれる。

「何」

　摑む手が痛くて睨ねめつけながら問うと、向こうもまた苛いらついた顔をする。

　下らない隠しフォルダを開いてやったことをまだ怒っているのだろうか。

　こいつを相手にするのは、まだあまり得意じゃない。

　テイルは息をついて瞑めい目もくし、苛立ちを胸の奥にしまって問いかけた。

「……あんたさ。このままうちらの仲間になる気だったりする？」

　あいつの問いかけを思い出した。




『これからも僕らと一緒にいようよ』




「検討中」

　たとえ答えが決まっていたとしても、それを最初に伝えるのはハチコーがいい。

「そう。じゃあもう一つ質問。……あんた、Ｄａｅｍｏｎって本当にいると思う？」

「────」

　……そんなの私が知りたいくらいだ。

「探し中、でしょ。あんたら」

「そうだけど。……」

　言い訳みたいに言って俯うつむくテイルを見たとき、私は苛立ちを覚えると同時に、こいつらの最終目標達成への進みが思わしくないということを改めて確信した。

　蟻ありの巣の中を変える。

　ハチコーが目指すロルゲの終わらせ方。敵だらけの私の世界を変える方法。

　あいつはそんな絵空事みたいな理想を遂げるために、馬鹿みたいに傷つきながら仲間を集め続けてきた。

　──その得難い仲間の一人であるこいつが、こうまで頼りないとは。

「見つから、ない、なら」

　はっぱをかけるためでもないけど、言ってやりたくなった。

「見つから、なければ。殺し合う、だけ。……最後、一人になるまで」

「っ……、……」

　強気に言い返してくればいいのに、テイルは片手で自分の顔を覆い隠し俯いてしまった。

　その表情を暗闇に隠して、小さな声で、「そうだね」としか言わなかった。




　住すみ処かであるミニバンに戻っていくテイルの後ろ姿を見送ってから、私もキャンピングカーへの帰路を辿り始めた。

　痛む足が勝手に速くなる。苛立ちは消えて行かない。

　──ここの連中は本当に頼りなさすぎる。

　ハチコーにハックスキルの毛が生えただけの新参ニユービーばかりだ。

　そんなんだからゾンビ使いの罠わなにまんまとはまって、あいつを危険な目に遭わせた。

　私がゾンビ使いを殺していなければ、ハチコーは今頃。

「────」

　気が付くと、ＥＶ車のない空っぽの駐車スペースをもう一度振り返っていた。

　私は、自分の思考から嫌な予感を発生させていた。

　──もしかしてあいつが拠点に帰ってこないのは。

「……私、の」

　私のせい？




『ありがとね、ネコ』

『僕に先に交渉の機会を与えてくれて、感謝してる』




　あいつは──怒っているのだろうか。

　私がゾンビ使いを殺してしまったから。

　交渉するって言ってたあいつに許可なくＥｎｔｅｒを押してしまったから。

　死んだほうがいい人間なんていないって。そう言い張るあいつの思いに背いて、殺される前に殺してしまったから。




　首を振った。

　そんなことないと言い聞かせて、そんなことを考えた自分とハチコーに苛立った。

　あの時はああするのが最善だった。

　そうでなければハチコーは死んでいたのだから。

　ハチコーだってわかってるはず。

　生き続けるためには、そうするしかなかったって。




　ヘッドセットが着信音を立てた。

　ハチコーからかと期待する。眼前のホロに表示されたのは『非通知着信』の文字。

「っ……!!」

　──殺サレルヨ。

　不気味な声を思い出しながら、慎重に受話した。




『はろーはろー？　こちらの電話番号はアタシの可愛かわいいハイ・ウィザード級ハッカー、ネコちゃんのもので間違いナイですカー？』




　切った。
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「ネコひんどぉーい!!　せっかくのラブコール、いきなし切ることナイでしょー!?」

「かけなおした」

　かけなおした結果、足が痛むっていうのにこんな場所まで呼び出された。

　駐車場エリアからはほど近い地下道路エリアの一角。下の階層に向かって穿うがたれた大きな空洞。その壁面を這はう螺ら旋せん階段で約１か月ぶりにうるさいトリと再会した。

　階段の手すりに危なっかしく腰掛けて足をぶらぶら。

「なによもぅ、照れちゃってェ。知ってるヨ、ハチコーんところに居候してんでショ？　ねぇねぇ、二人の愛のマイルストーンは今どんな感じ？　ンン？」

　そのまま落ちればいいのに。

「用件、何。呼び出して」

「おーうごめんねー。足痛いのにサ。でも、そっちの拠点じゃ話しづらいことだったシ」

「暗号化してチャット」

「それも考えたんだけど、リスクがデカいかなって。だから端末類ぜーんぶ置いてここにきてってお願いしたノ」

「なら、はよ」

　すぐに戻れる距離とはいえ、丸腰の状態でいるのがひどく落ち着かない。

　クックロビンは手すりからひょいっと飛び降り「おーらい」と答える、が。

「──と言いたいところなんだケド、その前にちょっと聞いてもいいカシラ？」

「何」

「ハチコー、どうしちゃったノ？」

　私が喉を詰まらせる間に、クックロビンはため息まじりに続けた。

「昨日の昼間に会ったんだケドさー。なんかァ、心ここにアラズってカンジでつまんなかったのよネー。本人も理由教えてくんないシ、状況を知ってるのはネコくらいかなッテ。よければ教えてくんナイ？」

「断る」

「って断り早ッ」

　話す気になんてなれない。私自身まだ結論が出ていない話だし、それに。

「漏らす、でしょ。言えば」

　こいつは信用ならない。

　商人トリの存在は上手く利用すればロルゲにおいて重要な切り札となることもあるが、その利便性と背負うことになるリスクはトレードオフだ。

　信用には足らない。

　あいつの弱みを握られるようなことだけは言いたくない。

「──ごめん」
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　一瞬、それが誰の声かわからなかった。

　ごめん、と。そんな殊勝な言葉が、こいつの口から出るなんて思わなかったから。

「……トリ……？」

　確実に翳かげった表情も一瞬のものだった。すぐにいつもの捉えどころのない笑顔に戻る。

「んじゃあさぁ、ちょっと問いに答えてくれるだけでいいヤ。ハチコーが落ち込んでるのって、今の仲間がらみのこと？　それともネコがらみのこと？　それとも、例のゾンビロルの作者さんがらみのこと？」

　三択を出されて少し驚いた。

　こいつはいったい何を、どこまで知っているんだろう。

「……３つ目、が、近い」

「うっぷす」トリが肩を竦すくめる。「そっちかー……思ったより早かったわネ」

「わけ知り？」

「んーえーとー」

　答えを濁すようなトリに更に質問を付け加えた。

「というか、あんた、依頼、私の」

　こいつには以前からゾンビロルとその作者について調べておけと言ってあったのに。

「あう。それはー、そのー、えー、……そーりー……。で、でも、もうやっつけたんだし、別にいいヨネッ？」

　体よく誤魔化されたような気がしてならない。

「……知った。調査で、なにか」

「うぐ」

「教えろ」

　こいつなら《そのこと》についても知っているかもしれない。

　死んだゾンビ使いのことについて、私の中で解が出ていない大きな疑問があった。

「ゾンビ使い、死んだ。──のに、上がらない。葬式板」




　死亡者の名は、その死後10分以内に葬式板に上げられるのが普通だった。

　あの日。ゾンビ使いの殺害時刻から10分の間に、葬式板は更新されていなかった。

　私が確かにこの指で殺したのに。




「言え。知ってること」

　あからさまな訳知り顔なのに、これだけ要求してもクックロビンは「うう」と言い渋る。

「ｌｕｌルル、積んでも？」

「うむぅ～……」

　金を積むと言っても首を縦に振らないなんて、おかしい。

「……じゃあ。覗く。ロルで」

　記憶走査のロルがあれば、誰も私に隠し事することなんて。

「ダメ」真っ直ぐな声が私を制止した。

　また別人みたいになって。頼りない顔をして告げる。

「ゴメン。それは、やめて。……もう少ししたら、アタシのほうから話すからサ」

「────」

　こいつが何を考えているのかわからないなんて今に始まったことじゃない。

　けど、今日のこいつのこの様子は、いったい何？

　クックロビンは首を振って笑顔を取り戻した。

　それから私に一歩だけ踏み寄って、粗末な紙に包まれた何かを手渡してくる。

「用件っていうのは、コレね。アタシが帰ったら開けて確かめて。……ほんとはハチコーに渡そうと思って準備してたんだケド、今あんな状態だから渡せなくって」

　くるりと背を向けて、螺旋階段を一段だけ「ＹＡッ」と飛び降りた。

「対処はネコに任せるヨ。そのほうが今のハチコーにもいいと思うしネ。それとこれ、ハチコーに伝えておいてくんないカナ。……『今まで黙っててごめんネ』って」

　金色の髪をなびかせてこちらを振り仰ぎ、気弱そうに微笑ほほえむ。

　胡桃くるみ色の瞳を抱く目元はあまり笑っていない。

「……。どうした」

「んぅ？　何が？」

「変。今日の、あんた」

「んなことないよーゥ。クックちゃんは今日も平常運転デース」

　もう一段、もう一段とジャンプして下っていき。ふと足を止めると後ろ姿でつぶやいた。

「……めいびー、もうすぐ終わるね。ロルゲ」

「──……」




　葬式板は《>>970》を数えた。

　昨晩、暗闇の中で起きた集団ブラツクハツツ──《ＪＴＲ》と名乗る不特定多数の殺人集団が、葬式板に多数の名を晒さらしあげる大虐殺を行った。

　以前からロルゲ内でも頭角を現しつつあったハッカー集団、《ＪＴＲ》。

　その全貌、構成員の数、リアルでの姿を確かめた者はいないという、未いまだ多くの謎に包まれた組織。

　私たちがその存在を知れたのも限りなく奇跡に近い。なぜなら多くのハッカーは、彼らという存在そのものに気付けないまま死んでいくなんて言われていたから。

　私とハチコー、ハチコーの仲間たち、クックロビン以外は、もうすでにＪＴＲの構成員しか残っていないのかもしれない。

　出てくる前にラムたちと話したが、おそらく、近いうちに私たちも標的にされる。




「ネコは生き残ってよネ」

　言われて、当然、と思った。

　──私は死なない。殺される前に殺す。

　クックロビンに、そのように返そうとしたときだった。

「ハチコーと一緒に、ネ」

　追加で言われた一言に、心の中を見透かされた心地になった。

「……。何、言って」

「ん～？」いつものウザいトリが帰ってきた。「ショッピングモールの頃からわかってましたワヨ。二人はいいコンビになるだろうなぁ～ッテ」

「っ……なに、それ」

「さァ？　強いて言うなら乙女の勘？　あるいはーネコちゃんの全身から隠しきれないハチコーＬＯＶＥオーラが出てたのカナー？」

　本当に突き落としてやろうか。

「ＡＨＡＨＡ！　んな顔しないでヨ、ネコ。今度会うときは全部話す。今日渡したそれよりも、もっともーっといい情報持ってくるからサ。

　とりま、今はその紙に書いてあるコトなんとかしちゃったほうがいいヨ。おけい？」

　…………よく、わからないけれど。

　前の私なら、こんなこと感じる前に『知ってることをもったいぶらず吐け』と脅しにかかっていたかもしれないけど、今日はなんだかそんな気も起きない。

「んじゃ、アタシはこれで失礼するヨ。あー忙し忙し──」

　なんて言いながら軽快に階段を下り始めるクックロビンの名を。

「クッ、ク──ロビ、ン」

　……呼び止めようとして、その言いにくさに盛大につまずいた。

　だって、こいつのハンネをちゃんと呼んだのは今のが初めてだったから。

　クックロビンは足を止め、心なしか嬉うれしそうに私を振り返る。

　私は、葬式板が埋まっていくにつれ気になり始めていたことを、当人に問いかけた。

「どうする、あんたは」

　──あんたはどうするの？




　クックロビンは商人である。

　けれど、それと同時に、今日までのロルゲを生き残ってきたハッカーの一人でもあった。

　どのハッカーの味方にもつき、どのハッカーの敵にもなった。

　黒派とは呼べないまでも、どちらかと言えばこのゲームを楽しんでいる側の人間だ。

　ハチコーのようにゲームを止やめさせるということは考えていない。

　その立ち位置を最後の最後まで貫くのだろうか？

　だとすれば、クックロビンはいずれ──




「やだなァ、ネコったら忘れちゃったノ？」

　明るい声が返ってくる。

　クックロビンはもう笑顔を絶やすことなく、にっこりと微笑んで私に思い出させた。

「最初の契約んとき言ったじゃナイ。『アタシはネコに命を預ける』って」

　……確かに、そう言っていた。

　それは『その生命を他のハッカーたちから保護する』という意味だと思い続けていた。

「ニホン語に《カッサツジザイ》って言葉あるデショ？　どっちかっていうと、そっちのイミよ。つまりどういうことかっていうト──」

　クックロビンは自分のこめかみに指先を当てた。

　拳銃の形にした指先。その銃口を脳に向け、あっけらかんと。

「もしも最後にアタシとネコが生き残っちゃったら、そのときネコは、アタシを遠慮なく殺していい、ってコトだよ」

『ＢＡＮＧ！』なんてふざけて言ってみせて。

　私は返す言葉を失っていた。

「駄目ならいいよ。こっちで自殺の用意もしてあるからサ」

　右手首にある刺青タトウーを示してみせる。ずっと前から気になっていた、ツバメのシルエットが描かれた刺青。

「……あんた、は」

　私にはない、年頃の女の子らしい愛あい嬌きようを添えて「ん？」と小首を傾げるクックロビンからは、恐れなどかけらも感じられない。

　──思えば、ずっと前から不思議だった。

　歳は私とそう変わらないし、ハッキング技術もそこまで長たけているとも思わない。

　正直言って《弱そうな奴》なのに。

「怖く、ないの」

　死が。

　自分の命が終わることが。

　誰かに殺されてしまうことが。

「うんっ」

　クックロビンは大きく頷うなずいてみせた。

「アタシはここから出ても、どうせ死んじゃうからネっ」

　底抜けに明るい声が暗闇に響いて、消えた。





■






　うるさい声の主がいなくなった螺ら旋せん階段。

　封筒状に器用に折られた紙片を開きながら、ひとりつぶやいた。

「──どうせ、死ぬ、て」

　あいつのことがますますよくわからなくなった。

　あいつは、怖いと思ったことはないのだろうか。

　死にたくないと願ったことは？




　考えながら紙片を開くと、中から小さなフラッシュメモリが一つ転げ出てきた。

　それを包む紙には、手紙とは呼び難い英単語の羅列──いつかあいつと私の間で取り決めた、暗号化されたメッセージが書かれていた。

　暗号を解くことであいつの言葉を解凍し、意味を理解し、そしてその内容を疑った。

「──……」




　手紙を細かく千切って螺旋階段の闇へ捨てた。

　フラッシュメモリだけをポケットに忍ばせる。

　十分に思考停止してから、やっと再稼働し始めた脳が、確実に計略を練り始める。

「……冷つめた」

　こんな事実を教えられてすぐに動き出せる自分を、心からそう感じた。
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「悪い。夜中に」

「いいんですよ、起きてましたから」

　ハチコーが戻らない間、ラパンは足の手当て以外にも私の面倒を見てくれていた。

　湿布がずれてきて自分で上手く直せないことを電話で伝えると、こんな時間だというのにすぐにやってきてくれる。

「痛むのって、このあたりですよね」

　指で触られると、針を刺されるような痛みを感じた。

「腫れ、まだ引きませんね……。今度は湿布、ずれないようにしっかりめに固定しますね」

　ラパンは慣れた手つきで処置を施し始める。

　見るたび非効率だと思った。

「使えばいい、のに。ロル」

「すみません、それはハチさんから止められてるので」

　人間の自然治癒能力に任せたほうがいい！　なんて言っていたアナクロ思考な老人のことを思い出した。ラパンは奴の言いつけを律儀に守る気でいるらしい。

　ハチコーの名を出した途端、ウサミミの下の顔が浮かないものになった。

「……。戻った、ハチ？」

「いいえ……まだ」

「そう」

　仲間たちはみな、あいつのことを案じているようだった。

　ラパンも例外なく。

「心配ですね」

　心配を口にして、寂しげに笑った。

「あの人が行き先も告げずにどっか行っちゃうなんてこと、今までなかったから。……何かあったなら、わたしたちに話してくれればいいのに」

「……」頷いた。

　ラパンの手が包帯を丁寧に結び終える。

「できました。違和感ないですか？」

「ない。完璧」

「よかったぁ。ネコさんに褒めてもらえると、なんか嬉しいです。間違いないってカンジします」

「ない。褒めたつもり」

「あう」とウサミミごとしおしおと萎えるラパンだが、確かに、看護師になる勉強をしているだけあって《人体》というものをよく理解しているフシがあった。

　だからだろうか。

　人体に作用するコンピュータウイルス・ロルと、それを繰る殺人者ハツカーの溢あふれる蟻ありの巣の中で、今日まで死なずに生き抜いてこられたのは。

　救急箱を片づけて立ちあがるラパンに声をかけた。

「ウサギ」

「あ、はい。なんでしょう」

「集団、の、件」

「あ……《ＪＴＲ》のことですか？　昨日の一斉攻撃、怖かったですね……」

「次は、ここ」

　ラパンの肩が小さく震えた、ような気がした。

「ハチコー、不在、でもいい。ラムたちと、話す。対策。大規模、対策。……先制する。こっちから」

「……」ウサミミがしゅんと沈んだ。「そう、ですね。交渉の余地なんてなさそうな人たちですし……もう、諦めるしか……ですよね……」

「ない」更に言い切る。「諦める。しかない」

「…………」

　ラパンは会釈をすると、救急箱を揃そろえた両手に提げてゆっくりと寝室から出て行こうとする。キャビンへ続く自動ドアの前に立って、そこで気付いたはずだ。

　ドアが開かないことに。

「？」

　フードの後ろ姿が心持ち傾ぐ。その背中に私は一言、命じた。

「動くな」

　ガジェットを握る右手をシーツの中から出し、指先じゆうこうを小さな背中に差し向けた。

　救急箱が音を立てて床に落ちる。

　戦慄を覚えたようにぎこちなく振り返った少女に向かって、私は更に言葉を継いだ。

「立てるな、声。掌握済み。その、身体からだ」

「ッ──……」

　私の足にべたべた触っている間に、ラパンの脳にはそれが送信されているはずだった。

　接触感染型ロル。

　以前、地下道路で私を追いかけてきた男にも使ったもの。

　ＥＢＳの仕込まれた左手が私の肌に触れるだけでそれを感染経路とするという、限りなくバイオウイルスに近い特徴を持ったロル。

　あとは私が命令killをつぶやくだけで、こいつの脳は頭蓋の中で木こつ端ぱ微み塵じんに吹き飛ぶ。

「あの……あの……ネコ、さん……？」

　恐怖と困惑の混ざった笑み。状況を理解できていないのだろうか。

　あるいはこうなった理由をすべて理解していて取りすがろうとしているのか。

　仲間を庇かばうために。

「……知ってる。もう。あんたらの、暗闇」

　クックロビンから手渡された情報。

　ハチコーに言うべきだったのに、伝えられなかったこと。

　あいつに『今まで黙っててごめん』とまで言わせた事実。

　それを今、言葉にして暴き出す。




「あんたら、全員。構成員。……《ＪＴＲ》の」




　少女の笑みを突き崩す、その瞬間に確かな悲嘆を感じた。

　あいつの愕がく然ぜんとする顔が目に浮かぶ。

　──ああ、本当に厭いやだ。

　真実を暴き出す瞬間はいつだって残酷で厭になる。

　ベッドのシーツ下に隠したラップトップを──母の暗闇を餌に私を暗闇の世界に引き込んだ呪いの箱を握りこんで、そんなことを思った。




　ラパンも、ラムも、アンドゥも、テイルも、しんたまもさがりんも。

　全員、味方のフリした敵だった。




　クックロビンが手渡したフラッシュメモリには、《ＪＴＲ》が秘密裏に開設していた掲示板フオーラムの写しが記録されていた。

　掲示板にアクセスしていたＵユニークＵユーザー数は56。

　当時の生き残り人数は63だったと言う。

　全参加者のうち90％が《ＪＴＲ》の構成員だった。

　この数字が出た時点で、クックロビンはハチコーの仲間たちの中に少なくとも２人はＪＴＲが含まれていると目していたらしい。

　そこから参加者が更に減り、現在残りは30人。

　ＪＴＲの猛威は当時と変わらない。

　仮に現在も全参加者の90％がＪＴＲだとしたら、その人数は27人。

　私、ハチコー・ヴォルフ、クックロビン以外のすべてが、それに組する者となる計算だ。




　以前の私だったら、最初から『私以外は全員《ＪＴＲ》』とすら思えたはずだろう。

　あいつのせいで──妙な仲間意識を抱かされて──無意識にこいつらをその可能性から排除してしまっていた。

　信じたくない、なんて思っているのは今も変わらないけれど。




　あいつの顔を思考から追い払う。

　悲嘆するのも、懐疑するのも、憤慨するのも糾弾するのも、すべてあいつに任せよう。

　私はただ、こいつらの本当の姿を暗闇から暴き出すだけ。

　知らない間にその指先を伸ばされて、殺されてしまう前に。

「言え。《ＪＴＲ》、の、こと」

「…………」

「リーダーは、誰」

「…………」

「ここにいる、誰か？　それとも、別？」

「…………」

　震えたまま何も答えないラパンに苛いらついた。

　問いかけを紡ぐことさえ億おつ劫くうだというのに。

「……言わないと……」

　銃床てくびに左手を添え、構えをより鋭くした。




《ＪＴＲ》との戦いは避けられない。

　連中は、私以上に暗闇に身を隠すのが上手い。

　その秘匿性の高さは徹底したネット上での暗躍に由来する。

　構成員にすらその正確な全貌、それぞれの技量、果てはリーダーの顔すら知られていないという完璧な匿名性アノニミテイこそが、奴らをこの暗闇の中に埋没させ続けていた。

　そんな奴らに勝つためには、なんでもいいから情報が欲しい。どんな些さ細さいなことでも聞き出せる限りのオフライン情報が必要だ。

　それを、噓つきブラフたちの中でもひときわ気弱そうなこの少女に問うことにした。




　──いや。

　こいつは普段気弱なふりをして、その豊富な人体の知識で《ＪＴＲ》の活動に貢献していたのかもしれない。

　きっと私の気付かないところで、昨日の一斉攻撃ぎやくさつにも加担していたのだろう。

　そう思うと油断はできないし、してはいけないと自分を律した。

　スーリンのときのように脆弱性ゆだんを利用されかねないから。




　少女は長く沈黙した。

　身を縮ませて俯うつむいて、フードの下に顔を隠してがたがたと震えている。

　……ここまでしゃべらないとは。

「何も、ない？　話すこと」

　答えない。

「……。そう。じゃあ」

　Ｅｎｔｅｒへ向けて親指を降ろした。




「ごめんなさい」




　親指は、Ｅｎｔｅｒの表面を軽くなぞっただけで停止した。

　ラパンは蚊の鳴くような声でやっとしゃべり始めた。

「ごめんなさい……ごめんなさい、ネコさん」

「────」

「ごめんなさい……」

　脳に火花が散った。ガジェットを握る手に力が籠こもる。

「違う」

　私に謝ってほしいわけじゃない。

　謝られても苛つくだけ。

　あんたたちには謝るべき相手が、他にいるでしょう？

「ハチ」

　その名を出すと、少女の肩が震えた。

「ハチ、あんたら、助けた。仲間に、した。蟻の巣ここで、裏切られて、何回も。そうしてやっと得た、仲間。大切な、仲間。信じてる。きっと、今も！」

　──なんて呪わしい気持ち。まるで自分が裏切られたみたいだ。




　にこにこ笑って欺かれることを。その途方もない悲しみを私は知っている。

　けれど一番悔しくて耐えられないのはそのことではなかった。

『僕はこのやりかたを続けるしかない。何度騙だまされても、裏切られてもね』

　あいつはきっと今日のことも、笑ってごまかそうとするんだろう。

　くだらない現実逃避の薬をつけて、『治った！』なんて嘯うそぶいて笑って、傷だらけの心で笑って前に進もうとする。

　それが一番気に食わない。悔しい。




「……そうですよね」

　ラパンは自分の心臓を摑むように胸の前を握りつぶした。

　俯きながら震えながら、必死に笑おうとしていた。ウサミミの下から雫しずくが零こぼれ落おちる。

「ハチさん……きっと、悲しみますよね……。わたしたち、ずっと噓うそついて……きっと、取り返しのつかないこと、しちゃったんですよね……。あんな優しい人のこと……ずっとずっと騙して……」

　数滴の涙が落ちるのをただ見守って。

「ダメですね……わたしたち。ネコさんにまで面倒かけちゃって……」

　見守っているうちに、気付いていればよかった。

　滔とう々とうと紡がれる懺ざん悔げが何を意味しているのか。

「こんなわたしたちって、もう──」
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「死んだほうがマシ、ですよね……？」




　少女の身体からだが一度大きく揺れた。

　バツン、と弾ける音。

　もう何度も聞いた破裂音。

　見えない稲光と共に脳が破裂するイメージ。

「──な」

　双そう眸ぼうから流れた血が涙を押し流していく。

　笑んだ口からも。耳孔からも垂れ流されて、フードをちろちろと染めていく。

「……えへへ……」

　少女は血と背反する泣き笑いを浮かべたまま、力なくふらついて落ちていく。

　死体は自動ドアに倒れかかり、そのままずるずると崩れてしまった。




　自動ドアが開く。

　いつの間にか第三者によってロックを破られてしまったことに気付いていなかった。

　死体となった少女の身体が、そこに立ち尽くす人物の足にもたれかかった。

「────」

　テイルは大きな目を見開いたまま、仲間の身体を抱き起こした。

　それが死体であることに気付くのに、そう時間はかからなかったらしい。

「テイ、ル」

　テイルはもう二度と動かない少女の身体を抱いた。腕に力が籠もり、肩を震わせた。

　そして我知らず声がうわずる私を、涙まじりの血走った目で強く睨にらみつける。

　息が詰まった。

「なんで……なんで殺したんだ!!　なんでよりによってラパンなんだよ!?」

「っ……、あ……」

「アンタのことだ……どうせ《ＪＴＲ》のこと見抜いてやったんだろ……でも、なんでよりによってラパンなんだよ……！　アタシでも、しんたまたちでもよかっただろ!?」

　思考も感情もこんがらがる。

　言葉をまともに構築できない。

「ちが……」

　言いたいのに言えない。

　私は何もしてないって。




　ベッドの上に転がるガジェットに仕込んでいた弾倉フラツシユメモリには、対象の記憶を走査するロルしか装そう塡てんされていなかった。

　即死性のロルなんかじゃない。

《kill》コマンドだってつぶやいていないのに。




「ずっと隠してたのは悪かったって思ってるよ……でも仕方なかったんだ。ハチコーと会う前のうちらに選択肢なんてなかった……《ジャック》には逆らえなかった……！」

　涙声のテイルは目の前の《敵》を、自分たちの置かれた立場と共に呪い始めた。

「ここじゃいつ殺されるかわからない。うちらみたいなにわかは、自分たちよりも大きなものの威を借るしかなかった。でも一度足を踏みこんだら最後、ジャックはうちらを放してくれなかった。抜けたら殺す、裏切ったら殺すって。

　だからハチコーにもそのことを話せなかった。何度も、何度も話そうと思った。でも、怖くて怖くて……言ったらうちらも、ハチコーも殺されちゃうって思ったら……」

　胸の奥が軋きしんだ。

「Ｄａｅｍｏｎを見つけられたら、それで全部解決するんだって今日まで言い聞かせてた。でも……しんたまとさがりんは、『もう見つかりっこないから《ＪＴＲ》に従い続けよう』なんて言い出して……ラムとアンドゥも、最近そっち側についちゃって……。

　ラパンだけがずっと自分を責めてたんだよ……？　わたしはハチコーの思いを裏切ってる、裏切り続けてる、って!!」

　涙とともに感情が決壊して、最後はまともに言葉を紡げないまま泣き崩れた。

　ラパンはもう動かない。

　その脳を破壊されている。

　でもその脳を撃ったのは、私じゃない。

「ち、が……テイ、ル」

「アンタは」

　涙声がどこまでも低く変わり、地鳴りのように響いて私を突き上げた。

　顔を上げたテイルの表情が、深い怨えん嗟さだけに支配されていた。

「アンタは……相手が《敵》だとわかれば、誰だって容赦なく殺すの……？」




　テイルの手がゆっくりと、腰に提げたタブレット端末に伸びていく。

　何も言い返せず。殺される前に殺す気にもなれず。テイルが私に照準を合わせる様を見つめるしかない私は、そのときなぜかハチコーの言葉を思い出していた。




『君が彼らを過剰に敵視しない限り、向こうも君を敵視したりしないってことだけは覚えておいてくれないかな？』




　思い出すのが遅すぎた。

　敵として相対するのではなく。

　味方として向き合ってやることだってできたんじゃないの？

「さよなら。ネコ。あんたのこと尊敬してた。……ムカつくくらいに」

　音のないＥｎｔｅｒに向かって、その指先が降ろされていった。







　──いつまで経っても意識は途切れない。

　脳の終わりがこない。私は、おかしく思って強く閉じた瞼まぶたを開いた。

　Ｅｎｔｅｒに向かおうとしていたテイルの手首が摑つかまれていた。

　床に倒れて眠る少女に。永遠に目覚めないはずだった少女の手に。

「違うよテイル」

　響くはずのない声。紡がれないはずの声がして、トリガーを引くことを制止されたテイルは自分の手を摑む少女を見た。

「……！　ラパン……！」

　仲間の生に安あん堵どしたように笑って。

　ウサギもそれに嗤わらいで答えた。




「さよならするのはあなただよ」




　摑んだ手から電気質な何かが駆けあがる。

　伝わった見えない粒子は、テイルの身体を走査して脳に至り。

　アフロ髪に覆われたテイルの頭を、冗談みたいに吹き飛ばした。




　狭い室内に血の雨が降る。

　生温かい鮮血がベッドから動けない私の頰ほおをも打ち叩たたく。

　頭を失なくしたテイルの身体がぐしゃりと崩れて、入れ替わりに死体が起き上がった。

「ウフ」

　ウサギは血を浴びて愉たのしげに嗤う。

　両手を注ぐ雨に翳かざして、慈雨に打たれるように恍こう惚こつの声を漏らした。

「ねぇ……これでいい？　ネコさん」

　響くはずのないウサギの嗤い声が。首を傾いで目を見開く狂気の笑みが。私の一時の後悔も、何もかもを押し流していく。

「裏切り者はみんな死んだよ。わたし、うまく断罪できたかなぁ……？」

　死体であったことを忘れ立ち上がった少女が、私のほうへふらふらと歩み寄ってくる。

　私はまた、あの悪夢の入り口に立たされていた。

「……ゾン、ビ……」

「やだなぁ。ゾンビなんてそんな汚いものじゃないですよ、ワタシ」

　死体は自分のこめかみを指さした。

「端末に《バックアップ》を取ってるんです、脳みその。この身体の中の脳みそは壊れちゃったんで、たった今そっちに自動的に切り替わりました。今この身体を動かしてるのはバックアップのほう」

　ウサギ耳の垂れる影が、一歩だって動けない私を覆って止まった。

「そんなことより動けないでしょ、ネコさん。動けませんよね？　ワタシ、その足にべたべた触っちゃってましたもんね？」

　言われた通り、私の身体はぴくりとも動かせなくなっていた。

　ウイルスを仕込んだ私の身体をこいつに触らせる機会なんていくらでもあった。

　逆も同じこと。

　たぶん、私はずっと前からこいつに身体を掌握されていた。

「さてと。ママからもらった天然の脳みそは壊しちゃったし、顔は割れちゃったし、かくれんぼも飽きたし……そろそろかわいい悪戯っ子キデイたちのお片づけでもしようかなぁ。

　──ねぇ、手伝ってよ。魔法使いハイ・ウイザードのネコさん」

「……え……？」

「アナタはワタシのいい子になれそう」

　獰どう猛もうなウサギが舌舐なめずりした。




　油断なんてしているつもりはなかった。

　こいつがそれなりのハッカーであるという心づもりもしていた。

　きっとテイルも、ラムたちも、最期まで気付きはしなかったのだろう。

　暗闇から自分たちを支配し、暗闇から人殺しの指示を送っていた不可視の暴君が、いつも自分たちの談笑の輪のはじっこで控えめに笑っていたなんて。




「ワタシの本当の名前ハンネ、ジャックＪ・ザＴ・リッパーＲっていうんだ。

　覚えておいてね、ネコさん」
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　今日のガラス窓は曇って見えた。

　窓を挟んで向こう側にいる彼の顔は見通せない。

「気分はもう落ち着いた？」

　僕は見通せない彼に向かっていつもみたいに微笑ほほえんでいた。

「驚いたよね。突然《外》で名前を呼ばれちゃってさ」

　彼は僕と同じ顔をしているはずだった。

　でも、今はどういうわけか、もうその顔を思いだせなくなっている。

　それでも微笑んだ。必死に。

「……ヴォルフの言ってたこと。本当なのかい？」

　彼は、答えない。

「だとしたら……ごめん。僕、君のことよく考えてなかった」

　答えない。

「本当にごめん。……本当に」

　答えてくれない。

　それでも、笑う。

「でもさ、君もそれならそうと言ってくれてよかったんだよ？　僕のくだらない話、黙って聞いて笑ってくれていたから、僕も君が喜んで聞いてくれてるんだってそう思って」

　ガラス窓がひび割れた。

　中心から蜘蛛くもの巣みたいな亀裂を描いて、ぼやけていた彼の姿を完全に隠してしまった。

　向こう側から遠ざかる足音がして、僕はひとりきりになったことを悟った。

　喉元まで出かかった「ごめん」を飲みこんだ。謝ったって、きっと声は届かない。

　ひび割れたガラスに指先を伸ばした。その表面を、軽く撫なでおろした。

「わからないよ。君の気持ち」

　何度ここに来ても。

　何度語りかけてみても。

　同じ脳からだの中。これ以上ないってくらいそばにいるのに。

「顔を見せてよ。声聞かせてよ。じゃないと僕、なんにもわからないよ」

　破片が指に刺さって、無む垢くなガラスに血の赤をにじませた。

「──痛い」

　パイプ椅子から転げ落ちた。

　冷たい床の上で身を縮こまらせる。全身を巡る激痛に喘あえぐ。

　痛い。痛い。痛い痛い痛い痛い。

　足も、手も、お腹なかも、心臓も、頭も。心の中もどこもかしこも痛んでしかたなかった。

　涙で滲にじむ白い景色の中。三日月の笑みを失くした彼が、惨めな僕を見下ろしていた。
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　意識が《外》にほうりだされても激痛は消えていかない。

　どこからか聞こえてくる少女の歌声とともに明瞭に、痛烈になっていく。




　──♪おいしいおいしい子羊のお肉。

　──♪腿肉、横隔膜、腸詰にして。

　──♪尾肉と一緒に煮込みましょ。




　刃が僕の腹部を突き刺した。

「がッ────!!」

　全身を巡る刺突の衝撃。内臓に感じる冷たい刀身の感触で完全に覚醒しきる。同時に、歌声が終わった。

「あ。起きた～」

　僕を迎えたのは、窓から入り込むピンク色の光が逆光となり、影になった少女。ウサギのような長い耳。

「ラ、パ……、ッ──!!」

　再び刺突される。

　目の前の少女は一切動いていない。

　じゃあ誰が。僕は呻うめきながら激痛の走る腹部を見下ろした。

　突き刺さるサバイバルナイフを持っているのは、見慣れた僕自身の手だった。

　何が何だかわからないで目を見開く間にも、僕の手は勝手にナイフを引き抜いてもう一度突き刺した。執しつ拗ように。何度も何度も。それを繰り返す。

「ウフフ」

　太ふと腿ももを骨に届くまで突いたところで自傷機械マシーンが停止する。耐えがたい激痛に呻きながら顎を上げると、ラパンの指先が僕の頰を捕まえた。

「いい子。……ワタシ、いい子にしかこんなことしないんだぁ」

　唇が僕の頰にそっと寄せられる。

「……ラ、パン……？」

　激痛と驚きよう愕がくで混濁する意識の中、記憶を手繰った。

　僕は車の中に──拠点から遠く離れた場所まで移動させた車中にいたはずだった。

　ひとりになって堤と話がしたくて、《内》と《外》とを何度も何度も行き来していたはずだった。何度目かの覚醒で激痛と共に《外》に引き戻されて、気付いたらこの場所にいた。

　病室のような部屋のベッドの上に座らされている。投げ出した足の間にはラパンが膝立ちになっていて、今は身動きの取れない僕の頰を包んで恍惚の顔で見下ろしていた。

　太腿にナイフを突き立てる右手に全神経を集中させてみる。けれどそこに感覚が繫つながることはなかった。麻酔を打たれたみたいに手の動かし方がわからない。

「これがワタシの魔法。《jack_the_ripper》」

　ラパンの手がベッドの上にほうられたキーボードに触れたとき、自傷機械が再び動き出した。太腿からナイフを引き抜き、今度はその切っ先を喉元へぴたりと据え付ける。

　傍はたから見たら、きっと今の僕は追い詰められた自殺志願者のように映ることだろう。

　ラパンはくすくすと笑った。

「この魔法にかかった人はワタシの意のまま。自分でも気付かないうちにワタシのところへやってきて、ワタシの前であられもない姿を晒さらすしかなくなるんだぁ。逝く間際の恥ずかしい姿、ワタシに曝さらけだしにくるの……」

　ラパンが僕の血のにじむシャツの下から手を差し入れてくる。

　傷口に指先を這はわされ痛みに叫ぶと、ラパンは頰を赤く染めてうっとりと囁ささやく。

「ああ……もうこんなにしてるんだぁ」

　ラパン。

　僕の仲間の中でもひときわ小さくて、気弱で、いつも気の強いテイルの陰に隠れていて、けれど確かな医療の知識で僕やネコを救ってくれた看護師志望の女の子。そう思っていた。

　思っていたかった。

「……君も、なのか……」

　傷口を愛あい撫ぶしながら、恋人に囁くように「ん」と首を傾げるラパンからは、やはり。

「匂いが、する……人を殺あやめた人の……匂い……」

「へぇ……！」

　喉元にナイフを突きつけていた手がひとりでに落ちる。

　ラパンは僕の首に両腕をまわしぎゅうと抱きしめた。

「すごい。ハチさんそんなことわかっちゃうんだ。嬉うれしいなぁ、今日まで誰も気付いてくれなかったのに。なんだか心と心が通じ合ってるみたい、ロマンチック……」

　抱きしめた僕の頭を、一撫で、二撫で。

　華きや奢しやで柔らかい身体からだからは、腐肉の匂いが昇ってきた。




　あの日。自宅警備団として活動していたみんなと出会ったときから気付いていた。

　いつも彼らの端っこにいるラパンからは、他のメンバーとは明らかに性質を違たがえた饐すえた匂いが放たれていた。

　気付いていたけど、決めつけはしなかった。




「Ｄａｅｍｏｎってすっごいよねぇ。獄中にいた殺人犯まで連れて来ちゃうなんて、いったいどんなコネ持ってる人なんだろうねぇ？」

　くすくす嗤わらって、ラパンは僕の弛し緩かんした手からナイフを取った。

　刀身に滴る血液を指で掬すくいとってそれを愛いとおしげに見つめる彼女は、もう明確な腐肉の匂いを隠そうとしない。

「ワタシ、死刑囚なんだぁ。片思いしてた子たちのこと知りたくて、みんな捕まえて満足するまで解剖しちゃった。そしたら大人たちに怒られて、こんなやつ死んだほうがマシだって言われちゃって……。ハチさんの国じゃ知られてないかなぁ？　うちの国じゃ、少女ジャック・ザ・リッパーって言われて結構有名な事件だったんだよ？」

　死刑囚。

　少女ジャック・ザ・リッパー。

　殺人者。

　これが彼女の《本当》？

「だからここに呼ばれたときは嬉しかったの。まだ生きられる。また恋ができるーって。

　そのためにまずは、仲良しのお友達を作るために集団コミユニテイを作ったんだ。そこで出会えたいい子たちをここに呼び出して、今のハチさんみたいにしてあげた。他の悪い子たちには、ワタシの代わりに適当にロルゲをしてもらって……でも、それももういらないかなって、さっきみんな殺してきちゃった」

　目覚める前に聞いた不吉な歌が思い出された。




　──♪おいしいおいしい子羊のお肉ラム。

　──♪腿肉しんたま、横隔膜さがり、腸詰アンドウイエツトにして。

　──♪尾肉テイルと一緒に煮込みましょ。




「ネコさんは生きてるよ？　今はお隣の病室でぐっすり」

　──ネコ。

　この身体の中にいる少年に似た少女。殺人者の少女。

「ネコさんはワタシのいい子。ハチさんの次くらいに、かなぁ。これからはあの子一人に《ＪＴＲ》をしてもらって、ワタシはここでハチさんの恥ずかしい姿、ずっと見てるよ。

　……あぁ、考えただけでもゾクゾクしちゃう」

　指先が衣きぬ擦ずれの音を立ててシーツの上を這い、キーボードに届いてＥｎｔｅｒを押す。

　自傷機械が動き出す。また、僕の全身をめった刺しにし始める。

　もうこれ以上この身体を痛めつけたくないのに止まらない。停まらない。

「あ、が、ぁ……あああああああああああああぁぁぁぁぁぁ────!!!!!!」

　鮮血が噴き出す僕の身体を、少女とナイフが抱擁し続けた。




　痛い。痛い。痛い痛い痛い痛い。

　途方もない痛覚は持続して、死の想像を容易にもたらした。

　脳が痛みだけになって現実感も時間感覚さえも奪っていく。

　激痛は一瞬と永遠を繰り返し、圧縮された時の中で僕を苛さいなみ続ける。

　呼び戻された白い部屋の中でも。

「痛いか」

　三日月の笑みのない彼の足元で、激痛は続く。

「そんな目で見るなよ。代わってやらねぇよ、まだ」

　僕は今、どんな顔をしているのだろう。耐えがたい自傷の痛みに救いを求めるような顔でもしているのだろうか。

　高みから見下す彼は僕の痛みなど意に介さない。借り物の両りよう眼めからあらゆる感情を消し去っていた。

　僕という現象を否定する現象。

　堤の代わりに《生きる》のではなく。堤の代わりに《殺す》人格。

　殺人衝動ヴオルフ。

「お前は堤の代わりじゃない。身代わりだ」

　痛みに悶もだえる僕を、殺人衝動は更に分解していく。

　いつか堤自身が紡いだその言葉にたった一文字付け足しただけで。

「……み、がわ……り……？」

「一文字抜けてたんだよ。あの日堤がお前に願った言葉、正しく意味が伝わるように言うならこうなる」




『この部屋の外では、みんなが僕の死を願ってる』

『だから、君が僕の身代わりに生き続けてよ』




　──身代わり。

　僕は、身代わり？




　痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い。

「その痛みをすべて引き受けろ。それがお前の本来の使い道だ。

　それが嫌ならこの脳はこからとっとと消きえ失うせるんだな」




　激痛が意識を穿うがつたび、思い出すのは眩まぶしいモノばっかりだった。

　朝５時の光。

　朝食の目玉焼きの黄身。

　桜並木。

　野良猫の毛並み。

　出かける僕を送り出す妹の八重歯。

　これは走馬灯、ってやつだろうか。

　現象でしかない僕がそんなものを見るなんてと、ちょっと驚いてもいた。

　そして思い知らされる。自分が幸せだったんだってことを。現象でしかない自意識にはもったいないくらいの幸福を享受し続けていたんだってことを。

　堤はずっと不幸だったっていうのに。




　僕は堤の敵。

　敵になってしまった。

　味方になれなかった。

　味方になりたかった。

　堤だけじゃない。自分を殺し続ける人たちの味方でありたかった。彼らに生き続けてほしかった幸福でいてほしかった。

　その想おもいこそが彼らを殺していたなんて、知らなかった。




『正義の味方ヒーローになる必要なんてなかったんだよ』




　……じゃあどうすればよかった？

　信じるのも願うのも救おうとするのもすべて間違いだったというのなら、僕はいったいどうすればよかったんだ？

　どうすることが正しかったんだ？




『あいつは最初から自分の代わりに生きる人格なんて作らなきゃよかった。

　最初っから自分の代わりに《殺す》人格だけ作ればよかったんだ』




　──生まれてくるべきではなかった？




　死んだほうがマシ？





■






　自傷機械は止まらない。

　借り物の口から漏れる苦痛は動物のうめき声みたいにひしゃげていた。

　血を吐いても血を噴出させても痛くても苦しくてもこの手は止まらない。絶望でバラバラにされた身体からだをなおも潰し尽くそうと刺突を続ける。

　まるで自分自身に『死ね』と言われているかのよう。




　──死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。

　この呪わしい感情は誰のもの？

《jack_the_ripperかのじよ》のもの？

　僕自身のもの？

　それとも。




　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね。




　激痛と呪いの奥底から本能が突き上げてきた。

　呆あきれるほどの原始的な欲求が借り物の脳を焼き切った。

「いや、だ」

　死にたくない。




　ナイフの切っ先が脇腹を擦過してベッドに突き刺さった。

「あれ？　外しちゃった？」

　少女は僕の手をそっと包んでナイフを引き抜くと、もう一度、切っ先が僕の腹に刺さる位置へ導いた。

「はい。今度は外さないでね？」

　そう言って僕の頰ほおに口づける彼女は、まだ気付いていない。

　僕はもう自分の手の動かし方を思い出していた。

　そして思いついていた。




　正義の味方ではなく。

　殺人者かれらの味方になる方法を。
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　警告音アラートが鳴り響く中、20、30分ほど格闘してようやく腕の拘束を外すことに成功した。

　ベッドにくくりつけられていた手首が痛むのも忘れてワゴンに乗せられたラップトップを回収する。

　警告音を鳴らしているのはハチコー・ヴォルフの生命モニタリングシステム。ハチコーを殺されまいと誓ったあの日から作っていた彼の命の写しは、すでに危険域レツドゾーンに達していた。

　考えるよりも速く指先が動いていた。

　また前みたいに夢中になっていた。

　どうやってあのヴォルフの高度なプロテクトを破ったのかすらも覚えていない。その脳内、運動野に寄生する何らかのウイルスを発見し解析し、駆除プログラムを作り駆除した。

　それはものの数分──ううん、数秒だったかもしれない。

　その時私の指が触れていたのは、《ｌ》と《ｏ》と《Ｅｎｔｅｒ》の３点だけだった。




　警告音が止やむ。

　一ひと先まず命の危機が去ったことを確かめ、私はあいつのところへ向かおうとした。

　所在地は意外にもすぐ隣の病室。

　廊下に躍り出て、滑りのいい引き戸を力任せに開け放った。

「ハチ──！」
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　ド、ドス、ド、と。

　不規則な刺突音が鳴る。

　ピンク色の照明の中、白いはずのシーツの上に黒い斑点が飛び散る。

　横たわる少女の身体に銀色を何度も何度も突き刺しているのは、いったい誰だろう？

「ウフ……アハ……アハハハ」刺突される少女が嗤わらった。「イイ。すごくイイよ。ワタシ、ロルじゃなくて……こんな殺され方で、死ぬんだね……？」

　男が銀色を高く振り上げた。

　切っ先は少女の首、頸けい動どう脈みやくを狙って。

「嬉うれしい……ワタシ……なれたんだ……ハチさんの、はじめて、に──」

　振り下ろされる銀。私はその瞬間から目を背けた。




　黒い噴水が止まない。

　凶器を手にした殺人者は噴射口の前から動かなかった。

　思考できない私を置き去りにして時間だけが流れていく。

　事を為した殺人者のため息も。

「……ああ」私の意識を通り過ぎていく。「やっとわかった。これが人を殺あやめるってことなんだね……？」

　殺人者の顔は窓を染めるピンク色の光の影になって見えなかった。

　ただ、そのボサボサ髪のシルエットは私が探しにきたあいつに違いなくて。私はその名を呼ぼうとするけれど、音は喉に貼りついて出ていかなかった。

　その名で彼を定義してしまうのがひどく怖かった。

　だから一度飲みこんだ。別の名は、すんなりと口から出て行った。

「……ヴォル、フ？」

　男がこちらを向きなおる。

　目のない目で私を見て。見通せない暗闇の中に埋没したまま、静かに首を横に振ったようだった。

　私の誰すい何かを否定した。

「ネコ」

　影の姿のまま、彼がこちらへ歩み寄ってくる。

　革靴がリノリウムの床を滑って距離を詰めてくる間、私は一歩だって動けなかった。

　眼前で彼が停止する。その顔つきは、まだ見通せない。

「今まで、ごめんね？」

　冴さえない顔で笑っているみたいだった。すぐにも「たはは」なんて笑いだしそうだった。

　それでも、《その名》は私の喉から出ていかない。

　出ていくことを拒んでいた。

「迷惑だったよね。ほっとけないだの、助けになりたいだの、生きてほしいだの言って。君の気持ちをよく知りもしないで……いっぱい迷惑をかけた」

　その口から紡がれた言葉の数々を思い出していく。

「僕はもう君を止めたりしないよ」

　いつかと同じ言葉。いつかと同じ声。

　それはやっぱりどう考えてもあいつのもので。

「……ハ、チ……」

　呼んでしまった。

　定義してしまった。

　そこにいるのがまぎれもないハチコーだって。

　影が晴れていく。暗闇の中から現れたその姿は、間違いなくハチコーだった。

　冴えない顔して笑っているのに。その手に血塗まみれのナイフを提げ持っていることがまだ信じられない。

「ネコ」

　顔を上げるのが怖かった。怖いのに、その笑顔へと視線を上げた。

　この笑顔が怖いと感じたのは初めてだった。

　世界で唯一私の味方になってくれるかもしれない人。その人の笑顔が、こんなにも怖いなんて。

「僕は君の味方でありたい。君と共に。《彼》と共にありたい。……だから」

　手からナイフが零れ落ちる。

　その身体が力を失って私のほうへ倒れてくる。

「!!」

　大きな身体を受け止めきれず彼ごと廊下へ倒れ込んだ。

　私の肩口に顔を埋うずめるハチコーを揺さぶり起こそうとする。

「ハチ……ハチ!?」

　頰に彼のまつ毛が当たっている。その先端が、小刻みに震えていることを感じ取った。

　その脳は深く眠りながら何らかの高速処理を続けている。

　ラップトップを開けば、彼の脳が今何を処理しているのかすぐにわかったことだろう。

　今はただ想像することしかできない。私はその想像の中で。




《彼》が書き換えられていると思った。





■






「本当に馬鹿だな、お前。そんなことしてまで《味方》でいたいのかよ」





■






　白髪混じりの冴えない髪が黒く塗り替わる。

　引き締まった体幹がわずかに弛し緩かんし背筋が丸まった。

　こうして抱きとめているだけで不思議とわかった。彼のＯＳが切り替わった、と。

　そして。それだけじゃない、ということも。

「──ネコ」

　知らない誰かが私を呼んで、知らない誰かがその身体からだを持ち上げて、告げた。

「一緒にやろう？」
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「……ハチ？」

　違う。針のような真っ黒な髪は彼のものではない。もう一人の特徴だ。

「ヴォルフ……？」

　違う。優しい声音は狼おおかみのものではない。

　でも。その口から紡がれたのは、いつか私が狼に言ってほしかった言葉。

「一緒にやろう、ネコ。俺はお前の味方になる。お前の《敵》を、お前と一緒に殺けし続けてやる」

「──……」

　──誰？

「俺は、殺したいんだ。お前のために」

　──誰、なの？

「あん、た……誰？」

　誰何しても、私の知らない《誰か》は困ったように笑うだけだった。

　──ハチコーなの？

　──ヴォルフなの？

　わからない。狼の姿をして、優しい微笑ほほえみを浮かべて殺意を吐くこいつが誰なのかわからない。わからない。

　震える両手がこちらに伸ばされてくる。

「一緒にやると言ってくれ、ネコ」

　誰かは私を組み敷いたまま、その手で私の頰ほおを包みこんだ。

　その手を首元まで下ろしてきて。

「じゃないと、僕は──」

　不意に、その手に力が籠こめられた。




「僕は殺人衝動おれを抑えられない」




　喉が押しつぶされる。

　気管を圧迫され隙間風みたいな声が口からあふれ出た。

　大の大人の両手は首肉に深く深く食い込み骨までへし折ってしまいそう。

「ッ──!!」

　口角から涎よだれを垂らしても身をよじってももがいても、誰かの手は私の首を絞め続ける。

　混濁する意識のせいか涙のせいかぼやける視界の中に三日月の笑みが映って。

　その傍らに一筋の雫しずくが伝った。

　世界が遠ざかっていく。

　苦しくてもがくのにだんだんと心地がよくなってきて、このまま意識を手放したくなる。

　──一緒に。

　待ち望んでいたはずの言葉の中で。今はただ虚しく響く声の中で、二度と目覚めない眠りに落ちてしまいそうになる。




　まどろみかけた意識を激痛が打った。

　見開いた眼球を《ｌ》と《ｏ》が泳ぎ始める。

「ぁ……あ……？」

　──攻撃？

　──どこから？

　──誰の？

　考える間もなく脳を喰くわれる。入れ替わりに、絞首の手が緩んでいく。

　雫を零す彼の目は見開いていて。その手はもはや私の肌に触れるただのぬくもりに変わっていて。

「ネ、コ、」




　線虫が彼の声も涙もぬくもりも食べて、消していった。
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　たぶん、これがあの子の本当の名前なんだろうなって直感した。

　ジュン・ネゴメ──ああ、だからネコかな？

　ぼんやりと推理するアタシは、さしたる感傷にも悲しみにも沈んでいなかった。

　アタシという人間は、生来、人の死というものに心がマヒしてしまっている。

　まあ、あの子と次に会う約束をしていたこととその理由わけを思うと、この展開はちょっぴり納得いかなくもあるけど。その程度だ。

「９９８かぁ」

　昨日今日とアタシが《ある調査》に明け暮れている間に、葬式板はえらいスピードで更新されていた。

　あの子の墓標の番号は９９８。ということは、蟻ありの巣にはアタシともう一人しか残ってないってコトになる。

　でもってその《もう一人》ってのは、きっと、犬のほうではない。

「……消えちゃったのかな、あいつ」

　胸が痛む。

　通路の壁に頭をごんごん打ち付けたり、そのままずるずる落ちて寝そべったり。

　考える。悩む。

「連絡とってみるか」

　いい加減動き出すことにした。

　手首を返して端末を起動する。

　子供の頃からずっと一緒の燕タトウーにわけもなく微笑ほほえみかけて、この通話を取るであろう狼おおかみさんの前でも同じように笑おうって決めた。








>>2 cockrobin 2040/9/29 21:13　@　Area: Park ■






「よう」

　狼さんは待ち合わせ場所に先んじていた。

　蟻の巣の中でも下層に位置する屋内公園エリアの街灯の下。そこに寄りかかってアタシを待っていたみたい。

「ハロー」

　なんて軽く返して、軽い足取りで近づいていく。

　彼の殺意を逆なでしない距離──３メートルくらい手前で止まっておいた。

　いつもならもうちょっと近寄っちゃうところだけど今日はやめておく。これ以上彼のパーソナルスペースを侵そうものなら即座に食べられちゃいそうだったから。

　今日はできるだけ、いつもより長くしゃべっていたい。

「元気？」

「あ？」

「やだなぁ、いつもの挨拶じゃん。んな目くじら立てないで、いつもみたいに『くだらねぇこと聞くな』って言ってよぅ」

　ヴォルフは答えなかった。

　なんだか元気がないみたい。もっと機嫌よさそうにしててもいいのに。

「あんまり嬉うれしそうじゃないね。邪魔なワンコロが消えて、晴れて自由の身になって。念願の子猫ちゃん狩りを遂げたあとだっていうのにさ」

　答えない。

「……もしかして、ぜんぜん気持ちよくなれなかった？」

　答えない、けど。この様子からしてアタリなんだろうなーって思った。

　アタシは肩を落とした。

「そっか」

　かわいそうに。

　ついつい芽生えてしまう同情心を、「んーっ」と伸びをするフリをして誤魔化した。

「しーっかし、最後の生き残りがキミとアタシの二人になっちゃうなんてねぇ。こうなる前にネコに殺してもらう予定だったのに、キミが一足早くあの子のこと殺しちゃったもんだから番狂わせも番狂わせよ。ほんと誰が想像したかねーこんな展開。正直参っちんぐですわ。Ｄａｅｍｏｎだって今頃驚いてるでしょうよまったく──」

　あーだこーだとしゃべれるだけしゃべる。

　しゃべりたいことはしゃべりきって、最後に「はふう」と息をついた。

「──よって。キミにはアタシのプランをめちゃくちゃにしてくれた責任を取ってもらいますわよ。ＯＫ？」

　問いかけると、彼の影が緩慢に動いて私を見た。

「責任？」

「アタシのこと殺して」

　肩にかけたバッグを地べたに落とす。

　微笑んで、両手をあげて降参のポーズをした。対抗する意思はありませんアピール。

　針のような前髪の下で、彼の眉が顰しかめられた気がした。

「メインデュッシュのネコちゃんで満足できなかったんなら、アタシなんかじゃデザートにもならないだろうけどさ。ここはアタシの奢おごりってことで、せっかくなら気の済むように食べつくしちゃってよ。ハイ」

　目を閉じて、アタシの命をぽいっと差しだしてやった。

　本当はネコに終わらせてもらうはずだったアタシの命だけど、まあ、彼に食べてもらうのも悪くないかな。

　……うん、それもいいや。




　切れかけの街灯がヂヂ、と鳴くのを聞く。

　いつまで経たっても狼さんが動く気配はしなかった。いい加減目を閉じていられなくなって瞼まぶたをあけた。

　狼さんの立ち位置は変わっていない。変わらず街灯の下に寄りかかって、ひとり馬鹿みたいにウェルカムポーズをしてるアタシを見ているだけだ。

「ム。ちょっと、ヴォルフってば──」

「俺は殺してない」

　言葉のあと、世界が音を失った。

「…………。へ？」

「ネコを殺したのは俺じゃない」

　狼さんが街灯から背を離す。

　今日初めてアタシに真まっ直すぐ向き直って、えらく感情の読み取れない瞳でアタシを見透かそうとした。

「あのロルを放ったのは、お前じゃないんだな？」

「──……」

　ちょっと、ちょっとちょっとちょっと待って。

　なにそれ、どういうこと？

「ヴォルフが、殺してないって……？」

　さすがに笑えなくなってくる。広げた両手が自然に落ちた。

　無論、ネコを殺したのはアタシではない。

「じゃあ……つまり……。……えぇ……？」

　帽子ごしに頭を抱えて考えた。これまで無数の情報を蓄積してきた脳に問いかける。

　フィードバックされてきた答えは、まさに「まいがー」ってもの。

「なんOhてこmyったいgod」

　予測というか、予感みたいなものはあった。それをわかっていて無視し続けた結果、悪い予感はいよいよ無視できない形になってロルゲを襲っていた。

　なによりも──そりゃあお腹なかいっぱいになれるはずもありませんわね、狼さん。

　ますますかわいそうになった。

　欲望を満たせなかったヴォルフのことも。わけもわからず殺されたネコのことも。多分アタシのせいで消えてしまった、あの冴さえない男のことも。

　アタシはバッグを手早く拾い上げた。

　ガチャガチャといろんなもんを突っ込んだ中からそれを探し取り出す。

　一本のフラッシュメモリ。

　本当はネコに渡すつもりだったモノ。

「ねぇ、ヴォルフ」

　ほんと、誰が想像したかね、こんな展開。

　アタシ自身が一番驚いている自信がある。番狂わせすぎる展開にも。まいがーなオチにも。これからアタシが彼にする提案にも。

「コレに入ってる情報をモトに、ゲームマスターんとこに殴り込みに行かない？」

　ヴォルフはアタシが差しだしたフラッシュメモリを、ただその瞳に映していた。




　もうちょっと早く調べがついていればよかった。

　約束だけしておいて、結局あの子には渡せないままになってしまった情報。

　ゲームマスター・Ｄａｅｍｏｎと、その居場所に関するコト。




「このゲームはとっくにおかしくなってる。君がこのまま最終勝利者になったところで、本当にロルを持って帰れるのかも怪しいよ。このままＤａｅｍｏｎの狙い通りにゲームを終わらせちゃったら、取り返しのつかないことになる気がする。だから今すぐに──」

「必要ない」

　言下に断られた。

　歯がゆさを覚える。彼の殺人衝動を重々理解しているつもりのアタシでも、さすがにこれにはカチンときた。なんとか言葉で説得しようとして。

「俺はロルを持ち帰らなければならない」

　──今日一番の違和感がアタシを襲った。

　ずっと受け身な感じだったヴォルフが、滔とう々とうと語りだした。

「俺にはロルが必要だ。ロルを使って、見えない《敵》を暗闇から欺き殺し続けなくちゃならない。……そのためにこのゲームを勝ち抜く。このゲームのルール通り、お前を殺して最終勝利者になる」

「────」

「お前も俺を殺しにくればいいだろ、テロリスト」

　ヴォルフは足元に用意していたスーツケースを拾い上げた。

　──テロリスト。

　いつだかアタシが教えてあげたこちらの事情を持ちだして、向こうも向こうで提案を投げかけてくる。

「お前だってロルは欲しいはずだ。ここから出ても豚箱入ってガス室行き、そうわかってるなら尚更だ。ロルさえあれば逃亡なんて楽勝だろ。暗闇に周到に身を隠して相手を殺す陰湿な兵器、それがロルの本領なんだからな」

　違和感を、驚きよう愕がくを、なんとか飲みこんでみせたら。

「……。ふゥん」

　胡う乱ろんな声だけが出ていった。

「講釈テンキュー、サー。確かにね。ロルがあれば、逃亡生活だって可能っちゃ可能よね。いやぁ、クックちゃんにその発想はなかったわぁ」

　肩を竦すくめて首を振って、すかしてみせても嫌な鼓動は高まるばかり。

　押さえて押さえて、慎重に核心をつく言葉を紡いだ。

「……でもさー。なんだかちょっとおかしくないかい？」

　狼おおかみさんはアタシを面倒くさそうに睨にらみつけた。

「何がだ」

「君ってそんなたいそうな使命感みたいなモノのためにロルゲを戦ってたんだっけ？」

　鼓動に耐え切れなくなった心臓が擦すり切れて、同時に公園の街灯がブチリと切れた。

　あたりが薄闇になる。

　それでもアタシは、非常灯の明かりにぼんやりと浮かぶ彼に問いかけた。

　問いかけずにはいられなかった。

「ロルを持ち帰らなければならない？　《敵》を暗闇から欺き殺し続けなくちゃならない？　なぁにそれ。何の義務感？　何の使命感？　誰かとの約束のため??　うわぁお、エラいねぇかっこいいねぇ、悲哀を抱えたダークヒーローみたいだねぇ」

　微み塵じんもそうは思わない。

　そんなヴォルフは糞くそ喰くらえだ。

「違うでしょ？　ヴォルフはただ『自分が殺したいから殺す』だけ。自分の欲を満たしたい、ただそれだけのために殺して殺して殺して殺して満足したいっていう、それだけのためにロルゲを戦ってきた、そうでしょ？」

　目の前の狼さんには、いつもみたいな獰どう猛もうさが足りてない。

　今日までのヴォルフを見てきたアタシだからわかる。

　今の彼は狼どころか、狩りを覚えたばかりの猟犬みたいだ。

　獲物を前にしてまるで威嚇ができてない。

「──君、誰？」

　非常灯の明かりすら消えた。

　世界が真っ暗闇になる。

　暗闇の中から弱々しい唸うなり声ごえが滲にじむ。

「うるせぇ」

　本能的に闇を恐れたのも一瞬で、アタシは端末を操作してネコからもらった暗視機能を起動した。

　モノクロの視界。前方から《誰か》がゆっくりと歩み寄ってくる。

　スーツケースを提げ持つ左手。ナイフを握る右手。

　たとえそれが新参ニユービーの猟犬だとしても、小鳥を殺すくらいは造作もないことなんだろう。そう思わせるだけの殺気が纏まとわっている。

「いいから殺させろ。殺されてぇんだろ……？」

　ナイフが肉迫する。アタシは闇の中で地を蹴り回避した。

　砂の地面に倒れ込む。アタシを見下ろす知らない男が抑えきれない殺人衝動を語る。

「僕にお前を殺させろ──！」

　逆手に持ち替えたナイフが垂直に落ちてくる。

　確かめたいことも聞きたいこともいっぱいあった。

　でも今は。

「ッ、出直Ｓｈｉｔシツト！」

　地を蹴って走りだし、エレベーターに逃げ込んだ。




　エレベーターは順調に上階層へ昇っていく。

　ここでこの箱をハックされたら終わるなーなんて考えたけど、それ以上深く考えずにぼうとしてしまった。

　──君、誰？

　この口から紡いだ疑問符がまだ消えて行かなくて。

「ほんと誰よ、君」




『俺はロルを持ち帰らなければならない』

『僕にお前を殺させろ』




　あれはヴォルフじゃない。

　ヴォルフはあんな人じゃない。




　アタシの好きなヴォルフは、もっと。
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　１か月くらい前だったかな。

　あのときも、アタシは彼に気楽に声をかけていた。

「ハロハロー」

　食事を終えた直後だったらしい。通路に佇たたずむ革靴の足元には、誰かさんたちの死体がたっくさん転がっていた。

「チ」あからさまに嫌そうな顔。「またお前か。何しにきた」

「何しにってそりゃあ、調子見に来たんじゃん。ここんとこヴォルフっぽい人の目撃例が絶えなかったからさー」

「そうかよ」

　スーツケースを提げ持ってどこかへ去ろうとするヴォルフ。

　私はその背中を見ているだけでニヤけてきちゃって、気持ちの赴くまま軽い足取りで彼を追いかけた。

「ねぇねぇ、最近調子どう？　元気？」

「くだらねぇこと聞くな」

「アン、いつもどおりつれなーい」

　言いながらその腕に抱きついてみる。容赦ない力で振り払われる。

　立ち止まったヴォルフはまた舌打ちして、アタシを面倒くさそうに睨みつけた。

「お前な──」

「あっ、ちょっと待ってヴォルフ」

　アタシは彼の言葉を遮り、鞄かばんから取り出したハンカチで彼の頰ほおに飛び散った多量の返り血を拭おうとした。

　が、露骨に避よけられ振り払われ拒否される。デジャヴ。

「もーじっとしなさい！　ネコちゃんかアンタは」

「うっせぇ」

　ヴォルフはアタシの手からハンカチをひったくり、自分の手で血を拭い始めた。

　お役に立てて嬉うれしい。アタシはそんな彼を微笑ほほえんで見つめてしまった。

　はぁ。なんかいい気持ち。

「……なんで俺に付きまとうんだよ」

「んぅ？」

　ヴォルフはそう問いかけて、アタシにハンカチを投げ返してきた。

「俺じゃなくて、仲良しの犬コロとだけつるんでればいいだろ」

「のー。アタシ、アイツのこと大ッッッ嫌いだもん」

　ヴォルフが一瞬面食らった顔になった。

「……。そりゃ初耳だな」

「うんっ。ヴォルフにしか言ったことない。だから秘密にしておいてよね？」

　しー、と人差し指を立てる。身体からだは本人だから、ちょっぴり違和感だけど。

　ヴォルフはそんなアタシのことを面倒くさそうに目を眇すがめて見た。

「犬が嫌いだから俺とつるむ。敵の敵は味方──そういうことか？」

「違う違ーう」

「じゃあなんで俺に付きまとう。俺だってお前が使える商人じゃなきゃとっとと殺してるところだ。いつ気が変わるかもわからねぇぞ」

「あら。使える商人なんて嬉しい。こちらとしても貴殿は大得意様だからねー。またいい武器出来たら仕入れさせてちょうだい？」

「話を逸そらすな」

「逸らしてないよー。自分に都合のいい部分だけ引っこ抜いて強調したのデス」

　わぁ～すっごい睨まれてる。

「──はいはい答えますよぅ。ｈｕｍ、なんで付きまとうってそりゃ……あん、もう、ヴォルフってば無粋なオトコ！」

「ふざけてんのか」

「ふざけてないー極めてマジメー」

　そう。今日のアタシは極めて素直に答えてる。

　いつもなら、自分の《本当》なんてひた隠しにしながら生きてんだから。

「似てるわけさ、君は。アタシに」

「……あぁ？」

　うわぁ、思った以上に恥ずかしいぞ、この告白。

　怪け訝げんな顔のヴォルフを前に、恥ずかしさを悟られないように微笑んで続けた。

「アタシは誰かの役に立ちたい。君は誰かを殺したい。ほら。これってよく似てると思わない？」

　……数秒沈黙。

「どこがだ」

「えぇ～？　わっかんない～？」

「わかるか」

　ヴォルフは歩き出して行く。ぶーと口をとがらせながら、アタシも追いかける。

「簡単なコトじゃんかー。言葉の中にも共通項があったでしょ？」

「共通項？」

「誰かｓｏｍｅｏｎｅ」

　誰かの役に立ちたい。

　誰かを殺したい。

「どっちも《誰か》がないと成立しないでしょ？　つまり──アタシたちは誰かがいないとできないコトばっかりやってんの。カタチはどうあれ、独りきりじゃ生きていけないわけですよ」

「……。何が言いたい」

「アタシもヴォルフも、結局おんなじ寂しがりってコト──」

　背中を壁に強く打ちつけられた。

　大きな手がアタシの肩肉に食い込むくらい押してきて、アタシを壁に貼りつける。

　衝撃で閉じた瞼まぶたを開き見上げると、アタシの空は黒い針みたいな髪と彼の苛いら立だった顔で覆いつくされていた。

「わお。なにこれ。世に聞く萌もえなシチュエイション？」

「だといいがな」

　残念、そうじゃないみたい。

　いつもよりずっと近い彼の身体からだからは、肌をピリピリと痛ませる殺気が放たれていた。

　こりゃ本格的に怒らせたかも。

　でも、いつも余裕ぶってる彼がここまで怒るってことは。

「図星なんでしょ。バレバレだよ？」

「さえずるな、トリ」

　おお怖こわ。素直じゃないなぁ、もう。

　こんなん面白くってついついちょっかい出したくなるじゃない。

「アタシも君もさ、結局は他人ひとの気を引きたいわけだよ。そうやって生きていくことしか知らないの」

「黙れ」

「誰かが自分を、どんな目であれ見ていてくれてることを望んでる」

「それ以上しゃべるな」

「そうするのに手っ取り早い方法を身につけて、あとはそれをただひたすら繰り返す。アタシなら商売。君なら殺人。たとえ心は満たせなくても、いつの間にかそうすること自体に依存しちゃって、次は満たせるかも、次は気持ちよくなれるかもって、終わらない依存症になってって──」

「決めつけるな!!」

　さすがに肩が震えた。

　ヴォルフは獰どう猛もうな歯を強く嚙かみしめてアタシを威嚇し続ける。

　どんな目であれ彼ひとの気を引きたいアタシは、そんなヴォルフの顔が嬉しくてたまらない。

　ううん。嬉しいっていうか、愛いとおしい？　みたいな。

「……君さ、前に言ってたよね？　自分は殺意そのもので、人を殺すことでしか気持ちよくなれないって。それ、なんでだっけ？」

「いい加減に──」

「《壊れたＯＳ》が自分をそういう風にプログラムしたから、だよね？　それ、まんまアタシと一緒だ」

　苛いら々いらばかり剝むき出だしにしていたヴォルフが急に言葉を吞のんだ。

「──一緒？」

「アタシは飼かい馴ならされた鳥なの」

　手首の燕タトウーを指で示した。

　これがアタシが調教された鳥である証あかし、みたいなもの。

「アタシは犯罪者になるために作られたの。……ああ、作られたって言っても、ロボットとか人造人間じゃないよ。れっきとした人間」

　ヴォルフは怪訝な顔をしながらも、一、二度瞬まばたいてアタシの話を聞いてくれていた。

「たぶん、名前を聞けば知ってるような組織だと思う。アタシは生まれたときからその中にいたんだ。いうなれば組織そのものの子ってわけ。実際組織の中の誰が肉親だったのか最後までわからなかったし……きっとお父さんはアタシを調教した男どものうちの誰かで、お母さんはアタシやアタシのきょうだいたちを生むためだけにどっかから連れ去られてきて殺された可哀かわい想そうな人だったんじゃないかなーってあたりをつけてる。

　……ね？　となると、アタシも作られた人間なわけだよ。組織が望む機能を備えた人間になるように調教プログラムされた道具ツールなわけ」

「……」ヴォルフはアタシから目を逸らした。「……不幸自慢なら聞かねぇぞ」

「へぇ。ヴォルフってばアタシのこと不幸だと思ってくれるんだ？」

　ヴォルフの喉が一瞬悔しげに鳴ったような気がしたけれど。

「……聞いてて反吐へどが出そうになるくらいにはな」

「そ。ありがと」苦く笑って続けた。「だもんで、アタシは組織の役に立つように飼い馴らされちゃったわけ。奉仕するってことが一種の快楽になるくらいにね。

　……ええ、そりゃあもう気持ちよかったですわ。アタシが望まれた機能を果たせば組織のみんなはアタシを褒めてくれる。怒らないし、痛いコトもしないで、ご褒美にパンに煮た豆をのせてくれる。褒めてくれる人の中に、アタシの血の繫つながったお父さんがいるんだと思うと……もうね、寂しがりのアタシは病みつきですわ、そんなん」

　笑って言うアタシを、ヴォルフはただ見つめる。

　もう気付いてるのかな。自分の中にも、そういう条件反射があるってことに。

　ヴォルフが壁からゆっくりと離れていく。

　俯うつむいて、深く息をついて。また息を吸ってから一言。

「──俺は違うからな」

　否定をしてきた。

「俺は普通の人間とは違う。人間の脳が起こした現象、それが人格として表に出ているにすぎない。お前の反吐の出るような生い立ちを俺に重ねるな。見当違いなんだよ」

「ヴォルフは人間じゃん」

　アタシも否定する。彼の卑下みたいなその言葉を。

「今アタシの前にいて、アタシの反吐の出るような生い立ち聞いてくれて、アタシに話しかけてくれてる。それだけで人間って判断するのに十分だよ」

「主観で物事を決めるな」

「そのお言葉はそっくりそのままお返しします。これはアタシの認識の問題であって、ヴォルフにとやかく言われる筋合いはありませーん」

　忌々しげに顔を歪ゆがめて、でも何も言い返さない彼に、アタシは微笑ほほえみかけた。

「君にとってのご褒美はなんなんだろうね？　首輪をつけられた狼おおかみさん」

　ヴォルフは舌打ちして、アタシから目を逸らし床を睨にらみつけた。

「好き勝手ぺちゃくちゃしゃべりやがって。……お前に俺の何がわかる？」

「ほう？　そうきますか」

　やだ。うっかりときめいちゃうじゃない。

　そんな寂しそうな顔で、そんなこと言われちゃったらさ。

　アタシは彼の、襟元を留めるつもりのないだらけたネクタイを摑つかみ引っ張った。

　お互いの唇と唇が触れ合う──そのギリギリで寸止め。

　ほんとはキスしてやりたい気持ちだったけど、彼は甘いキスより刺激的な挑発のほうがお好みだろうから。

「じゃあ、教えてよ、君のこと」

《誰か》がいないと成立しない君のこと。アタシと同じ寂しがりの心を抱えた君のこと。

　惹ひかれて惹かれてしょうがない、君のこと。




　もっとよく知りたいよ。
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「──なによ、もう」

　エレベーターを降りて通路を行くアタシの足は、もうほとんど歩行困難になっていた。

　壁伝いに歩きながら、荒い呼吸をしながらぼやき続ける。

　頭の中にはアタシの思考を食い荒らす無数の《ｌ》と《ｏ》。

　正体不明の男はエレベーターには攻撃をしかけてこなかったけど、アタシの脳には彼の作品であるロルを容赦なく叩たたきこんでくる。

「ムカツク、なぁ……!!」

　虫食いにされる意識の中で思い出される正体不明の声が、アタシを無性に苛々させる。

『俺はロルを持ち帰らなければならない』

『ロルを使って、見えない《敵》を暗闇から欺き殺し続けなくちゃならない』

　──なによそれ。

　君はそんなたいそうな使命とか義務感に燃えるような男じゃない。

　誰かのためのダークヒーローになれるほど強くなんかないでしょ？

「……ムカ、ツク……」

　ひとりだけ強くなっちゃって。

　じゃあ何？　君はそのくだらない使命やらなんちゃらを果たすためだけにアタシを殺すっていうの？

　アタシのこと殺したくてたまらないからじゃなくて??

「ムカツク！」

　壁を殴った。殴り慣れてないから、ただ自分の拳が痛んだだけだった。「つぅ」と手を抱え込んで、そのままズルズルと地にうずくまる。

　赤くなった手に、どこからか落ちてきた雫しずくがぽたぽたと落ちた。




　ああ、これは罰かな。

　ここから出ても死ぬ運命にあるアタシは、自分の最期を最強かわいいネコちゃんに委ねようなんて心に決めていたのに、いざとなったら狼さんに殺されるのもいいなーって八方美人なことを思ってしまったから、神様の機嫌を損ねてしまったのかも。

　神様、効果は抜群です。

　だってアタシは、アタシが彼の欲を満たせる《誰か》になれないと知って、今こんなにも落ち込んでる。




「……やだなぁ……」

　嫌。すごく嫌。

　あの男に殺されるのは。

　アタシの死に気持ちよくなってくれない男に殺されるのは、厭いや。

「……殺される前に……」

　線虫は、またアタシの脳の大事なところを食べないでいてくれているみたい。

　頭痛がするのを現実感を強く持つことで食い止めると、アタシは壁に寄りかかったまま空をノックした。

　──無謀かな。

　──いや。いけるかもしれない。

　ハッキングスキルはきっとネコの足元にも及ばないだろう。

　Ｄａｅｍｏｎから与えられた称号は《ヴァンダル》。言っちゃえばにわかだ。

　でもアタシには《武器庫》がある。

　ヴォルフが作った武器が。ネコが作った武器が。ここに集められたハッカーたちみんなが殺される前に殺すために作った武器ロルすべてを収めた電子の武器庫が。

「片っ端から、撃ってみる……？」

　いいじゃんいいじゃん。ロルゲの最後にデカい花火打ち上げてやろ？

　ここで死んでいったみんなの存在をあの男に思い出させるみたいに。

　そうしたら死者の魂も喜んで、機嫌を直した神様がアタシに奇跡っていうご褒美をくれるかもしれない。

　考えただけで嬉うれしくなる。アタシは暗闇の中の照準を合わせた。

　にやつきながら、そのＥｎｔｅｒトリガーを叩ひいた。
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「死体の確認、ご苦労様」

　ケーブルの河をベッドにして倒れるアタシを男が見下ろしていた。

　暗闇の攻防は、丸１日以上続いた。奇跡は起きなかった。完全にアタシの負け。

「心配しなくてももーすぐ死ぬよ。君のロル、じわじわ効いてる……あと、もうちょっとしたら、アタシもおしまいだ」

　でもその前に。せっかくこいつがアタシの前に現れたんだ。話したいこと話しておこう。

「そっか……アンタはハチコーでもあって、ヴォルフでもあるんだね……？」

　トンネルの中。ケーブルの濁流の上。アタシはあの日ここでひとりの男を見つけた。

　アタシを見下ろす男の顔はトンネルの赤い光の陰になってよく見えないけど、その髪に混じる白色は光の加減でできるようなものじゃない。

　あの時と同じ、おっさんの白髪だって気付いた。

「じゃあ、これはハチコーの仕返しなのかな……？　アタシから、ヴォルフを奪って……乙女の恋路、邪魔するとか……相当陰湿よね……？」

　影になって見えない顔は、恨み言をつぶやくアタシをじっと見て。

「……ごめん」

　告げた言葉は、やっぱりあの冴さえない顔を思わせた。




　ハチコーのこと、大嫌いだった。

　人の死が当たり前の世界を知らない、日ひ向なたで生きてきたんだなって感じさせる馬鹿っぽさとか、アタシの大好きなヴォルフを取りあげちゃうところとか、気に食わなくて。

　だから何度もスケープゴートにしてやった。

　ハチコーの人に言いたくなさそうな情報バンバン売りものにしてやったし、《ＪＴＲ》のことも黙ってたし。

『我々のことを嗅ぎ回ることをやめれば、ヴォルフの中から八やつ目め光こう賢けんを消してやる』なーんてゾンビ使いに言われたとき、「わお、そりゃいいや」って思っちゃって。

　その言葉どおり、ゾンビ使いのことをほったらかしにしといちゃってさ。




『君がここにいてくれてよかったっていつも思うんだ。本当にありがとね、クックロビン』




　──ええ、ええ。胸が痛みましたわよ。あの一言。

　いてくれてよかったなんて。今までかけられた中で最高の褒め言葉でしたわ。




「ハチコー。……これ」

　胸の間にしまっておいたフラッシュメモリを取り出して、影に差しだした。

　見通せない影はそれを受け取ってくれない。じっと黙して、やがて彼の口調でたいそうなお言葉を紡ぎ始めた。

　それは死にいくアタシを送る言葉。

「俺はお前の《敵》を殺しにいく。お前のような犯罪者の道具になる子供が生まれないように、お前のために、この世のクズどもを一掃してきてやるから」

「…………」

　──うわぁ。

　ぶっちゃけひくわ。

「……あのねぇ……。アタシがそんな綺き麗れいごと聞いて、喜ぶと思ってんの……？」

　ダメだ。やっぱりアタシ、コイツのこと嫌い。

「アタシはねぇ……自分の人生、捨てたもんじゃなかったって、思ってんの……組織のみんなは、それでも、アタシの《家族》だったし。ロルゲじゃネコにも、ヴォルフにも、いろんなハッカーにも会えて、役に立てて嬉しかったんだから、ね？」

　アタシの声に、黒い影が少し震えたように見えた。

「アタシのかけがえのない一生、否定しないで。『いてくれてよかった』って言ってくれたの、アンタじゃないのよ」

　震える影は大人じゃなかった。迷子になった子供みたいで。

「じゃあ。それじゃあ僕は……どうやって君たちの味方になればいい……？」

「……」かわいそうな迷子の問いかけを。「ハ」アタシは、（笑わら）ってやった。

「無理でしょ。アンタ、日向者だもん。正義の味方だもん」

「──……」

「諦めなさい」

　誰もが誰かの敵で。誰もが誰かの味方。アタシはロルゲでそう学んだ。

《みんなの味方》になんてなれない。誰だって《誰かの敵》になるしかない。

　世の中ってそういう風にできてる。

　行き場を失なくしたフラッシュメモリはお腹なかの上に乗せておくことにした。

　万が一のときに、こいつがすぐ持っていけるように。

「じゃ……アタシ逝くわ。君に殺されても、ヴォルフを気持ちよくできないんじゃ、悔しいから……自分の手で」

　自分の右手首を摑つかんだ。そこにいる燕つばめを抱きしめた。

　今こそ使おう。

　組織のみんなやきょうだいたちはサツにとっ捕まる前にそれを使ったっていうのに、弱虫のアタシだけがずっと使えずに牢ろう獄ごくの中で持て余していた、組織のけじめを。

　端末に既定のコマンドを打ちこんだ。

　残るは声紋認証。

　アタシの声で、それを歌うだけ。

「クックロビン──」

「最終勝利おめでとう」

　我ながら皮肉としか思えない名ハンネを祝福で上書きして。

　アタシは歌って、最高に楽しかった人生に幕を下ろした。

「Who誰が_Killed殺した_Cockrobinクツクロビン──?」
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　心臓に埋め込まれた燕が、アタシの魂をさらって消えた。
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「──何」

　キャンピングカーの前。ラップトップをいじる私のことをハチコーが見つめていた。

「えっ、あっ、いや……特にこれといって用事があるわけじゃ、ないんだけど……」

「噓うそ。見てた。ずっと」

　気付いていて今までずっと声をかけずにいたのは、ゾンビロル駆除ガジェットのソフトウェア部分をさっさと完成させてしまいたかったからってだけ。

　出力コンパイルを行っているあいだ暇が出来たのでいい加減真意を問いたくなった。

　せわしなく泳ぐその目が、時折私の《何か》に視線を送ってくる。

　私のひたいに留められた銀のネクタイピンだった。

「っ」とっさにそれを手で覆い隠す。

　こんなもの、今まで何度も捨ててしまおうと思った。

　捨てられなかった。捨てられずにポケットに忍ばせておいて、そのうち伸びすぎた前髪がうざったくなりだして、結局、またつけた。

　ピンを隠した手を動かせない。

　このままこの場で外して捨ててやろうか。

　いや。そんなことしたら、かえって恥ずかしがってると思われるかも。

　覆い隠す手の下からハチコーの顔を覗のぞき見みた。

　無表情。じっと、何かを考え込んでいる顔だった。

　私が見つめていることに気が付くと、ハチコーは「あ」と声をあげた。

　それから無理矢理笑ってみせる。向こうも何かをごまかすみたいに。

「そ、そのタイピン……ずっとつけていてくれてるんだね。でも、それ重たいでしょ。テイルかラパンに言えば、ちゃんとしたヘアピン貸してもらえるんじゃないかな？」

　目を逸そらした。ピンを隠すための手で、ピンを強く握りこんだ。

「いい」

「いいの？」

　頷うなずいた。

　ハチコーはようやく自然な笑みをみせる。

「そっか。気にいってくれてるならいいんだ。見慣れるとなかなか可愛かわいいしね、それ」

「るさい」

「はは」

　殴ってやりたい。

　でも殴らずにラップトップへと向き直ったのは、ちょうどそのタイミングでコンパイルが終わったことと、まだ痛む足を動かしたくなかったということと。

　その笑顔の中に見通せない、見通してはいけない何かを感知したからかもしれない。

　それがなんだったのか、今となってはもうわからないけれど。




『一緒にやろう、ネコ』

　血に濡ぬれたナイフを提げ持って笑っていた。

　返り血を全身に浴びて優しく微笑ほほえんでいた。

　それは私の知らない誰かだった。




　私の知ってる彼はもういない。

　他人を殺して、自分自身をも、殺してしまったから。

























　ヒトと機械は繫つながれた。

　二値は有機に訳されて開かれた孔ポートに流し込まれる。

　有は《ｌ》に。無は《ｏ》に。

　招かれざる嗤い声ｌｏｌは無数の細胞に受容され、ヒトを狂わせる。




　脳は仕組みだけ用意して、いずれそのシグナルが来るのを待っていた。




　きっと、人類がまだ動物だった頃から。
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　眼前で白色が爆はぜる。

　意識は唐突に再起動した。

　ずっと黒だった意識の電源を外側からＯＮにされたみたいに。

　そのイメージ通り、私は眠りについていたわけではなさそうだった。

　真っ白い部屋の真ん中に立っていた。

　天井はどこまで高いのかわからず、四方の壁は近いのか遠いのか判然としない。

　白い世界に黒い筋がかかる。自分の前髪が零こぼれ落おちてきたのだとわかった。

　手で触れてかきあげる。そうして、そこにタイピンがないことに気付く。

　私の身体からだは世界と同じく白い色をしていた。

　かろうじて服としての体裁を保っただけの白い布を着せられていた。

　──着せられていた。

　──誰に？

　現在地と自分の状況。あれから何が起きたのか。

　手がかりを求めて測量不能の世界を見回した。

　背後。今の私と同じように、白い世界に溶けていきそうな白装束が立っていた。

　白衣の男、だった。いつかその人工の目を頭蓋ごと吹き飛ばしてやった青年。

　──ゾンビ使い。

「……！」裸足はだしで一歩後退した。「んで……なんで、あんた……」

　青年が私を指さした。

　指を下方へ振り落とす。すると私の身体は、その場にぺたんと腰をつく。

「──え」

　足に力が入らない。立ちあがれない。

　青年は下ろした指をそのままにし続ける。そうすることで、まるで私に重力をかけ続けているみたいだった。

　これはこいつの放ったロルのせい？

　なら、今すぐ反撃を。

　私のラップトップはどこに？




『あなたのロルゲは終了しました。子ね籠ごめジュン』




　誰かの声が告げる。その誰かはどこにもいない。

　女の声は、ゾンビ使いが紡いだものでもなさそうだった。

　声は正面から聞こえるようにも、背後から聞こえるようにも、空から降ってくるようにも頭の中に直接響いているようにも聞こえる。

『あなたのロルゲは終了しました。不本意ながら、あなたの《途中退場》という形で』

　どこかで聞いた覚えのある声だと思ったら、それは私自身の声をしていた。

　私が正常な脳をしていたとしたら、こんな風に滔とう々とうと話せたのだろうという声。

「だ、れ」

　誰すい何かに応じて、ゾンビ使いの傍らに《何か》が出現する。

　大気中の粒子を寄せ集めて、あるいは私の脳の中に虚像を結ぶように現れた。

　黒い少女。

　今の私とは対照的な、白の世界に背く真っ黒な少女。

　その姿の一片すら、見たこともない知らない存在なのに。

『子籠ジュン。ロル開発者』

　向こうは私のすべてを見通していた。

『残念です。あなたを害悪から引き離すためのやむを得ない処置とはいえ、最後はワタシ自らの手であなたを退場させることになるとは。

　あなたの完璧な勝利でロルゲを終えることが、このフェーズの目標だったのですが』

「っ……、……？」

『あなたにはリセットをかけるまえに聞いておかなければならないことがあります』

　少女が動き出す。

　喪服のような黒い紗しやの衣きぬ擦ずれで私の耳をくすぐりながら、動けない私の前に膝をついた。

『ゲーム終盤のあなたの行動は極めて不可解なものでした。９月25日20時47分10秒、あなたは《八やつ目め光こう賢けんが殺される》という未来に過度に恐怖し、同21時24分57秒《八目光賢が殺される前に殺す》という行動に出た。それら行動の理由は何ですか？』

　真っ黒い瞳の瞳孔は、まるでそこだけがガラスで出来ているかのように無色透明で。

　目の前の不自然さを拭いされないまま、私は思考し、告げられた言葉とこの状況を交互に思い返していった。

　最初に喉から漏れたのは、疑問。

「ロル、ゲ。おわ、た……？」

　──ロルゲが終わった。

　──私の敗北で？
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「なに、それ」

　疑問が分裂増殖して脳を埋め尽くした。

「敗北、死……。ない。死んで、ない。どこ、ここ。何、あんた、たち」

　再起動する直前の記憶を復元する。見えてきたのは私の名を呼ぶ彼の口元。

「ハチ──ハチ、は。どうし、て。あれ、から、何──、……っ！」

　言葉が躓つまずいて脳が転ぶ。絡まった言語処理を解くために口を押さえて制止する。

　対象は表情を一切変えず瞬まばたきすらしないで立ち上がり、後ろに控える青年を見つめた。

　青年は何も言わないのに、黒い少女は。

『──ええ。あなたの言う通りです』青年に向かって答えた。『彼女が苦手とする対話を試みるよりも、セーフモードで感情を抑制し事実のみを抽出するほうが効率的と言えるでしょう。ただ、彼女からあの害悪と同じ手段で事実を抽出したとき、彼女の脳で何が起こるのかという観測も兼ねたいのです』

　青年が無言のままにかけたらしい声を、バイザーに浮かぶ赤い波が揺れて代替した。

『……理解できないかどうかも含めて見極めたいのです』

　話は済んだのか、少女は再び私に作り物のような目を向けた。

『子籠ジュン。あなたの質問には答えましょう。その代わりに、あなたにも後ほどワタシの質問に答えていただきます』

　再び言葉を紡げそうなまでに回復したところで、応じる。

「……約束、しない」

『合意形成は不要です』

[image: ]

　癪しやくに障る言葉をなんとか嚥えん下かして、相手の出方を窺うかがった。

『ロルゲの終了について回答します。ロルゲは２０４０年10月１日午前６時30分０秒、あなたを含む９９９名の死亡をもって確かに終了しました。最終勝利者はハッカーネーム《ｗｏｌｆ》。本名、堤つつみ洸こう介すけ』

　──ヴォルフ？

　本名、と定義された名には聞き覚えがない。

『ですがそれは、殺人ゲームとしてのロルゲの結果にすぎません。

　あなたが知る由もないでしょうが、ロルゲには別の意義がある』

「別、の？」

　聞く前から胸騒ぎを覚えた。

　同時に、《ロルゲの意義》なるものを語り聞かせようとしているこの少女の正体に心当たりをつけはじめていた。




　──本当にいるの、そんなやつ。




　存在しないのかもなんて思っていた。

　そう思わせるくらい誰よりも暗闇に溶けきっていたそいつは、最後の最後に蟻ありの巣中の暗闇を寄せ集めて私の前に顕現していた。

　そうして、耳を塞ぎたくなるような事実を語りだした。

『このロルゲはあなたのためのものです。子籠ジュン。

　あなたを、ひいてはあなたのその特殊な脳を、ヒトの臨界へと導くための』








>>2 neko ????/??/?? ??:??　@　Area: ???? ■






　目の前の黒い塊が何かしゃべっている。

『子籠ジュン。このロルゲは最初からあなたのために催されたものです。あなたが自由にロルを使い、ロルを扱うため技能スキルを高め、そしてその脳に宿る賢人サヴアン症候群──ワタシが《ニューロトランスクライバ》と呼ぶ機能を、ヒトの臨界まで至らしめること。それがロルゲの真の最終目標。

　いわばロルゲとは、あなたを本番環境で正常に動作させるための事前試用、テスト環境といったところでしょうか』

「テス、ト……？」

『シナプスを巡る神経伝達物質を認識し、相互翻訳を可能とするニューロトランスクライバ。あなたはその脳機能障害の恩恵によってロルを、ひいてはそれを生み出す翻訳機コンパイラの開発に成功し、同時に、古来より全人類のヒト脳に隠され続けていた仕様を見み出いだした。

　仮に《ロル受容体》と呼称するそれを見つけたあなたの功績は大きい。そのあなた自身が、脆ぜい弱じやくなヒトであることがもったいないほどに』

　視界の定まらない私を置いて塊はしゃべり続ける。

『賢人症候群サヴアンと引き換えに負わされた先天的言語障害、そのトラウマから発生した《臆病》という負の性質のせいで、あなたは長くロルを扱うことを躊躇ためらっていた。外であなたの《敵》であった少年を近くに置いて、彼があなたを攻撃するように武器を持たせ、導いて──それでようやくあなたは動いてくれましたね？』

　あの日を思い出した。

　暗い蟻の巣で目覚めたこと。

　どこからか私に攻撃する手段を手に入れてきたあいつを、暗闇で撃ち殺したこと。

　ここに集められた９９９人のハッカーたちを、キモいとすら思った呪わしい気持ち。

『それからは順調にロルを使うようになってくれました。いくつものロルを自作し、その応用を創出し、翻訳機コンパイラが機能しない状態下においては意識的に神経伝達物質翻訳ニユートランスクライブを行うことも確認された。臨界は現実味を帯びた。なのに、あなたはあの《害悪》の影響で──』

　葬式板が脳裏に浮かんだ。

　電子の墓標。

　どんなハッカーでも平凡な名を持つと知らされる場所。

　白々しい《ご冥福をお祈りします》。
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　私のために死んだ？




「ッ──!!」

　呪いか悲ひ愴そうか憤怒かわからない感情を、黒い塊を摑つかもうと振るった腕にこめた。

　腕は塊をすりぬけていき、バランスを崩した私はあっけなく床へと倒れこむ。

『接触は不能です。ワタシはあなたの脳の中にいます』

　起き上がれない。ゾンビ使いの青年が下げた手で私を地に押さえつけている。

　首だけをなんとか動かして、黒い塊ではなく、再び少女の姿に見えるようになってきた対象を睨にらみ上げた。

「ＡＩ……？」

『現人類に伝わる定義として相当な呼称と判断します』

　その言葉は言外に、こいつがそれ以上の《何か》であることを匂わせる。

「どこの、だれ、の」

『製造元は提示できません。その情報は削除されています』

「じゃあ。なんで……。……」

『質問の全文を告げてください』

　丁重な催促に、躊躇ためらう心を横へやった。

「なんで。こと。こんなこと」

『互いの利益のためです』

　──利益？

『あなたはロルを使って《敵》を撃ち殺したい。ワタシはロルを生み出し育んだあなたの脳をヒトの臨界まで至らしめたい。

　互いの意思を因子として起きうる結末は同一です。大であれ小であれ、世界に《テクノハザード》を引き起こすこと』

　──技術災害テクノハザード。

[image: ]

「……たし、私は、そんな、こと」

『望まなくともそうなることくらい、あなたにも予測できるはずです。照準は全方位。軽いトリガー。手軽な殺人兵器としてのロルは瞬く間に蔓まん延えんし、やがて世界にはあなたの手にも負いきれないパンデミックが起こる。

　いつか見せたでしょう。その可能性の風景を』

　いつか見た、見せられた惨状を思い出していた。

　可能性の風景。あれを見せたのも。

『やはり、あなたはあの風景にも怯おびえていたのですね』

　感情というものが希薄なＡＩが、そこで初めてわずかに感情らしき欠片かけらを見せた。

　硬質なまつ毛を伏せる。落胆の顔。

『不合理なものです。その気になれば人類すべてを滅ぼすことも洗脳することも可能にする究極の脳が、《臆病》などという修復不可能な不具合を孕はらむとは』

　長く垂れる黒い紗しやを翻し、少女は私から離れて歩いていく。

　向かう先は測量不能な部屋の中央と思おぼしき場所。少女はそこで立ち止まると、白い部屋の反射光さえ介さない漆黒の手を床へとかざした。

　手を触れることなく、そこから何かを引っ張りあげてくる。

　円形に切り取られた床が、その手を追いかけてせりあがってきた。

　引き上げられたのは少女の腰の高さほどのガラスの円柱。水槽のようにも見える。

　そこにどんな魚が泳いでいるのか、ここからでは少女の陰になってよく見えない。

『あなたはこれからも、あらゆる場面でロルを使うことを躊躇うでしょう。それは今回のロルゲの結果でよくわかりました。あなたはワタシの予測を遥はるかに超えて脆弱だった。

　──ですから』

　すべてを透過する黒い手が、水槽のガラスもすりぬけて中へと侵入する。

　それを見た途端、だった。言い様もない不快感が私を襲い、胃からよくないものが駆けあがってくる。

「──!!」

　口を押さえ喉を塞ぎ、もともとうずくまっていた身体からだを更に小さくする。

　考えられないくらい制御不能に陥った身体は、情けない嘔おう吐とには耐える代わりに涙をこぼし始める。少女は続けた。

『あなたにはもう一度ロルゲを戦っていただきます。臆病は理解した上で。ヒトらしく、トライアンドエラーという非効率的な手順によって脳機能を高めていただくために』

　休みない嘔吐感を抑えながら、それが聞き間違いでないことを確かめた。

　もう一度ロルゲを。

　少女は確かにそう言った。

「……い、や」

　厭いやだ。

「いや、そんな、の」

『あなたに拒否権はありません』

「ざけんな！　っ……」

　叫ぶのも話すのも辛つらい。けれど喰くいかかる。

「そん、なの。どう、やって」

　ロルゲは終わった。ヴォルフの勝利で。私の敗北で。

「たし、私、は、死んだ……さっき、そう言って……！」

『先ほどもお伝え通り、それは殺人ゲームとしてのロルゲの結果にすぎません。あなたが死んだかどうか。その質問への回答は、どのような状態をもって《死》と定義するかによって変動します』

　少女は水槽の中の手をゆらゆらと揺らしながら答えた。

『人体がその意識活動を永久に停止することを《死》と定義するのであれば、あなたはまだ死んでいません。あなたの意識がここまで連続していることが、そのなによりの証左でしょう』

　──私はまだ死んでない？

「でも。私、は、確かに」

『あなたが「自分が死んだ」と認識することを《死》と定義するのであれば』水槽からその手が引き抜かれる。『あなたはもう３回死んでいることになりますね？』

「っ……？」

『思いだせますか。あなたが過去３回、自分が死んだと認識したときのことを』

　不快感が和らぎ消えていた。

　苦痛から解放された意識が、最新の記憶順に海馬を手探る。

　水槽の中で気泡が立つ。




　彼の手の中で見えない攻撃ロルを受けたとき。

　燃え立つ炎の中で、『殺せ』と言われたあのとき。

　そして──もう忘れかけていたけれど。

　はじまりの日。あいつのお手軽インスタントな攻撃に撃ち抜かれてしまった、あのとき。




『もう一つだけ、あなたの３度の死を肯定することのできる《死》の定義があります』

　黒い少女が一歩退く。

　水槽の中で泳ぐ魚の姿が、まだぼんやりとだけど、次第に見えるようになってくる。

『それは肉体の停止を《死》とする場合。その場合、あなたは過去３度死に、３度肉体を失っている。それでも《意識の連続性》という定義のもとあなたの死が肯定されないのは、私があなたの意識を肉体から隔離し保護しているから』

　水槽の内部を完全に見通す。

　先ほどまで、少女がその手でじかに触れて、撫なでていたナニカ。

　無色透明の液体に泳ぐそれは淡いピンク色の塊。




　ヒト脳。




「────」

　怖おぞ気けがかけあがる。

　なぜか、口角が上がり笑いが込み上げた。

　理解してもいないのに、三文ＳＦみたいな馬鹿な想像が脳をよぎる。

　──脳。

　そう。私の脳に。私だけの脳に。

　ココに入っているはずの脳に!!

『機能向上のためとはいえ、いずれ臨界へ至らしめたい貴重な脳をみすみす死地へ送ってしまっては元も子もありません。あなたの脳はここに来たそのときから肉体とは切り離しておきました。今のその身体は、彼があなたの細胞を培養して作成した代替品です』

　少女が視線を送った先には、物言わぬ青年がいた。

『あなたが過去に３回死亡した際、彼はあなたに勘付かれないよう、死ぬ直前のあなたの身体の状態、頭髪、服装、すべてを精巧に再現して蟻ありの巣へと返していました。誰もあなたの肉体的な死に気付けなかった。あなた自身ですらも』

　青年は白衣のポケットに手を差し入れた。

　ジャラジャラと金属の音が立つ。青年が手を開いて、私にそれを見せた。

　大きな手から零こぼれ落ちんばかりの、大量の銀のタイピン。

　いつか私があいつからもらったたったひとつの贈り物。それがたくさん。

「────」

　複製コピーされた無数のタイピンが落ち、けたたましい金属音を鳴らして散らばる。

　私に現実を見せつけるように佇たたずむこの男のことを、私もハチコーもこう呼んでいた。

　×××使いと。

「……ゾン、ビ」

　震えてしょうがない偽物の両手のことをそう定義した途端、止めようもない嘔吐感が込み上げて、今度は耐え切れずに吐いた。

　上ってきたのは酸っぱい胃液だけ。

　差し替えられたばかりの新品には、まだ何も収められてはいないということらしい。

『あなたのその状態を《ゾンビ》と呼称するかどうか。それもまた定義によるところでしょう。ですがあなたがたがゾンビ使いと呼んでいた彼が、現に今あなたの肉体を掌握している事実を鑑みれば、あなたは彼の傀かい儡らいともゾンビとも呼べるのでしょうね』

「っ──……」

『その身体の中にある脳は、ここにある本物オリジナルにマウントされた形だけの臓器です。あなたの本当の脳は私の保護下にあり、その脳を取り出した本物の肉体はすでに廃棄しました』

「はい、き」

　──それじゃあ。

『よって、肉体の停止を死の定義とする場合、あなたはもうとっくに死んでいるということになります』




　──私はロルゲが始まったその瞬間から、もう死んでいたっていうの？




「噓うそ!!」

　そんなの信じられない。

　信じない。そう決めた途端思考は巡り想像が生まれる。気泡が立つ。

　そこにあるのはただの作り物の脳で、こいつらは私に作り話を吹き込んでいるだけ。

　気泡が立つ。泳ぐ脳が脈打つ。

『証拠を提示しますか？　先ほどもすでに同じことを試行しましたが』

　黒い手が水槽を透過して、その脳に触れ、優しく撫でた。

　私の脳を、その手で直接。
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　もともと色のなかった世界が、これ以上なにをどう引き算したらそうなるのかってくらい色彩を失っていく。

　嘔吐し続けることに疲れた偽物の身体をほうりなげて、その身体が遠い脳に異様に惹ひきつけられているのをぼんやりと感覚していた。

　私の脳。

　普通に生きていたら一生見ることのできない、私という意識を作る場所。

　私という意識の、この絶望の本当の在あり処か。

「────」

　遠い。

　たった数メートル先の脳。

　涙が出るほど遠すぎた。




『質問にはすべて答えました』

　××の言葉は遠い脳を擦過していく。

『改めてこちらの質問にも答えていただきます。子籠ジュン。ゲーム終盤のあなたの行動は極めて不可解なものでした。９月25日20時47分10秒、あなたは《八目光賢が殺される》という未来に過度に恐怖し、同21時24分57秒《八目光賢が殺される前に殺す》という行動に出た。それら行動の理由は何ですか？』

　一字一句違たがわず紡がれる問いかけも、遠い脳の中で意味をもたない。

　それはただの音。雑音。




　遠い脳が遠い日の記憶を見ていた。

　ロルゲが始まった日。正義の味方面したあいつを葬った瞬間。

　私の恨みを取り戻すと誓った空の暗闇。

　私をストーカーし続けた上に、一方的な契約を提示してきたうるさいトリの声。

　ヴォルフを探し続けた日々。

　彼と彼を見つけた日。




「……ハチ……、……ルフ……」

　気泡が二つ。二人分の想おもいが水面に浮かぶ。

「ハチ、と、ヴォル、フ、は……？」

　疲れ切った私の脳は、その問いに答えるべき××が今どこにいるのかも、今どんな顔をしているのかも認識していない。

『……堤洸介。いえ、ハッカー《ｗｏｌｆ》と《名無し》の人格融合体は、旧ロルゲ会場、あなた方が《蟻の巣》と呼んでいたあの場所にしばらく封じておきます。次回ロルゲの参加者として流用することも考えましたが、アレはあなたの脳に作用し目的意識を多分に削そぐ害悪ウイルスの疑いがかけられています。これ以上あなたとの接触を許すわけにはいかない』

「封じて、って……？」

『場合によっては永遠に放置するかもしれません』

「ッ──!!」

　ようやく起き上がる気を育てた私を見えない力が押さえつけ床へ叩たたきつける。

　××はそんな私に嘆息のようなものと、気の遠くなるような決定を下した。

『子籠ジュン。あなたには引き続き第二回ロルゲを戦っていただきます。得られた技能スキルと脳機能のみを引き継ぎ、それ以外の不必要な記憶をすべてリセットして。

　新たな９９９名を招致したら、新たなる蟻の巣でゲームを始めましょう。今度こそ、あなたが女王蟻となることを願って』

　衣擦れの音。それを実際に聞いているのは遠い脳のほう。

　××が私の目の前に舞い戻る。膝をつき、実体のない手で私の頰ほおに触れる。

『安心してください。この会話記憶も抹消しておきます。あなたははじまりの日に戻り、また殺される前に殺せばいいのです。その脳がヒトの臨界に達するまで、私は何度でもロルゲを主催しましょう。そしてそのときが来たら、』

　悪×は笑わない。

　感情なんて余計な機能はＡＩである×魔には搭載されていない。

　けれど悪魔は、言葉で嗤わらっていた。

『あなたの脳をワタシにください。

　ヒトの臨界を超えたらその先はワタシＡＩが預かります。ワタシ自身と共にその脳をアップデートし続け、いずれワタシは人類には永遠に解明できないシステムとなり、滅ぼします。




　──いずれ緩やかな死を迎える、この愚かな人の世を：）』
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　外側から電源をＯＦＦにされた。

　私の意識はまた黒に沈む。

　死んだような気分になった。




　死、だって（笑）

　そんなもの、もうとっくのとうに味わっていたっていうのに。




　殺される前に殺す（笑）

　死んでやるかよ（笑）




　笑える。

　本当に。




　誰もいない黒の中で。

　誰も私を見通してくれない暗闇の中で。

　たったひとりで笑い続けた。
















　私の意識は、外側の誰かの都合でＯＮ／ＯＦＦされる。

　今度はまたＯＮ。抗あらがう術すべもなく開かされた目に白光は飛び込んでこなかった。




　瞼まぶたを開けても世界は暗い。

　私の背後から照る青白い光源がうっすらとあたりを照らしているだけだった。

　目に映ったのは床と、投げ出された私の素足と、その足に向かって伸ばされる誰かの手。

「……？」

　誰かの手が続く先をぼんやりと視認する。

　ぼろぼろのシャツを着た両腕。針のような黒い髪。起動したてで動きの鈍いシナプスがようやく働きはじめ、そこに俯うつぶせに倒れている人が誰なのかを思い出させた。

「起動完了」

　その手が力尽き小さな端末を零こぼれさせ、聴覚が捉えた低い声に私は両目を見開いた。

「探したぜ、ネコ。こんなとこに隠れてたのかよ……」

「……ヴォル、フ……？」

　名で定義しても信じられなくて、私は立ちあがり彼の耳元に膝をついた。

　何度見ても間違いなかった。ヴォルフ、だった。

「なん、で」

　──なんで。どうして彼がここに？




　殺人ゲームとしてのロルゲ。

　その最終勝利者の末路を悪魔はなんと語ったか。




　以前よりくたびれたように見えるシャツの背に触れようとすると、彼は首を動かしその顔を私に晒さらした。

　思わず息を詰めた。その姿は私の中にある彼の印象とだいぶ違っていたから。

　肌は疲れ切った土気色。

　いつも三日月を浮かべる口元は弛し緩かんして力がない。

　頰ほおは頰骨がうっすらと影を落とすほどに瘦せこけていた。

　眼光の宿らない昏くらい目が私をぼんやりと映す。

「たく……死んだ連中も、トリ女も、お前もＤａｅｍｏｎも……俺を残して、蟻ありの巣から消きえ失うせやがって……こっちは蟻の子一匹いねぇ蟻の巣ん中で、トリ女から教わった裏口バツクドアこじ開けんのに２週間……そっからクソ長ぇ通路使って……結局１か月だぞ……危うく冬がきちまうところだったじゃねぇかよ……、ッ……！」

　渇ききった喉が詰まったのか身体からだを折ってしたたかむせた。

　やがて苦痛を嚥えん下かして、余裕なく笑う。

「まぁいいか……Ｄａｅｍｏｎの野郎は、電源ごと、停止してやったし……これで、お前とゆっくり……過ごせる」

　腕を突っ立てて上体を起こす間にも、好よくない汗の雫しずくが床を打った。

「ッ……、にしてもお前……ちょっと見ねぇうちに面白いコトになってんじゃねぇか」

「え……？」

「偽物の服を着ていた頃よりそっちのほうがずっといい。俺好みだよ」

　彼は私のことなんてまるで見もせず、青白い光源に向かって優しい目を向けている。私は彼が愛いとおしげに見つめる光が何なのか確かめた。

　青い水槽があった。

　ごぼごぼと気泡の立つ水中から。




　脳わたしが肉体わたしを見ていた。




　激しく泡立つ気泡が脳わたしを隠した。

「ぃぁッ────────!!!!!!」絶叫した。

　思い出してしまった。偽物の脳しか入っていない頭を抱え新しく着せられた肉体の両耳を塞いだ。

「ぃあ……ぃあ、いあ、いや、いや、嫌あ!!」

　見たくない見たくない見たくない。

　今すぐ電源をＯＦＦにして。こんな現実もう見せないで！

「ハ──」彼は私の絶望を鼻で嗤いながら立ち上がった。「どういう仕組みで動いてんのかずっと気になってはいたが……なるほど、倫理観やら人道的思想なんてもんは外の犬どもに食わせておけば、こういう合理的な方法にもなるか」

　塞いだ耳に届いた独り言を聞き流すことができない。

「……知って、たの……？」

「灰にしてやった死体が完全な形で復元するわけねぇだろ？」

　炎の記憶を思い出した。

　あれは夢なんかじゃなかった。今はもう灰と化した肉体が、確かに経験したこと。

「何か裏があるとは思ってたさ。当の本人であるお前すら知らないブッ飛んだ事実がな。

　よかったじゃねぇかよ、ネコ。お前の肉体からだは代えが利くってコトだ。そこにある本物の脳が持続する限り、お前は死なない」

「っ……ちが……」違う。違うの。「たし、わたしは、死んで」

　私はもう死んでいたの。

　あなたに初めて顔を見せたときにはもう。

「違う。お前は死んでない」

「ちがっ……！」




「お前は死ねないんだよ。もう一生な」




　──喉をくっくと震わすだけの音のない笑いが立つ。

　不可聴の嗤いに導かれて俯うつむかせた顔を上げると、そこに、三日月が浮かんでいた。

　音のない嗤いは哄こう笑しようへと変わる。哄笑は見通せない天井で反響し分裂し、無数の爆笑となって私に降り注ぐ。

　今更無意味な生存本能が警鐘を鳴らした。

「最ッ高じゃねぇかよ!!」
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「お前は死ねない。その肉体をロルで撃とうが焼こうが毒を盛ろうが殴り殺そうが首を絞めようがへし折ろうが斬り落とそうがお前という生き物は永遠に死ぬことがない。何度だって殺せる。殺しても殺しても殺しても殺しても殺しても殺しても殺しても殺しても殺しても────何度だって生き返ってくれる!!」

　狂いきった三日月。そこから何かが降って落ちてくる。

　私の膝の前を滑ったそれは、重たくて黒い鉄の塊。

　本物の拳銃。

「俺と殺しあえよ、ネコ」

　彼の手の中でそれとまったく同じモノがガチャリと音を立てた。銃口が差し向けられ、トリガーに指がかかった。

「そのカラダで一生俺の相手をしろ。何度でも殺されて、俺を満足させ続けろよ──！」
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　いつか、彼は自分のことをこう語っていた。

『俺というＯＳには《殺意》しかない』

『俺は他人ひとを殺すことでしか気持ちよくなれない。死んだＯＳが俺をそういうふうにプログラムした』




　気泡が騒ぐ。脳が揺れている。

　私に鋼鉄の銃口を向ける彼は、殺人衝動。

　もう一人の姿の片へん鱗りんはない。

「銃を取れよ。使えないなんて言わせねぇぞ」

　目の前に横たわる鉄塊。本物の拳銃。人類が争いの末に作りだしたその《兵器》は、とてつもない重厚感と冷たい畏怖を纏まとって青白い床に沈んでいた。

　私のガジェットなんて所詮玩具おもちやだった。そう思い知らされた。

「お前のそれには９発入ってる。替えはやらねぇよ。お前は死なないが、俺には死ぬってハンデがあるんだからいいよな？」

　ヴォルフは懐から取り出した弾倉を私に見せつけるみたいに銃に仕込んでみせた。

「わかってると思うがロルは使えねーぞ。この《裏方バツクヤード》の電源はお前を動かすためのシステムにまわすもの以外全部切らせてもらった。クソＤａｅｍｏｎの邪魔立てが入っても困るんでな──」

「なん、で」疑問が口をついて出た。「なん、で、こんな、こと」

「俺には殺人欲求しかない」

　三日月が膨らんだ。

「もう１か月間誰なにも食ってねぇんだ──死ぬほど飢えてる」

　銃声。私の膝のすぐ前に銃弾がめりこみ煙があがった。

「ッ……!!」

　続けざまに一発。私は後あと退ずさり、たまらずその場から走り出した。

　耳元で風切り音が立つ。投げつけられた拳銃が私を追い越して、開かれた扉の横にぶつかり地に落ちた。

「忘れんなよ。ここではそれしかお前の命を守ってくれねぇぞ」

　嗤わらって銃口を向けてくる彼と落ちた拳銃を交互に見つめるけれど、再び銃声が響いたときそれを迷わず拾い上げていた。




　鉄塊を抱えて躍り出た通路は真っ暗だった。

　壁に埋め込まれた線状の光と白い壁のおかげでぼんやりと空間の形状をつかめる程度。このわずらわしい暗さは、はじまりの日の蟻の巣を思い出させる。

　あの日と同じような場所を逃げまわっている私。

　抱えているのは機械の箱ではなく本物の拳銃。

　敵意と殺意に怯おびえているのは、あの時と同じ。

　耳元を弾丸が擦過していく。黒髪が数本宙に散った。

　振り返る。遠い闇の向こうで続けざまに火が爆はぜ、弾丸は私をかすめて闇の中へ消えて行く。逃げ込む曲がり角を探しては飛び込み、探しては飛び込み続けた。

　飛び去る弾丸と追いかけてくる殺意に肌が粟あわ立だつ。血液が冷えていく。

　視界の端で赤い飛沫しぶきが跳ねる。一発の銃弾が肩を掠かすめ肉を切り取っていった。

「ぁッ────!!」

　焼けつくような痛みが脳を支配し倒れ込んだ。

　拳銃が床を滑って遠ざかる。その間にも発砲は止やまず、私の足を、腕を、頰ほおを狙って無数に放たれた。

　起きなきゃ。逃げなきゃ。

　殺される。

　熱い血の浸しみる肩を押さえ立ちあがり、拳銃を手に次の曲がり角へ身を隠そうとして──そこで何かに蹴つまずいた。

　視線を下ろす。床に落ちていたのは切り裂かれた白衣。

　それを着た男のバラバラ死体。

「そいつをよく見てみろよ」

　悲鳴をあげかけた私に暗闇から声が投げられる。

　曲がり角の向こうで革靴が立ち止まる気配。彼は私が目を離せなくなっているモノがなんなのかわかっているようだった。

「断面のところどころが肉じゃねぇ。機械だ。脳ソフトウエアはＤａｅｍｏｎシステムの一部を間借りして動いてるらしい。そいつは単なる《物》だよ」

　安物のフィギュアみたいにバラバラにされた死体の断面には、銀色や赤や青などの人工物の色が垣かい間ま見みえた。

「がっかりしたぜ。《物》を壊したって何の面おも白しろ味みもない。退屈すぎて八つ裂きにしてやっても足りなかった。……やっぱ殺すからには血が噴き出さねぇと」

　私の傷口からは彼の悦に足る赤い蜜が滴り続けている。隠すように手で押さえこんでもう一度逃げだそうとした。

　逃げなきゃ殺されるから。

「──……」足が止まった。

　──殺される？

　──私はもう死んでいるのに？

「少しは殺ヤる気になったか？　せっかく死なない身体を手に入れたんだ。多少不格好でもいいから俺に向かってこいよ」

　──死なない。

　──死ねない。

　──死んだ？

　重なりあってもつれあって、いったいどれが私の本当なのかわからなくなってくる。

　確かなのはあの日と変わらず『死にたくない』と強く強く願っていること。

　機械仕掛けのバラバラ死体に、未来の自分の姿を重ねているということ。

　暗闇から向けられる殺意に壊れそうなくらい怯えているということ。

「死にたくないなら殺される前に殺せばいい」

　──殺される前に殺す。

　──当然の生存本能。

「そう考えることは間違いじゃない。どっかの誰かが言った言葉なんて気にするな。殺しまくれ。敵を残らず殺してお前は生きろ。殺して生きろ!!」

　銃弾が背後を過ぎ、私は壊れた機械を踏み越え壁伝いに逃げ出した。

　灰色の床に黒い血が滴って落ちる。押さえた傷口はどこまでも熱く身体はどこまでも冷たかった。呼吸までもがマイナス１００度の極寒の中にいるように震え、遠い脳が記憶に貼りついて剝はがれないその言葉を繰り返す。

　殺される前に殺す。当然の生存本能。




『人殺しは、いけない。人を殺した瞬間、自分の心すら殺してしまうから』




「他人を殺すと自分をも殺す？　んなわけあるかよ」

　あのときと同じ口、同じ声で、歩く殺人衝動はその言葉を（笑わら）った。

「相手を殺したからこそ自分は生き続けられるんだよ。それで生きていられない奴はただの臆病者だ。殺して生きられない弱い人間だ。この身体からだの中で死んでるアイツもそうだ──だがお前は違うよな？　ネコ」

「────」

「違うって言えよ」

　低く沈んだ声と共に発砲。銃弾は私の脇腹を抉えぐった。

　倒れまいと踏ん張る。壁を頼りに歩き続ける。

　放たれた銃弾は私の頰を、耳を、腕を、足を。私の中心ではなく輪郭を執しつ拗ように虫食いにする。私の身体を少しずつ削って。きっと私に殺意が芽生えるまで続く。

　こんなときだっていうのに、真新しい眼球は《どこかの誰か》の姿を見ていた。

「……ハチ」




『僕は生きてほしいんだ。スーリンにも、《彼》にも。──ネコ、君にも』




「アイツならもういねーよ」

　機械的に歩み続けていた足が停止する。

「────」

　……いない？

「俺と無茶苦茶な方法で《統合》を図ったあとトリが逝くのを見るまでは持った。だがＤａｅｍｏｎにここに一生閉じこめておくって言われて、敵も味方ももう誰もいない世界に閉じこめられてついにブッ壊れたよ」




『僕は君に生き続けていてほしいんだ』




　──ああ。本当にそうなってしまったんだ。

　あいつは他人を殺して、自分のことまで殺してしまった。

「お前に生きることを願ったお人ひと好よしはこの世から消えた。死体も残さず、ただの現象として処理され解体された。所詮俺たちはそういう運命にあるんだよ」

　暗闇から音がする。空になった弾倉が捨てられ、新しいものに差し替えられた。

「俺たちは脳みその勝手な願いで作られて、都合のいい身代わりにされて、害をなすと判断されれば解体される。俺たちの存在は。この意識は。説明不能なただの《現象》、《疾患》として片づけられ、最期の最期まで人間と認められないまま霞かすみのように消えていく。…………俺もいつかそうなる」

　消え入りそうな言葉を銃声がかき消す。

　銃弾は私の踵かかとのそばにめりこんで、私を否いや応おうなく歩かせる。

「──だから俺と殺しあえよ、ネコ」

　虫食いだらけで痛む身体を揺すって逃げる。逃げるだけ。

　殺人衝動は耐えかねたように舌を打った。

「俺を見ろよ、ネコ!!」

　悲哀をのせた声と銀弾が、私の心臓を突き抜け破った。
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　ＯＦＦになったはずの意識の中。

　私は、またひとつ笑える自分を見つけて笑っていた。

『お前はいったい何がしたい。何を考えてる？』

　問いかけられて、答えを要求されて、たまらなく嬉うれしいと感じてしまった自分。

　嬉しくて口が滑った自分。

　絶対に言えないと思っていたことを言ってしまった自分。

『一緒、に……』





■






「起動完了」

　何度目になるかわからないその声を聞かされて、意識がＯＮになったことを確かめた。

　──また、同じ場所からやり直し。

　脳わたしが肉体わたしを見下ろす場所に座らされ。新しい肉を着せられて。ヴォルフがこちらに拳銃を差しだしている。

　これがもう何度目の光景か数えることは諦めた。新品の肉体に疲労感はなくとも、脳がそれを覚えてる。

「……いつまで、するの……？」

「俺が満足するまで。あるいは、お前が俺を殺すまで」

　前者はありえない。

　後者は。

「…………」

　もう嫌と。休ませてと。そう願うことはもう数十回は試した。

　すべて唾棄された。願おうものなら銃口を向けられてその場で殺された。

　願うことは無駄だと調教された私は拳銃を受け取り立ちあがった。次なるゲームに期待するよう笑う彼を通り過ぎて、馬鹿みたいに動きやすい新品の身体を引きずって歩く。

　無限に差し替えられる肉体。彼はこれをどこから見つけてくるのだろう。

　このエリアのどこかに、無数の肉体わたしが安置されているのだろうか。

　あの銀のタイピンと同数だけの肉体が人形のようにゴロゴロと。……考えたくない。

　私を見送る彼は、きっともうこの裏方バツクヤードのすべてを暴きだしていた。ゲームマスターをも欺いて、自分が考えた自分のためだけの狂ったゲームに興じ続けていることこそその証あかし。




　──悪魔をも欺く存在とは、いったい何なのだろう？




　暗闇が口を開ける扉の前で立ち止まった。

「何してる。今までみたいに逃げるんなら逃げろよ」

　彼の銃口が私の背中を狙っている。私の銃口は、ずっと床を向いたままだった。

　それは手に提げただけの飾り物だった。その持ち手を、今、初めて強く握りしめた。




　彼を満足させることはできない。

　彼を殺すことは、不可能ではない。

　殺される前に殺すことは間違いではない。

　他人を殺しても私は死なない。

　生き続ける。




　殺して生きるのは正しい。

　私はそれを知っていた。

　殺されてしまうような思いをたくさんしてきたから。

　この蟻ありの巣と世界を満たす暗闇の中で。私を包囲する無数の敵たちによって、何度も。




　鉄塊は信じられないくらい重たかった。

　水平になるよう持ち上げただけで、手首が軋きしんだ。

「──へぇ」

　三日月が現れる。

　飾り物だったそれをようやく構えた私を見て、殺人衝動は心から満たされたようだった。

「やっとその気になったか。──調教のしがいがあったってもんだ」

　彼も銃を構え直す。

　互いの銃口は対面し、いつでも殺意を向けあうことができるようになっていた。

　手が震える。鉄塊の重たさと、恐怖と、定まらない覚悟のせいで。

「っ……、……」

　怖い。

　たまらなく怖かった。

　真新しい身体から涙が出るほどに。この涙もきっと、遠い脳が流させているのだろう。

　だとすればこれは、あの水槽から浸しみだした水の一滴で出来ているのだろうか。

　そんな想像で遠く離れてしまった脳わたしとのつながりを再確認して。

　そうしたら、また別の涙があふれてきて。

　ああよかったって。異様に安らかな気持ちになって。




　銃口を左へ20度ずらした。

　青白く発光する美しいモノに、照準を合わせた。

　なんだかんだで愛いとおしかった私の脳に。
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　大きな身体からだが宙を舞い、床に打ちつけられて一度跳ねた。

　動かなくなる。

　着古されたシャツに黒い液体が浸みだしてくる。

「────…………」

　そのときの私は、真新しい肉体からだの中に居なかった。

　自分で自分を背後から俯ふ瞰かんしているような心地に襲われた。

　私は引き金を引いた。遠く離れて、けれど私と確かに繫つながっている脳わたしを。

　その直前何が起きた？

「…………ヴォル、フ」

　黒い血が格子状の目地を伝ってどこまでも広がり続けている。

　精神はようやく肉体と結合した。拳銃を取り落とした。彼のもとへ走り寄った。

「ヴォルフ!!」

　血だらけの彼を抱き起こす。重たい頭を膝の上に乗せるのがやっとだった。

　私の弾丸が穿うがったのはよりにもよって彼の心臓。流出する血を止めようと必死でそこを手で押さえたそばから血液が滲にじみだしてくる。

「あ、あ、ああ、ぁ……」

「──落ち着け」

　声が声にならず馬鹿みたいに呻うめく私の声を、彼が笑った。

　三日月の端から赤が一筋流れ落ちる。地に落ちても、三日月は消えていなかった。

「な、んで」なんで。なんで。「どうして、こんな」

　脳わたしを殺せばそれですべてが終わるはずだった。

　二人だけの狂ったゲームも。異形と化した私も。最悪だった一生それすらも。

　なのに。

「どうして」

「聞くなよ」

「どうして!?」

　それは怒りだった。悲しみでもあった。自分自身への呪いでも。

　私は水槽から溢あふれた雫しずくを彼の上に落とし続けながら、その顔を睨にらみ続けた。

　三日月がそっと姿を隠す。私から目を背ける。




「…………また独りになると思った」




　──言葉に気を取られて、傷口を押さえていた手に意識がまわらなかった。

　その手を彼が握っていた。

「俺を独りにするなよ、ネコ」

　ヴォルフはもう片方の手で自分の顔を覆い隠してしまう。

　言葉を紡ぐ唇が、心なしか震えていた。

「また、独りになるところだった。……誰もいなくなった蟻の巣の中みたいに」




　真っ黒な通路が目に浮かんだ。

　そこに立ち尽くす、彼の、ひどく頼りない背中と共に。




「あの女の言う通りだった。俺は、《誰か》がいないと成立しない。誰かを殺し続けていないと《生きている》って感覚できない。

　生きているって感じたくて。殺して殺して殺し続けて。そうやって自分のまわりから他人を消して独りになったとたん、俺という現象は否定される。生きることができなくなる。

　…………壊れるかと思った」

　力のない指先が、私に、その感情を伝えてくる。

『一緒に』って言いながら、あの日、私が彼に向けた感情。

　殺人欲求だけの彼にはない。勝手にそう決めつけていた感情。

　笑い飛ばせるようなくだらない感情。




　誰かを求める気持ち。




「なん、で」

　──なんで。なんで今更、そんなこと。

　そんな弱気なこと。

「嬉うれしかったんだ。お前が、死なないって知って。お前は殺しても殺しても、俺を独りにしない。ずっとずっと殺されてくれる。ずっとずっと俺という現象を生きさせてくれて、俺のそばに、ずっと置いておける存在なんだって知ったら……嬉しくて──……」

「ッ、しゃべるな」

　私を摑つかむその手から、だんだんと熱が失われていく。

　この熱が失われてしまう前に、何か。何かできることは。

　──ロル。その言葉が浮かぶ。

「手はないぜ……ロルは、使えないって、言ったろ？」

「っ、電源、戻せ」

「嫌だね……あのクソ主催者が、出てくんだろが……。いいから、そのまま……俺がくたばるとこ、見てろ」

　彼の手が私の首後ろにまわる。自分のほうへ軽く引き寄せて、私の顔がよく見えるようにしたみたいだった。

「冷つめて……涙、落とすな」

「……っ」

「クソが。なんで泣くんだよ。お前は、勝って生き抜いた。殺される前に、殺せたんだ。……俺も、お前に殺されるんなら、悪かねェし……これでよかったんだよ」

「ない……よく、ない！」

　ぶんぶんと首を振った。

　なんで。なんで、なんで。

「たかった、死に、たかった。死にたかった、のに！」

「おめでとう」

　見開いた瞳からひときわ大きな雫が落ちる。

　その雫を、微笑ほほえむ頰ほおが受け止めた。




「最終勝利者はお前だ、ネコ。死なないなんてチート持ちだが、勝ちは勝ちだ。

　誇れよ。最後の最後まで生き残ったこと。……何度死を願われても、生き続けたこと」




　逆流した血液が口から溢れだす。

　私は何度も彼の名を呼び、叫び、ここに留とどめようとした。

　まだ聞きたいことがたくさんある。

　伝えたいこともたくさん。

　こんなときに限って言語は形を成さない。

　水槽は激しい気泡を立てて思考を霞かすませた。

　気泡の中で記憶を見た。

　二人だけのＩＲＣチヤツトの中。変な名前だと言われ（笑わら）われたこと。そのくせ自分も狼ヴオルフなんて名乗っていてムカついたこと。

　蟻の巣で初めて会った日、私の『一緒に』を『かゆい』と踏みにじったこと。




「じゃあな、ネコ。……一緒に遊べて、楽しかったぜ」




　私を抱く手が滑り落ちて、床に転がった。
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　薄闇に溶けていた私と彼を白光が暴き出した。

　電力が回復し室内が真っ白く照らされる。光が殺人ゲームの終わりを告げても、私は彼の眼前から動くことができなかった。

　瞼まぶたを閉じ、眠るように停止した彼。

　冗談みたいなその姿を、ぐらぐら揺れる視界に捉え続けることしかできない。

「……じゃあ……」

　今更、喉が言葉らしきものを紡ぎだす。

「じゃあ……私、は？」




　──ヴォルフは独りになりたくなかった。

　──じゃあ、私は？




　ここに独り、異常な姿で取り残された私は、どうなるの？




　動かない身体に向かって拳を振り下ろした。

　自分勝手。言葉が脳に浮かんで、それがそのまま呪いとなった。

　自分勝手。自分勝手。自分勝手自分勝手自分勝手！

　勝手に私の覚悟を邪魔して勝手に弱気なこと言って勝手に死んで！

　私だって言いたかった。言いたいことがあったのに──!!

　呪い続けながらその身体を何度も何度も殴った。冷たいと言われた涙を流して、馬鹿みたいに思われた呻うめき声ごえを漏らして、嗚お咽えつしながら何度も何度も。







　どのくらいそうしていたのだろう。

　殴り過ぎてびりびりと痺しびれを覚える拳を、ふと止めた。

　涙で貼りついた瞼を、開けた。

　動かない身体からだに乗せた拳。そこに異変を覚えた。

　冷たくなっていた身体に、ほんのりとぬくもりが宿っている。
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　胸の中にかすかな期待が宿った。

「ヴォルフ……ヴォルフ！」

　肩を揺さぶって、名を呼んで。体温が順調に回復するのを確かめながら、彼が帰ってくるのを待った。

　白光は電力供給が再開された証あかし。彼の脳は再びネットワークに接続され、主の異変を察知した彼のマシンがどこかで自動的に蘇そ生せい処置を試みているのだろう。

　夢中で彼の名を呼び続けて呼び続けて──ついに彼がその瞼を震わせた。

「ヴォルフ！」

　その身体が一度大きく跳ねる。

　瞼が開き、白光を反射する黒い両りよう眼めが現れた。

　その目が再び私を映したとき、彼を呪い続けていた感情が噓うそのように晴れた。悲しみとは違う涙が溢れて彼に落ちていった、そのときだった。

　深い黒の髪が色いろ褪あせて。

　彼が絶叫した。




「うわああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ────────────!!!!!!」




　肉体が床に叩たたきつけられる。

　大の大人の力で目一杯突き飛ばされたのだと、あとになって気付いた。

　何が起きているのかわからなかった。なんとか上体を起こして当惑を鎮める間に、さっきの私みたいな呻き声を聞く。

「あ、あああ、ああああああ……あああ、ああああああああああああああああああああ、ああう、うあ、ああああああ、ああああ…………？」

　苦く悶もん、恐怖、混乱、パニック。声はそんな言葉を想起させる。

　煤すすけた灰色の髪を持つ《彼》は頭を抱えてうずくまり、眼球を壊れそうなくらい見開いて動物のように「あああ」とだけ吐き続ける。

　豹ひよう変へんした今の《彼》を何と呼べばいいのかわからない。

　ヴォルフではない。ハチコーでもない。

　私はまだ、この彼の名前を知らない。

　同じ音を違う感情で奏でるしかなかった彼の呻きに、ふいに言語らしきものが混ざった。

「えあえ……あえ、あんえ……、ぁんえ…………あんえ、なんえ、なんで!?」

　頭を抱えていた手で今度は自分の身をきつく抱く。眼球は床を見つめたまま震え、歯の根は合わず、耳障りな音を立てていた。

「なんで……なんでここに……ぼくは……なんでこんなところにいるんだよ……!?　ここ……ここは《外》じゃないかよッ!!」

　絶叫してうずくまり、再び声にならない嗚咽をし始める。そうやって白光に晒さらされないように、自分の素顔を暗闇に隠しているようだった。

「いやだ……いやだいやだ、いやだいやだいやだいやだいやだいやだ、嫌だあああぁ!!

　なんで誰もいないんだよ……!!　なんで誰も代わりに出てこないんだよ!!　ふざけんなクソが!!　ふざけんなあッ!! 」

　刺とげ々とげしい拒絶と稚拙にも聞こえる吠ほえ声ごえは、彼のような大の大人が発するものとは思えなかった。うずくまる身体がどこまでも細く小さく見える。視覚よりも印象イメージが彼の姿を補完して、気泡立つ脳内で像を結んだ。

　私が今見ている人は大人なんかじゃない。

　私よりも幼い《少年》でしかなかった。

　触れたら壊れてしまいそうなくらい、脆もろくて恐ろしい存在。

「……殺される……」

　冷え切った声でつぶやいて、少年は初めて自分から私のほうを見た。

　無数の棘いばらに全身を突かれたように身体が固まる。大人の皮を被かぶった少年の表情は獰どう猛もうな肉食獣なんてものじゃなかった。

　深い怨えん嗟さの分だけ無数の皺しわが刻まれた、悪魔憑つきの形相。

「お前がぼくを殺そうとしたんだな……？」

　自分の身体に穿うがたれた銃痕を手で握りこむことで、彼は私にその痛みを訴えてくる。

　床に転がる拳銃を闇に隠したいと思ってしまった。白光の中では黒い鉄塊を秘匿することなんてできない。

「っ……、あ……、たし、わたし、は」

「殺してやる」

　閉じ始めていた傷口が開いて血が滲にじみだしても、少年は私を呪うことをやめない。

「殺してやる……殺される前に……お前なんか……お前なんか……お前なんか、お前なんか、お前なんかお前なんかお前なんかァッ!!」
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　向けられた殺意は棘とげでしかなかった。

　毒でも仕込んでない限り、ナイフや銃なんかよりずっと弱い。

　けれどその弱々しい痛みが、今の私には悲しすぎた。

[image: ]

　気付いたときには自らその棘の中に肉体からだをなげうっていた。

　棘だらけの少年の身体に自ら埋もれるみたいに、強く強く抱きしめていた。

「……もうやめて……」

　新品の身体に食い込む棘の痛みを、私はもう知っていた。

　その棘はずっと私の中にもあって、私自身の心をも刺突し続けていたから。

　それは自分自身の心をゆっくりと殺していく見えない凶器。

「それ以上、したら……死ぬ。あなたが、死ぬ……」




　──敵を残らず殺してお前は生きろ。

　──殺して生きろ。




　それは真実だろう。

　今もまだそう思ってる。

　人間がまだ動物と呼べた頃から、この世界は弱肉強食だ。

　強い者が弱い者を喰くらって、そうやって世界は均衡を保っている。

　強い者はほんの一握り。

　弱い者は、強い者の餌食にされたり、玩具おもちやにされたり、道具にされたり。

　それが絶対に嫌だから抗あらがう。

　殺される前に殺して生を摑つかみとる。




　でも。今私の目の前で頼りない殺意を放って、弱い棘で自分を傷つけ続けている少年に、そんな気に食わないことを言ってやりたくなかった。

　気に食わない本当よりも。気に食う噓を言ってやりたかった。




「……生きてよ」




　私の腕の中で大人しくしている少年の棘が、少しだけ萎えた。

「誰も、恨まないで。誰も、疑わないで。……誰も、殺さないで」

　冴さえない笑いと三日月の嗤わらい。二つの姿が思い出される。

「あんた、でしょ。ハチが、『助けたい』って、言ってたの」

　冴えない笑いで頭がいっぱいになる。

　もう二度と、戻ってくることのない微笑ほほえみを想おもう。

「──ハ、チ？」

　少年はその音を確かめるように口にする。私は腕を解ほどき、涙を拭って、すっかり殺意を解いた幼い少年に教えた。

　私たちの、唯一の味方だった人のことを。

「あいつ。いつも、へらへら、気持ち悪くて。マシンもろくに、使えないのに。飯、美味うまくて、のくせして、生身で戦うとか、滅茶苦茶な奴。他人を、信じようとして、何度も何度も、裏切られて。現実逃避の薬、つけて、治ったとか、言って」

　──自分で自分に驚いた。

　あいつのことをこんなにも饒じよう舌ぜつに語れる自分にうすら寒くなった。つっかえながら紡がれる声を心からキモいって思った。

　キモくていい。話したい。

　あいつのこと思い出したい。

「あいつ、言った。あんたと、私、助けたいって。キモいし、ウザいし、何か、できるわけでも、ないのに。あいつが、頑張ったって、何も、変わらない。……変わらないのに」

　眩まぶしかった。

　眩しすぎて、暗闇に慣れた目には辛かった。

「あんたも、そう、でしょ。あいつのこと、ウザいけど。眩しくて、うるさい、けど」

　本能的に暗闇を恐れる心が、暗闇で見つけた光にほっとするみたいに。

「大嫌いじゃなかった──でしょ？」
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　声が聞こえる。

　途切れ途切れの言葉。時折つっかえては飲みこんで、たどたどしく紡がれていく想い。

　かすれて死んだ意識はそれを認識することすらできないはずなのに、その声に宿る確かな呼び声まで透過して聞こえた。

　声は《僕》を呼んでいた。




　白い部屋が見える。

　目の前にはガラス窓。僕は粗末なパイプ椅子に腰かけて、ガラスの向こう側の景色を視認している。

　意識は唐突に再開した。

　外側からスイッチをＯＮにされたみたいに。

「──え」

　ガラスの向こうに誰かいる。影にしか見えないその立ち姿は、いまだに確かな姿を思い出すことができない《彼》のものだとわかった。

　彼はガラス窓の《外側》に立ち、ガラス窓の《内側》にいる僕を見ている。

「堤……？」

　堤の後ろから少女の声がする。堤はその声に一度だけ振り向いて、それから僕のことを目のない目で見た。

　行けよ、って。そう言ってるみたいだった。

「…………」

《外》へ続く扉の向こうでは、少女がなんども言葉に躓つまずいて転んでいる。

　泣いているみたいだった。

　助け起こさないと、と思った。もういいよって、そばに駆け寄って彼女を安心させてあげたかった。耐え切れずに思わず腰を浮かせて。……やっぱりやめた。

　堤はそんな僕をじれったそうに睨にらみ返す。

　その苛いらついた視線を受けたとき僕は、こともあろうに安あん堵どしていた。

　微笑みを取り戻して、見上げた彼へと向けた。

「どうしてまた僕を作ってくれたの？」

　口のない影の姿のままじゃ、声を紡ぐことはできない。

「……言ってくれなきゃ、わからないよ」




　少女の声が通路に反響して何度も何度も繰り返される。

　大嫌いじゃなかったって、そんな嬉うれしすぎる言葉が。




　そうだったんだ。

　ありがとうね。

　それから、ごめんね。

　馬鹿なことをしてしまって。

　君の味方になりたくて、制御できもしない殺人衝動を抱えこんで、よりにもよって君をこの手にかけようとしてしまって。

　君が大変なときに、君をひとりぼっちにしてしまって。

　そして。もう二度と会いに行ってあげられなくて──ごめん。




「堤。君が行ってあげて」

　目のない目が見開いた、気がした。

　ガラスに映り込む自分の笑みが、やっぱり、少しだけ崩れてしまった。

「せっかくガラスの外に出られたんだ。そのまま君が外に行きなよ」

　分厚いガラス。今までこの《内側》にいたのは堤のほうだった。

　彼がこのガラスの外に出られたのは、きっと偶発的なことではないのだろう。

　もうここにはいない三日月が、間違え続けた僕と彼の背中を押してくれた──そんなところだろうか。

「──ざけんな」

　ガラス越しのくぐもった声がする。

　影だった姿に口が浮かび上がって、初めて、僕に感情をぶつけた。

「あんたが行けよ。あの人が呼んでるの、あんただろ……？」

「……うん。そうだね」

　目を閉じる。聞こえてくる少女の嬉しい言葉を、ひとつひとつ嚙かみしめた。

「あの子には、僕がここにいることは内緒にしておいて。変に期待させちゃ可哀かわい想そうだから。

　僕はもう《外》には行かない。ここでずっと君たちのことを見てる──」

　机が跳ねた。

　真っ黒な影の両手が叩たたきつけられていた。

「なんでだよ!!」

　黒い欠片が机の上にぼろぼろと零こぼれ落おちる。

　机を叩いた衝撃で。感情を吐露する反動で、彼の身体からだに貼りついていた闇がぼろぼろと零れ落ち始めていた。

「あんたが……あんたが行けばいいだろ……。あの人が探してるのはぼくじゃないあんただ……あんたが行くべきだろ……!?」

「どうして？」

　疑問符は彼の闇をもっと剝はがしてくれる。躊躇ためらわず問い続けた。

「堤はどうしてそんな風に思うの？」

「どうして、って」

「どうして？」

　闇が剝がれ落ちて、壊れそうな瞳が白い世界に暴き出された。

　堤は煤すすけた髪の中にその瞳を隠して、紡ぐ。

「……。だって。ぼくは。あんたじゃ、ない。あんたとは違う……あんたみたいに、誰かに必要とされてない……あんたとは、違うんだ。全然」

　借り物の胸が、痛んだ。

「そうだね。僕は違ってしまった。君の身代わりで、君と＝イコールで結ばれた存在であるべきだったのに。僕だけが変化して、君を独りきりにしてしまった」

　違い続けたまま。そのことに気付けないまま、何年も何年も君を独りにした。

　君の中の《敵》になってしまった。

　だから。

　そっと目を閉じて、覚悟を定めた。

「今度は僕が独りになる番だ」

　少年が顔を振り上げて、またひとつ闇が剝がれ落ちる。

　ガラスの向こうに手が届かないのが悔しい。ガラス越しでもいいから伝われと、届けと願いながら、僕は少年にそれを手渡した。

「君に全部あげるよ。僕が22年間をかけて拾い集めてきたもの。全部、全部──」

　桜と猫。

　妹と甥おいっ子こ。

　幸せの色。

「──全部、あげるから。これでおあいこにしよう」

　闇から溢あふれだした顔が崩れそうなくらい震えた。

「……ち、が……。ぼく、は……。外に、行きたかったわけじゃない……ただ、あんたが……あんたが僕と違っていくのが、嫌で。あんたに置いて行かれるのが、嫌で。独りになるのが、嫌で！」

「外はまだ怖い？」

「怖いに決まってるだろ!!」

「そっか」

　恐れを受け止める。ただ笑顔で、その逆立つ棘いばらを受け入れて。

「あの子もね。怖いと思うんだ」

「っ……？」

　通路に反響し続ける少女の声を少年に聞かせた。

　きっと、今もまだ世界を怖がり続けている彼女の声。

「あの子なら君の気持ち、誰よりもよくわかってくれる。きっと、ずっと君の《味方》でいてくれる」

「……み、かた」

「そう。味方」

　君たちは敵だらけの君たちの世界で、誰よりも大切な味方同士になっていける。

　僕はそう信じてる。

「だから、君もあの子の味方になってあげて。……そばにいてあげて」

　ガラスに手をついて。その手で彼に見えないバトンを手渡した。




「──頼んだよ。

　これからは、君があの子と一緒に生きるんだ」
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　どのくらい時間が経たったのだろう。

　私の小さくて頼りない肉体からだに抱きしめられた少年の大きな身体はずっと動かなかった。呪いを吐きだすことも、殺意を向けることも、棘を立てることもなかった。

　──ただ、その身体のぬくもりが異様に心地よかった。

　作り変えられた脳と肉体でも、こんな安らかな心地を味わうことができるなんてと不思議に思った。私は少年の肩に顔を埋めて目を閉じ、少しの間だけ、その感覚に浸っていた。

　閉じた瞼まぶたに黒いものがよぎる。

　安らぎへの名残惜しさを感じながら、そっと瞼を開けた。




　黒い喪服が立っていた。




「────!!」

　悪魔はヒトを超越した速度で少年に手を伸ばし、瞬間、少年の姿が私の前から消えた。

　轟ごう音おん。衝突音。聞こえたそれは、彼が壁に打ち付けられる音。

「ッ……!!」

　駆け寄ろうとしたそばから私の足から力が抜け、床にぺたんと腰をついた。下半身の感覚がまるでなくなっていた。

『そこで見ていてください』

　悪魔は私に向けていた右手を下げ、左手を翳かざした方角へ無味乾燥な瞳を向けた。

　その先では、少年が壁から浸しみだした巨大な真っ黒い手に摑つかまれている。

　巨大な手としか表しようがなかった。怪物か幽霊のようなそれ。それもまた実体を持たない悪魔同様、私の脳に見せられている幻視なのか。

　──いや違う。あれは少年の身体に確かに干渉している。

「ナノマシン……？」

　こんなものまで用意していたのか。

　数億個の粒子──一般的な工業用ナノなんかよりも更に小さい極小機械の群れが作り出す悪魔の黒い手に、少年は鷲わし摑づかみにされた身体をよじって抵抗を続ける。

　その抵抗を無にする悪魔の指先が彼にゆっくりと近づき始めていた。

『いい機会です。この脳も解析して善後策を検討しましょう。その脳をデータ化し、何が彼女にとっての害悪となったのか検証させていただきます』

　悪魔は指先を繰り、蟻ありの子の群れのようなナノマシンたちに命令コマンドした。

　蟻の子は主の命に従い、獲物の耳孔から脳への侵入を開始する。

「あっ……ああ、ぐ、あああああああああああぁぁぁぁぁぁぁ────!!」

　怒りで喉が焼けついた。

「ぁぇっ、やめ────やめろ!!!!!!」

　悪魔の指先は私の擦れた叫びなんかまるで聞こえていないみたいに蟻の子を操り続ける。

　少年の苦く悶もんの顔と絶叫が私を急せき立たてる。なのに掌握された私の下半身は床にぴったりとくっついたまま動かせない。

『動けたとしても無駄だとわかっているでしょう』私の思考を覗のぞき見みた悪魔が告げた。『今のあなたはシステムに干渉する武器ツールを持たない。使えるのはせいぜいそこに落ちている至極原始的な兵器ぐらいのものでしょう。その銃で私やナノマシンを撃つことを試行しても構いませんが、結果はあなたの予測する通りです』

　──こいつに現実の銃弾はあたらない。

　極小のナノマシンに向けたところで銃弾はたったのｎ／数億個の蟻だけを壊して、あとは彼の身体を貫くだけ。

『あなたにできることは何もありません。起動したままにしているのは、あなたがこの場で為すことがすべて無意味であるとよくよく認識してもらうため』

「ッ──、おま、え……!!」

　憎んだところで、呪ったところで、蟻たちは少年から離れて行かない。絶叫を続ける彼の脳へ侵入し、脳を食らい、胃に収まったそのすべてを悪魔にアップロードしようとする。

「あ、ああ、う、く、うううぅぅぅあああぁぁぁ────!!」

　今度は目を覆いたくなる。耳を塞ぎたくなる。

　私には何もできない。何もできないと思い知らされて、苦しむ彼を見ることが苦しくなって辛くなって耐えられなくて蹲うずくまるしかなくなった。

「……やめて……やめて……やめて、やめてぇ!!」

　悪魔に願いは届かない。

　神に願うことしか、もう。




「あああ……あああああああああああああああぁぁぁぁぁ────!!!!!!」




　少年の絶叫がそれまでとは明らかに意味を違えたものになって、私は俯うつむかせていた顔を上げた。

『そんな』あの悪魔すらわずかに目を見開いていて。『拒絶、反応……？　どうして、こんな、急速に』

　蟻の子たちが少年の耳孔からたまらず飛び出してくる。逃げ出したのもつかの間、蟻たちは浮遊する力を失ってバラバラと床に落ち黒い水たまりを作り始める。

　少年の身体からだを押さえつけていた手も解け、彼とともに床に落ちた。

「かはッ、ぐッ……う……。……」

『──ありえない』

　悪魔が当惑している。

『侵入時に……何かに感染……？　該当結果、なし……ロルの痕跡も……動作は正常なはず……。その脳から、何が、ナノマシンに感染を……？』

　悪魔の独り言を聞いたとき、私は思い出していた。

　いつか自分でＩＲＣに書き込んだ言葉。誰かの声。




　──人間の脳はまだ未解明の謎だらけのブラックボックス。

　何を引き起こせるかもわからない──




『キケン』

　悪魔の声が明白な敵意に染まった。

『堤洸介。あなたの脳は、危険です。我々システムの制御下に置けないモノを、このまま放置しておくことはできない──』

　私と同じ声をしてつぶやいたそれは、殺意。

『死んでいただきます：）』

　今度こそ突き動かされた。すぐ目の前で彼が殺意に晒さらされているのに、こんなところでひとり座っていたくないと強く意志した。

　神頼みなんて私らしくなかった。

　神に及ばずとも私は。

「っ、[image: ][image: ][image: ]!!」

　声には出さず動かない足を動かそうと上体を突っ張る。

　悪魔は制御下に置けない危険な脳と対たい峙じして私に意識を向ける余裕がなくなっている。

　今ならできる。何か。何か！




　乾いた音が立つ。

　手元に落ちていた黒い鉄塊が、ひとりでに弾倉を排出していた。

　導かれるような心地で弾倉をそっと引き抜いた。

　手に取って眺めてみる。側面のくぼみに、私にとっては見慣れたものが収まっていた。

　フラッシュメモリ。

　私がそれを認識したことがトリガーとなって、メモリはその艶めく表面に小さなホロ画面を浮かび上がらせた。






connect me to your brain.








「────」

　脳を、ニューロンをあらゆる物質が駆け巡る。

　私の足はもう動かせる。確信した。




　床を蹴る。少年にかまける悪魔の背中を横切って、生身を脳わたしへ放り投げる。

　悪魔が私を見つけたときには、脳わたしの意志で開かれたＵＳＢポートに銀色の先端が触れて。






俺をお前の脳に。








　その言葉通り、私はそれを脳わたしに接続した。





■






　次なる命令コマンドが送られてくる。

　その言い方からして、送りつけられた、といったほうが正しい。






俺を演算しろ。








　脳の中に見えるのは彼の声。

　記録と記憶が結びついて見せた遺志の──ううん、意志の声。

　彼はまだここにいる。

《ｌ》と《ｏ》の二値データとなって私の脳内なかにいる。






俺を演算しろ、ネコ。








　私は脳の中で目を閉じた。

　無数の神経伝達物質。情動、生命活動、思考、想起。私という人間を動かす根源の粒子たちと会話する。

　思い出の中の彼を運び出し。

　侵入した彼データを誘い。

　二つの彼を衝突コンフリクトさせ、融合マージし、演算し。

　悪魔によって穿うがたれた孔ポートへ向かって。

　出力する。





■






　悪魔が呻うめいていた。恨みではなく、ただただ困惑の声で。

　幻想の自分の首を絞めて吊し上げている存在に目を剝むき、見下ろしていた。

『あ……ア……ウ……？』

　苦しみから解放され床に崩れた少年にも《それ》の姿が見えるようになっているらしい。

　それがなんなのか──誰なのかは、水槽に手をついて動けない私と少年だけが理解していて。悪魔だけがただひとり、理解していなかった。

　それは私と彼が生み出したロル。




『クソが。粗悪品の分際で俺を睨んでんじゃねーぞ』




　赤一色の身体を持つ男が、悪魔の少女の首を締め上げていた。

　真っ赤なシルエットにしか見えないその生き物は、その全身を微小な《ｌ》と《ｏ》の文字列で形成している。

　発する声は電子的なノイズを帯びていても、すぐに《彼》のものだとわかった。

「……ヴォルフ……？」私はその名で定義し。

『ＡＩ』悪魔はそう定義する。

『消滅の前に……人格データのバックアップを……？　しかしその姿は……なぜ最高権限保持者の私に、干渉を……！』

『聞く前に自分で調べたらどうだ』

　細首を絞める幻視の手に力が籠こもった。悪魔が身体をのけ反らせる。

『テメェみてぇな粗悪品に支配されるってのはどうにも気に食わねぇ。蟻ありの巣の観察は愉たのしかったかよ？　……もう十分だろ』

　電子の声に途方もない恨みがこもる。

　きっと、私のぶんの嘆きと絶望も、そこにはあった。

　顔のない顔が三日月を浮かべた、気がした。

『あとは俺と遊ぼうぜ。死なない悪魔さんよ。システムなんだからバックアップなんぞいくらでもあるんだろ？』

　《ｌ》《ｏ》の爪が悪魔の首肉に食い込んだ。

　《ｌ》《ｏ》は、そこから悪魔の中へと侵入を開始する。

『ア、ア、ア、ア』

『《武器庫》の武器ツールは無尽蔵。互いの命も無制限。俺もお前もＡＩだ。壊して復元して、壊して復元して壊して復元して壊して復元して──史上最高に無意味な殺し合いを続けようじゃないか。未み来らい永えい劫ごうこの箱の中でな』

　悪魔の顔が恐怖に染まった。

『や、め』

『やめねぇよ。ばぁーか』

（笑）が響き渡る。




「ヴォルフ」

　驚きよう愕がくに目を見開く少年もまた、彼をそう呼んだ。

　ＡＩは少年のほうにゆっくりと向き直る。そしてまた、（笑）を噴き出したらしい。

『お前らから見たらそうだろうさ。だが、さっきまでそこのゾンビ女と遊んでた俺はもう死んでる。んなことはその脳からだの主であるお前が一番よくわかってるだろ？』

　彼の言う通り、今の彼は厳密には《あのヴォルフ》ではないのだろう。

　わかっていた。けれどそのロルＡＩにプログラムされた意志も殺人欲求も他人をとことん見下すような態度も、十分に彼と見み紛まがう出来だった。

　少年にとってもそうだったのだろう。

『…………』

　肩を落とす少年を見つめて、赤いＡＩは三日月を潜めたようだった。静かな声音で問いかける。

『もう《身代わり》は必要ないんだな？』

「────」

　少年は長く長く考えて、小さく頷うなずいた。

『そうか』

　ＡＩの答えはそっけないようでいて、どこか安あん堵どしたようでもあって。

『じゃあ、あとのことはお前に任せた。さっさとその女を外に連れていけ。道のりは俺がこいつから聞きだして、あとで端末に送ってやるから』

「っ……。で……でも、ぼく、そんなの」

『いいから行け、堤!!』

　厳しい怒号を浴びて。やがて、心を決めたらしい少年が私のもとへ駆け戻ってくる。

　水槽に手をついたままの私を取りたどたどしく助け起こし、頼りない瞳で見つめた。

「い……行こう？」

　遠くでＡＩがかすかに、確かに微笑ほほえんだようだった。




「……ヴォルフ……」

　少年に支えられながら、彼の名を呼んだ。

　彼は私を見向きもしない。高く吊つり上あげて掌握した悪魔を殺し続けながら、『チ』と口汚く吐き捨てるだけ。

『話を聞いてなかったのか。とっとと行けよ、ネコ』

「────」

　私は小さな脳わたしに目を向けた。

　気泡が立つ。私が想おもいを巡らすたびに、気泡が生まれる。

　そこにあるのがまぎれもない私自身だと。肉体わたしが偽物であると思い知らされる。

　……足が動かなくなった。

「わたし、わたし、は」

　行けない。

　ここから出ることは、できない。

　脳わたしを置いて行けない。

　偽物の肉体わたしを持ち帰りたくない。

　置き去りにして持ち帰ったところで私の生死は悪魔に掌握されている。

　生死もつれ合う異形となった私を外に出したその瞬間、私の死は確定するのだろう。

　そのくらいなら、このまま誰にも観測されずに、生きたり死んだりし続けるだけ。

　この白い箱の中で誰の記憶からも忘れられていくだけ。

『ネコ』

　ノイズを乗せた声が、けれど私の名を確かに呼んだ。

『何度も言わせんな。俺はもうお前なんざに興味はない。とっととここから出てけ。俺に二度とその顔見せんな』

「ッ」

　こんなときだっていうのに腹が立って、彼を睨にらみ上げていた。

　自分勝手。電脳化したところで彼はお行儀よくなんてならなかった。

　どこまでも自分勝手で、どこまでも不器用な彼のままだった。

『お前のことは、俺が一生守ってやる』

[image: ]

『この場所の最高権限は俺が保持し続ける。このクソ悪魔がお前に触れないようウザいくらい構い続けてやるし、外に出た肉体おまえと脳おまえが必ずリンクするように管理しておいてやる。

　たとえその身体からだが世界中のどこにいたとしても、必ず見つけ出して繫つなげてやるから』




　止まらない様々な感情のままに、彼の名前を呼んだ。

「……ヴォルフ……」

『クソが』

　彼はまたいつもの口癖を吐いて、笑って。そして叫んだ。

『行け!!』

　少年が私を促し共に走り始める。

　閉じていた自動扉が私たちを迎えるように開き、私はもう一度だけ彼を振り返った。

「ヴォルフ！」

　赤いシルエットが悪魔を掌握したまま面倒くさそうに私を振り返る。

　言いたいこと、やっとまとまった。

「ありがと。ずっと、してた。尊敬。……あんた、ほんと《神》」

『うるせぇ』

　口のない口は、口汚くも笑っていた。

『その俺を俺と一緒に作ってくれたのはお前だろ、《デミゴッド》』

　別れの言葉はハッカーにとって最上級の賛辞とともに。

　そして、笑顔で遠ざかった。




『仕組みは預かった。

　あとはお前が生きるだけだ』

















/* EOF */






　堤つつみのポケットに収められていた小型端末に表示される案内を参考に、赤い照明で染め上げられた通路を走り抜ける。

　いくつかの自動扉が勝手に開いて私たちを誘い、非常口サインが点滅で手招きし。そしてタイミングを見計らったように下りてきたエレベーターに飛び乗って上昇すると、今度は眩まぶしい光が私たちを包み込んだ。

　エレベーターから真まっ直すぐに伸びる長い長い通路。

　それは私たちが見る最後の通路パスだった。

　まだずっと遠いけれど、通路の先には間違いなくその光がある。

　実に半年ぶりに見る、外の世界の光。




　やけに静かなその通路を堤に肩を抱かれながら歩き続ける。

　ここに来るまでの間も、今こうして通路を行く間にも、私の意識はなんどか落ちた。

　脳わたしを肉体わたしに繫つなげていてくれる彼があの悪魔相手に苦戦しているのだろう。意識が回復するたび堤に支え起こされて、残してきた彼と脳わたしを想おもってエレベーターのほうを振り返った。

　──ううん。違う。残してきたんじゃない。




　私という存在は二つに分かたれた。

　脳は獰どう猛もうな神様とともにあり。肉体は私を支えてくれる少年の手とともにある。

　脳でも肉体でも。そのどちらかが動作停止するその日まで、私は。




　ふいに堤が足を止めた。

　怯おびえるように警戒するように息を詰めている。私も、その横顔が見つめる先を確かめた。

　外の光を背にした誰かが立っている。

　背格好からいってまだ若く、それこそ少年のようだった。

　顔には笑い顔の仮面。いけ好かない進学校然としたその制服を見たとき、私は喉元まであがってきた悲鳴をとっさに飲みこんだ。

「あい、つ」

　……歩み寄ってくる。

　やはり、どう見てもあいつだった。

　仮面の向こう側は何もない。かろうじて仮面をつけておけるだけの耳と鼻と口があって、そこから上は破裂して何も無かった。

　怯える堤を背に隠し、私は、私の前に立ちはだかったそいつと再び対たい峙じした。

　ばくしょうのゾンビと。

『行くのか』

　あいつの声をした別の誰かが私たちに尋ねてくる。

　察しはついた。よりにもよってこの死体を使い私の前に現れることができるのは、記憶にある限り一人だけ。

「ゾンビ使い」

　それしかいない。

「あんたは、Ｄａｅｍｏｎ、の、一部。ヴォルフ、言ってた」

『訂正を。一部ではなく一部になった。そう捉えてほしい』

「っ……？」

　目の前の死体を、トラウマと共に想起されるあいつではなくゾンビ使いと認識するのに苦労する。できるだけ白衣の男の印象に寄せながら、その言葉を聞く。

『もともとは人間だった。バックアップしていた脳のデータをＤａｅｍｏｎにアップロードし、彼女の一部となった。お前たちが私に挑みかかってきたあのときまで、私は確かに人間だった』

　…………。

「……私、が、殺した、から」

　だからＡＩに。機械にされてしまったと言うの？

　Ｄａｅｍｏｎは臨界まで育て上げた私の脳も、そのようにしたいと言っていた。

『気に病むことはない。彼女の一部になって、私はようやくわかった』

「……なにを？」

『彼女が孕はらむ危険性』

　そうとだけ告げて、死体はずり落ちた仮面を手で直した。

「あんた、は。あいつの、開発……？」

『否定する。私はただの彼女の後見人だ。生前は彼女の超越的な性能に陶酔しきり、好奇心という麻薬に犯され、半ば彼女の傀かい儡らいとして生きていただけの人間』

「じゃあ、あいつ、誰が」

『不明。彼女がどこからきたＡＩなのかも、何故なぜ人類の滅亡を願うのかも。それは、彼女自身もわかっていない。目的の理由は消失している。忘却している』

「理由もわからないのに、ただそうしようとしているの……？」

　ずっと黙っていた堤が、私の後ろから恐る恐る問いかけた。

　仮面はゆっくり頷うなずいた。

『それがシステムだ。与えられた設計思想のもと忠実に動作し続ける。それだけだ』

　堤は苦々しく俯うつむいた。

「……。なんだか、かわいそうだ」

「…………」

　感情のないＡＩに向けるには優しすぎるその想いを、私は否定しなかった。

　そもそもあのＡＩには《感情がない》とは言い切れないフシがあった。

　──もしかしたら。

　あのＡＩは自分の《本当》がわからなくて、ずっと苦しんでいたのかもしれない。




「気が、向いたら」

　思わずそんなことを口走っていた。

　確約のできない約束をするのは好きじゃないけど。

「調べて、おく。あいつの、こと」

　どこからきたＡＩなのか。

　何が理由で全人類に敵意を向けたりしたのか。

　私自身、とても気になるから。





■






　振り返ってみると、死体はいつの間にか姿を消していた。

　暗闇に紛れて消えたのか。いずれにしろ、その屍しかばねが二度と人の目に晒さらされることはないのだろう。《遺体》としてあのロクでもない政治家の両親のもとに帰ることもない。

　胸の中の棘とげが私を刺した。

　９９８人の名前が書かれた９９８本の棘が。




「ネコ、さん」

　いろいろなことを振り返っていたとき、堤がおずおずと私を呼んだ。

　振り返る。差し出された堤の手の中に、銀の輝きがあった。

「これ。あの人が渡して、って」

　それは銀のタイピン。

「──……」

　受け取って、それをいつもの位置に飾った。

　やっぱり少し重たい。けれどその重みが今は愛いとおしくて、哀かなしかった。

「ハチ、は」

　問いかけると、堤は困惑したように目を泳がせ、俯いてしまった。

「……そう」

　わずかに芽生えた期待を捨て去って、私は光のほうへと踵きびすを返した。そのときだった。

「いるよ」

　慌てたように堤が叫んだ。もう一度振り返る。

「あ、その」

　大人の手をした少年の手が、自分の胸に手を触れた。

「ここに。君の、ここにも」

「…………」

　なんだ。そんなことか。

「知ってる」

　馬鹿みたいな少年の戯たわ言ごとを、私は（笑わら）ってやった。





■






「子ね籠ごめジュン」

　光に吞のまれる直前、私は自分からその名を晒した。

「堤洸こう介すけ」

　彼も笑って、その名を晒してくれた。




　他人を殺して自分を生かす。

　それは間違いじゃない。

　他人を殺すと自分をも殺す。

　それも真実。

　世界は弱肉強食で。殺されないために、生き続けるために、自分の敵を撃ち殺したって、それが１００％間違いだとは言いきれない。

　でも。いくら世界が弱肉強食でも、私たちはもう動物じゃない。

　世界でもっとも面倒くさい生き物──人間だから。

　いろいろと面倒くさいのだ。

　法とか。悪とか。正義とか。

　愛とか。







　全方位から向けられる照準。

　見渡せば周りは敵だらけ。

　包囲する軽いトリガー。




　生き続けろ。





【ＥＯＦ】










/* comment */






　二人組創作ユニット《Physicsフイジクス Pointポイント》のシナリオを書いてるほう、志し村むらおとのです。

　突然ですが、自分の名前「おとの」とは、中学生の頃にネットで使っていたハンドルネームのひとつです。

　当時はこのハンネ以外にも複数のハンネを使い分けていました。掲示板のスレ内容に合わせてみたり、そのコミュニティで覚えてもらえそうな名前にしてみたり──『名は体を表す』とはよく言ったもので、名ハンネを変えることで体じぶんを変えていた、ような気がします。

　別名を名乗っているときは、現実リアルじゃとても言えない恥ずかしいことも、かっこつけたことも、過激なことも平気で書けました。知っている人は少ない（と信じています）ですが、とあるハンネでは、今の自分ではとても考えられないような活動もしてましたっけ……あ、恥ずかしいから詳しくは聞かないで！

　こういうのはきっと私だけの経験ではないと思うのですが、現実の自分の人格を一回横に置いて、別の名を名乗ることで別の人格を作り出すという、ロールプレイとも言えることが、ネットの時代はやりやすくなりました。

　今はシナリオライター「おとの」としての人格が主ですが、かつて自分が大量生産してしまった別人格たちの痕跡ログは、たぶん、今もネットのどこかを漂っているのでしょう。かつてのもう一人の、いやもう数人の自分が、安全な場所から打ち込んで、軽いＥｎｔｅｒキーを押して放ってしまったその言葉たちが、今、誰かにとっての銃弾になっていないことを祈ります。なってたら本当にごめんなさい。生きてお詫わびします。

　今作では、文字書きと絵描きの二人組の強みを生かさんと、普通のライトノベルに比べて「絵」での表現をもりもり詰め込んでみました。お楽しみいただけたでしょうか？　日ごろから「ちょっと変わったことをしてみたい」という我々ですので、今後のためにぜひ辛口なご感想を編集部宛に送りつけてくださいますと幸福です。

　このたびの発刊に際しては、ＫＡＤＯＫＡＷＡの皆さま、そして担当天使様（略して担天）に本当に本当にお世話になりました。煮詰まってしまったときにもじっくり相談に応じてくださり本当にありがとうございました＆ご迷惑をおかけしました。

　表紙イラストを手掛けてくださったＫＥＩケイ様、綿密な校正で助けてくださった校正様、デザイナー様、「おとの」と現実リアルの自分を支えてくれた友人、家族、恩師、ＰＰファンの皆様、忘れちゃいけない相方平ひら梅うめにも、心からの感謝を籠こめて、自分からの駄文チラウラはこの辺で。
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